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      But he answered and said,主はお答えになった。 It is written,それはこのように記されている。 Man shall not live by bread alone,「人はパンだけで生きるものではない、 but by every word that proceedeth out of the mouth of God. 神の口から出る一つ一つの言葉で生きる」

　――Bible, King James. Matthew, from The holy Bible, King James version『マタイによる福音書』



    

  
    
      


第一章　トマトソースとエクソシズム



　曇りガラスの向こうは、確かに晴れていた。

　広がるオレンジの屋や根ね瓦がわらに照り返す、眼めを覆おおいたくなるほどの明るい陽ひ射ざし。

　イタリア南部の小さな街は、その日もいつもとなんら変わらないように見えた。

　だが、彼らのいるアパートの窓の内側では、黒い僧そう衣いをまとった男が、ベッドに寝ている女性を前にして、一冊の書物を広げている。

　一見、普通の部屋だとしても、その中で何が起こっているのかなど、誰だれに知り得ることができよう。



「彷徨えるアニムラ　ヴアグラ、愛おしき魂よブランドウラ」



　流麗なラテン語で唱える男の声は、まだ若く、鋭い張りがあった。

　黒い僧衣には胸に白い十字架と心臓が描かれ、長い肩掛けストラを両肩にゆったりと垂らしている。

　男の髪は朝の光を写し取ったような眩まばゆいブロンドだったが、襟足が伸び、ぼさぼさで、その下の目は黒縁メガネで隠されていた。

　三十前後のまだ若い神父だ。

　着ている服は、教皇庁から支給されたもので、足元に置いた銀色のアタッシュケースに入っているのは、儀式に使う道具が幾つか。

　教区から派遣されて来たものの、女性の容態は聞いていた以上に深刻で、彼は持ってきた聖水と塩、それに聖灰が足りるか少し不安を感じていた。

　男の祈りの声に目覚めたベッドの女性が、上半身を起こす。

　それをやさしい眼まな差ざしで見つめながら、神父が話しかけた。

「『神はあなたのために天使たちに命じて、あなたをしっかり守らせる』」

　すると、男が唱えた聖書の一節を聞いた直後、女性の表情が一変した。

　喉のどに何かが詰まったように、急に苦しげに咽むせ始めたかと思うと、ごぼっと奇怪な音を立てて、口から真っ赤な肉の塊を吐き出したのだ。

「うっ……、うう……、どうして…………」

　女性が涙を溢あふれさせながら、自分のおぞましい姿に怯おびえる。

　そこで突然、彼女はぐにゃりと顔を歪ゆがませ、不気味に嗤わらった。

　そして神父よりも低い男の声で嘲あざけった。

「ブラザー・フェノ。憐あわれな光の奴隷にして、無知なる聖せい痕こんある者よ」

　彼女が――いや、彼女の内にいる得体の知れないものが――言った。

　フェノ神父は銀の小瓶を取り出し、中に入っていた聖水を自分の周りに数滴撒まくと、ゆっくりと落ち着いた動作でそれを元の胸ポケットに収めた。

「話ができるとは思いませんでした。では、あなたの名を問いましょう」

　動じることなく、神父は女性の目をじっと見つめながら問いかける。

　内なるものが再び、笑みを浮かべた。

「ブラザー・フェノ。誰だれがおまえなどに心を開くものか。知っているのだぞ、ブラザー・フェノ。母にすら見捨てられた光のしもべ。おまえの最初の庇ひ護ご者しやは、なんと名づけた。なんと名づけたか、言ってみろ」

　莫ば迦かにしたように、にやにや笑いを向けられても、フェノ神父は何の反応も示さなかった。

　答えは端的に。いつでも、相手のペースではなく、自分のペースを保つこと。

　かつて師から教わった通りに祓はらうだけだ。

「名を名乗る気がないようですね。では、父と子と聖霊の名のもとに祈りましょう」

　分厚い聖書を開き、ラテン語の羅列に目を落とす。

　そんな神父に苛いら立だったように、女が唾つばのかたまりを、フェノ神父の顔に吐き捨てた。

「汚らわしいおまえなど、誰が真実、愛するものか」

　それでも、神父の態度は何ら変わらない。

「主よクライスト、憐れみたまえエレイソン」

　神父が呟つぶやくと、彼の頬ほおについた彼女の唾だ液えきが砂に変わって、さらさらと流れ落ちた。

　目の前の人ならざるものが、さらに悪態を吐つく。

「あの女が本当におまえを思って、名づけたと思うか、ブラザー・フェノ。いや、ミカエル。かわいそうなミカエル坊や」

「『求めなさい。さすれば与えられる。探しなさい。さすれば見つかる』」

「おまえの今の庇護者にして、おまえの父、おまえの敬愛する司教ですら、おまえを愛してなどいないというのに。教会のクソ共に利用されているおまえは愚かだ、ミカエル」

「『門をたたきなさい。さすれば開かれる。だれでも求める者は受け、探す者は見つけ、門をたたく者には開かれる』」

「大天使の名を戴いただくミカエル坊や。皮肉な名を付けたおまえの母は、どこでおまえを殺そうとした」

　そのとき、フェノ神父は聖書からまっすぐに目を上げ、彼女の内の悪魔を真しん摯しに見返した。

「『サタン、引き下がれ。あなたはわたしの邪魔をする者。神のことを思わず、人間のことを思っている』」

　ぐぐぐっと、ベッドの上で女性が顎あごを引いた。

「『だれかが一ミリオン行くように強いるなら、一緒に二ミリオン行きなさい。求める者には与えなさい。あなたから借りようとする者に、背を向けてはならない』」

　彼女は忌々しげに眼めだけを上げて、神父を睨にらみつけている。

　内にいるものは、飛びかかってでも神父に祈りを止やめさせたいだろうが、それはどうあっても適かなわなかった。

　なぜなら、女性のいるベッドの四方には塩が積まれ、その真上の天井には真っ黒なタールで十字が描かれていた。

　完かん璧ぺきな結界の内側で、それは誘惑者らしく口を動かすしかなかった。

「あそこは臭くさい下水のようだっただろう、ミカエル」

「『悔くい改めよ。天の国は近づいた』」

「おまえはあれをがぶがぶ飲んで、青白い顔で眼めを開けたろう。女の冷酷な手を覚えているだろう」

「『主の道を整え、その道をまっすぐにせよ』」

「顔はどうだ。あの女の顔を覚えているのか、ミカエル」

　その毒づいた声には、中傷以外に憎悪とそれ以上のあらゆる呪じゆ詛そが込められていた。

「非ひ道どい母親だ。あれは非道い。悪魔ですら、あの女の所業には、見事なものだと喝かつ采さいしたぞ」

　フェノ神父は、ぼさぼさ頭を聖書を持っていない方の手で少し掻かき上あげた。

　それから、度の入っていないメガネをそっと顔から抜き取る。

「誰だれもがぎょっとする光景だったな、ミカエル。おまえは、あの腐乱死体の入った浴槽に、何日閉じこめられていた。覚えているだろう、ミカエル坊や」

　悪魔が下げ卑ひた嘲ちよう笑しようを浴びせた直後、神父の薄く緑がかった眼がしっかりと開かれ、その鋭い眼光と共に冷徹な声が告げた。

「口を閉じクラウディ　オス、眼を開けよアペリ　オキユロス」

　牽けん制せいに押され、息が詰まったかのように、女性がぐうっと喉のどを鳴らす。

　だが、それしきのことで悪魔が押さえつけられることはない。

　苦しそうに眉まゆを寄せながらも言い募る。

「いいだろう、おまえの望むままに。ブラザー・フェノ。口を閉じて、この女に苦痛と無慈悲と悔かい恨こんすべき業カルマを与えてやるぞ」

　宿主を責せめ苛さいなむことを予告した悪魔を無視し、手のひら大の銀の十字架を取り出した神父が、女性のベッドにそれを置く。

「そうはならない。彼女は我々の友であり家族。それはすなわち、闇おまえとは同化することのない光。聖なるかな、聖なるかな。十字架は救いの案内者なりクルツクス　ドウクス　セルタ　サルテイス」

　その途端、女性はさらに大量の肉片をシーツに吐き出した。

「ぐ……がはっ…………」

　びちゃびちゃと血に塗まみれた何のものかわからない肉を吐き続ける。

「悪意ある敵から我々を解き放ちたまえアド　ホステ　マリグーノ　リベラ　ノス」

　閉じられた部屋にいるのは、神父と女性、そして彼女の内で執しつ拗ように留とどまろうとするものだけだ。

　だが、部屋にある唯一の戸が、ギギギギ、とほんの僅わずかだが開いた。

　大人よりも小柄なものが、隙すき間まからそっと中を覗のぞき込こむ。

　神父はそれに気づいたが、祈りを休めるわけにはいかなかった。

　今、中断すれば、女性の命にかかわる。

　陰惨な女性の姿を前に、神父はそれから十時間、一度も途絶えることなく祈り続けた。







　明るい陽ひが沈み、すっかりと日が暮れた頃ころ。

「至る所に残忍なる誘惑者の影、至る所に恐怖、そして死の腕かいなが囁ささやく」

　神父はまだ声の調子を弱めることなく、一心に祈っていた。

　女性は数時間前とは打って変わって、力なくベッドの上に横たわっている。

　内にいる悪魔が囁くように呟つぶやいた。

「ブラザー・フェノ。帰る前に、一つ聞かせてくれないか。おまえの幼おさな子ごはどこまで育った。おまえはおまえの守護する幼子が、本当は何なのか知らないのだろう。でなければ、おまえが育てるわけがない」

　今まで悪魔が何を言おうと、まるで反応しなかった神父だが、そこで聖書を読むスピードが少し速くなった。

　悪魔が苦く悶もんの中でも、それに気づき、可お笑かしげに口をにやっと左右に伸ばす。

「おまえが幼子を殺すか、おまえが幼子に殺されるか、どちらかしかないぞ。おまえは幼子を殺せるのか。覚悟しろ。覚悟しておけよ、ミカエル」

　しかし、それ以上の罵ば倒とうはならなかった。

　神父の声はそれまでになかったほど鋭利になり、女性の内側にいる誘惑者を祈りの刃やいばで突き刺した。

「されど主は叫びたりクラマバト　アウテム　クライスト。悪魔よアパージ、退けサターナ！」

　ベッドに倒れていた女性が、全身を引ひき攣つらせてのたうちまわる。

「ぐああああぁぁぁ…………」

　涙と涎よだれ、自分の吐いた血と肉にうずくまりながら、女性が絶叫する。

　神父はさらにトーンを上げながら、祈りを続けた。

「『その主とはヨセフの子。ヨセフはエリの子、エリはマタトの子、マタトはレビの子、レビ、メルキ、ヤナイ、ヨセフ、マタティア、アモス、ナウム、エスリ、ナガイ、マハト、マタティア、セメイン……………………メトシェラ、エノク、イエレド、マハラルエル、ケナン、エノシュ、セト、アダム。そして神に至る』」

　最後の言葉を聞いた女性の眼球が、ぐるりと一回転すると不気味な白目に変わった。

　そして超人的な力で、寝ている状態から棒が立つかのごとく、垂直に起き上がり、ベッドの上に仁王立ちになる。

　その貌かおは悪魔そのものになり、細く白い女の腕を操り、指先で神父をまっすぐに指した。

「用心しろ、ミカエルッ！　アンティクリストが目覚めるとき、おまえはもっとも大事なものを失うぞッッ!!」

　神父はそれを穏やかに微笑しながら、冷淡に無視した。

　そして、誘惑者に厳おごそかに引導を渡した。



「汝は私の偉大なる神なりトウ　ミヒ　マグヌス　クリストス」



　突っ立ったままの女の穴という穴から、硫黄の臭においと共に墨のように黒い煙が噴き出した。

　それは数十秒も口や耳、鼻や全身の毛穴から出し尽くされると、女性は万有引力の法則に従って、ばたりとベッドに倒れ伏した。

　さすがに疲れたのか、神父の肩が吐き出した息と共に上下する。

　数秒後、戸が開かれ、覗のぞいていた人物がとことこと室内に入って来た。

　まだ義務教育も途中の子供だ。

　好奇心の強そうな薄水色の大きな瞳ひとみに、やわらかな栗くり色いろの髪が天使の輪を乗っけて艶つやめいている。

　だが、愛らしいその少女が着ているのは、神父と同じ黒の僧そう衣いだった。

「終わったの？」

　訊たずねられ、神父は聖書を閉じながら頷うなずいた。

「ああ、そうだよ」

　少女はフェノ神父に近づくと、彼の汗ばんだ右手の先を、きゅっと握り締めた。

「じゃあ、早く帰ろう。お腹なか空すいちゃった」

　そうは言っているが、少女の口の横にはトマトソースがこびりついている。

　長時間、神父が仕事をしていた間に、このアパートの住人の誰だれかに食事をさせてもらったらしい。

　神父は苦笑いを浮かべながら、ポケットから白いハンカチを出して、彼女の口を拭ぬぐった。

「ああ、ぼくたちの家に帰ろう」

　そして外していた黒縁メガネを再びかける。

　すると、なぜか印象のぼやけたくたびれた男に神父は早変わりした。

　悪魔祓ばらいをしているときは、少しは見られるのだが、こうなるともう冴さえないただの三み十そ路じ男だ。

　少女と手を繋つないで、部屋を出て行くと、廊下で女性の夫が壁にもたれて頭を抱えていた。

　神父が彼に成功を告げると、飛び上がって神父に抱きついた後、転げるようにして室内に入って行く。

　神父と少女は顔を見合わせて、微笑ほほえみ合った。







「聖なるかな、聖なるかな。『わたしが来たのは地上に平和をもたらすためだと思ってはならない。平和でなく、剣をもたらすために来たのだ』」

　少女が唱えたのは、聖書の一節だ。

　夕刻、神父と少女は帰宅の途とについていた。

　駅まで十五分の徒歩。さらに、彼らの住まいまでは、そこから三時間の列車の旅だ。

「どこでその言葉を覚えたんだい、アディソン？」

　神父が訊たずねると、アディソンは窺うかがうように、ちらりと横目で彼を見上げて答えた。

「フェノ神父がお祓はらいをしてたとき」

「やっぱり、こっそり覗のぞいていたんだね」

「そう。でも、途中でやっぱり苦しくなっちゃった」

　アディソンが左胸を押さえる仕草をしたので、神父は眉まゆをひそめる。

「無理は禁物だよ、アディソン」

　そこで、アディソンは不思議そうに、フェノ神父を見上げた。

「ねぇ、フェノ神父」

「なんだい、アディソン？」

「……あの悪魔が言っていたこと、本当なんだよね？　ミカエルってフェノ神父のことでしょう。フェノ神父は、お母さんにバスルームで殺されそうになったの？」

　そのとき、アディソンのあどけない表情が、うっすらとした微笑に変わった。

「腐った死体の臭においって、どんなのだった？」

　訊ねる少女の顔が、ねっとりと、いやらしい笑みを形作る。

　まるで別の人格が乗り移ったかのようだ。

「アディソン！」

　怒鳴られ、アディソンは小さな肩をびくっと震わせ、目を瞬まばたかせた。

　フェノ神父の声は大きくはなかったが、子供を怯ひるませるほどには強かった。

　だが、神父がすぐに声音を和やわらげて答える。

「何も覚えていないんだ、アディソン。だから、それが本当かどうかなんて、誰だれにもわからないんだよ」

　目を逸そらし、もごもごと言い難にくそうに答えたフェノ神父の言葉を、アディソンは怪け訝げんな表情で聞いていた。

　わからないなんてことはない。なぜなら、アディソンも知っていた。

　フェノ神父は子供の頃ころ、確かに母親に浴槽に入れられ、閉じこめられたのだ。

　父親の死体と共に、二日半の間。

　だからといって、フェノ神父を汚らわしいなどとは思わなかった。



    

  
    
      



    

  
    
      

　フェノ神父だけが、まともな人間なのだ。

　アディソンを真正面から見据え、やさしく抱擁してくれる。

　神よりも誰だれよりも、フェノ神父こそが、彼女の庇ひ護ご者しやだ。

　アディソンはにっこり微笑ほほえむと、神父の祭さい服ふくを引っ張った。

「ねぇねぇ、ジェラート買って帰ろうよ」

「ダメです」

「一所懸命、働いたご褒美」

「働いたのは、ぼくだけです」

「意地悪ッ！　もさもさッ！　メガネザルッ！」

　思いつく限りの罵ば声せいを浴びせたアディソンに、神父がメガネの奥から、冷たい視線を送る。

「うっ」

「駄だ々だをこねても無駄です。アディソン、冷たいものばかり食べていたら、お腹なか壊しますよ」

「全然、平気なのに」

「ジェラートばっかり食べてたら、大きくなれませんよ」

　アディソンは、ぷうっと頬ほおを大きく膨らませると、腹立ち紛れにどしんどしんと夕暮れに染まった煉れん瓦が敷きの鋪ほ道どうを蹴けりつけるようにして、さっさと歩いて行ってしまった。

「アディソン、申し訳ありませんが、そっちの道ではありませんよ。こっちですよ、こっち」

　フェノ神父が右へ曲がって行ったアディソンに左の道を示すと、少女はキッと睨にらみ返かえしながらも、素直に進路を変え、先ほどよりは威勢の衰えた足音で元気に歩いて行った。







　イタリアに数ある大聖堂からすれば、小さな街のしがない教会の一つ。

　その古めかしい石造りの建物は、夜の闇やみに包まれて厳おごそかに沈黙していた。

　薄暗い廊下の中ほどにある司教室の扉が、軽く二度、叩たたかれる。

「入りなさい」

　中からの返答を待って、フェノ神父とアディソンが入って行くと、そう広くもない部屋に置かれた書棚の前に、白髪の神父が立っていた。

「ただいま戻りました。ハーヴェイ司教」

「戻ったよ、おじいちゃん」

　二人の声に振ふり返ったハーヴェイ司教が、手にしていた本を棚に戻して、近づいて来る。

「おかえりなさい、フェノ神父、アディソン。つつがなく終えましたか？」

　ハーヴェイ司教に訊たずねられ、フェノ神父はぼさぼさの髪を撫なで付つけつつ答えた。

「ええ、思ったよりも時間がかかりましたが」

「結構。時間がどれだけかかろうと、この仕事は結果がすべてですからね」

　にこやかに褒められ、フェノ神父も微笑を返す。

「アディソンは、どうでしたか？」

　次にハーヴェイ司教の視線を受けたアディソンは、打って変わって口を尖とがらせた。

「どうもないよ。つまんない。一緒に行っても、部屋には入れてくれないし。ジェラートも買ってくれないし」

　ぶつぶつと文句を垂れるアディソンを笑みで躱かわして、司教は自分のテーブルへ行くと弱った腰に気をつけながら、ゆっくりと座った。

「帰って来たばかりで、こんな用件は心苦しいのですが、二人に特別な依頼が来ています。教区外での悪魔祓ばらいの依頼です」

「珍しいですね、教区外でなんて」

　次の仕事と聞いて、フェノ神父もテーブルの前へと近づく。

「教皇庁からの直々ですし、断わりにくいものなので、できればお願いしたいのですが」

　歯切れの悪いハーヴェイ司教の言葉に、フェノ神父は頷うなずいた。

「大丈夫です、任せて下さい。ただ、教区外だと、アディソンをどうしましょう？」

　教区内の仕事には、いつもアディソンを連れて行くのだが、それ以外のときはこの教会に置いていくことが多かったので、今回もそうなのかと神父が訊ねると、司教は首を振った。

「いえ、彼女も連れて行ってください」

「……大丈夫でしょうか？」

　不安を拭ぬぐいされない神父に、司教が渋面で答える。

「それが、この依頼の条件の一つなのですよ」

　神父は、戸惑いに目を瞬まばたかせた。

「わざわざアディソンもだなんて、彼女に何をさせる気でしょう？」

　司教は、ただ首を横に振ふる。

「さて、わたしにもわかりません。教理省は預言者によって動いていますが、彼らのことでわたしたちが知り得ることは、ないに等しいのですからね。ただ、彼らがアディソンのことを預言したのは確かでしょう」

　次いで神父が他ほかの質問をする前に、司教は早口に先を告げた。

「明日にはここを発たってもらいたいのです」

　フェノ神父は諦あきらめたように、白い天井を見上げた。

「わかりました。それで、どこの街ですか？」

「日本へ」

　聞いた瞬間、神父の頭は混乱した。

「日本!?　アジアの……島国ですよね、確か……」

　当然、行ったことなどあるわけもなく、知識も乏しい。

　だが、ハーヴェイ司教はただ頷うなずいた。

「そうです。飛行機の手配はすでに外務局が済ませてくれています」

「やけに急ですね」

「ええ。わたしもそう教理省に言ったんだけどね。君とアディソンをご指名なんだよ。向こうで迎えが用意されてるそうだから、詳しいことはそこで教えてもらうことになっている」

　すでに決定事項なのだ。

　自分一人がどうこう言っても変わらないことを知り、フェノ神父は溜ため息いきが出そうになった。

　当然、司教の前で溜め息をつくなんて失礼はしないが…………。

「わかりました。明日、朝一番に空港へ向かいます」

「えっ!?　なになに？　フェノ神父どっか行くの？」

　二人の話にまったく入っていなかったアディソンは、部屋の隅に置かれた書類棚を開けて、中を引ひっ掻かき回まわしていたが、耳に洩もれ聞こえた言葉に興味を示して神父のところへ、とことこと寄って来た。

「アディソンも一緒ですよ」

「あたしも!?」

　狭い教会で一日中過ごすよりも、アディソンがお出かけ好きなのは、フェノ神父も知っている。

　だが、今回は遠い行ったこともない外国で、いつもの仕事とはまったく違うのだと思うと、神父の表情は暗く翳かげっていた。

　それに気づかず、アディソンは両手を挙げて喜んでいる。

「そうと決まったら、今日はもう二人ともお休みなさい。疲れたでしょう」

　ハーヴェイ司教が言うと、アディソンが反論した。

「え、まだ眠くないよ」

　だが、すでに時刻は午後十時だ。

　明日のことを考えて、フェノ神父も言った。

「アディソン、明日早いですし、子供はもう寝てもおかしくない時間ですよ」

「子供じゃないよ！　もう十一歳だもん」

「十一歳は子供ですよ。去年までおねしょだって――」

　そこで、ハッとフェノ神父の口が開いたまま固まった。

　ちろりと目だけ動かしてアディソンを見下ろす。

　彼女は頬ほおを真っ赤にして、あろうことかじわりと涙まで浮かべている。

「もさもさメガネのバカ！　そのこと言ったら、嫌いになるって言ったのにーッ!!」

　うっうっと嗚お咽えつ混じりに怒られて、フェノ神父は頭を下げた。

「す、すみません……つい……」

　さらに泣なき濡ぬれた目で、じとーっと見つめられ、無言の圧力に屈してしまう。

「し、仕方がありませんね。今日は特別、添い寝してあげますから」

「お話もしてくれる？」

「……わかりました」

「じゃあ、先にベッドに行ってるから、絶対約束だからね」

　まだショックを受けたまま、アディソンがとぼとぼと部屋を出て行く。

　その後ろ姿が扉の向こうに消えると、フェノ神父はハァ、と堪こらえ切れず溜ため息いきを洩もらした。

「フェノ神父、あまりアディソンに情を移してはいけませんよ」

　見ていた司教に忠告され、神父はテーブルに向き直った。

「わかっています。でもハーヴェイ司教、あの子は普通の子供ですよ」

　しかし、司教の言葉は神父の思っていたものとは違い、冷淡にすら感じるものだった。

「あなただけですよ、そんな風に言えるのは」

「…………」

　意味するところはわかっても、フェノ神父は同意はできなかった。

　誰だれが何と言おうと、アディソンは普通の少女だ。

「お先に失礼します。お休みなさい、ハーヴェイ司教」

　ほんの少しの憤りを、司教の返事を待たずに背を向けることで神父は表すと、少女同様、部屋を退出していった。

　残った司教は、一人静寂が押し寄せる部屋で呟つぶやく。

「いよいよアディソンが救われる時が来たようですね」

　たとえそれが、あの小さな少女にとって、過酷で残忍な結果をもたらすとしても、それが教会の意思である以上、司教に反対する権利も、またその義務もなかった。

　司教はアディソンが何であるかを、しっかりと認識していた。

　すべてはフェノ神父にかかっている。

　あの幼子を守るのか、それとも――――。

　どちらにせよ、司教にできることは何もなかった。

　彼はいつものように、ただ溜ため息いきと共に、この部屋に座るだけなのだ。

　訪れる結果が何であろうと。



    

  
    
      


第二章　猫と神父と殺虫剤



　時刻は健康的な高校生なら、すでに瞼まぶたも重い二十三時。

　なのに、なぜか茨いばら木き早風はやては東名高速道路の高架下で、美少女を横にして、虎とら模様の巨大な犬もどきの妖よう怪かいと対たい峙じしていた。

　本当にやるせない。

　ありえないし、誰だれかに夢だと言って欲しい。

　だが、そんな思いやり溢あふれる心やさしい人間が――人間以外でも――今この場所にいるわけがなく、早風にできたことは体長十メートルはあろう犬か毛のかたまりかそんなようなものを前に、自分より小柄な少女に何がしかの期待を寄せることだけだった。

　この高架下は、住宅街から離れた葦あしが生い茂る川と、セイタカアワダチソウがぼうぼうに生えまくった土手に挟まれた何もない場所だ。

　早風たちがいる場所の一帯だけ、草が綺き麗れいに消滅していたが、それは彼の横に憮ぶ然ぜんとした表情で突っ立っている自称“〝美少女妖怪”〟のこよりが、焔ほのおの力で焼き払ったためだった。

「信じらんなぁぁぁぁぁッッい!!」

　オーバーアクションで喚わめいたこよりが、両手を拳こぶしにして振ふり回す。

「今回は野っ原に落ちてる魂こん魄ぱくを回収するだけって、指令書にあったのにぃぃぃ」

「信じたくなくても、現に目の前にアイツがいるんだから、現実を見ようよ」

　なぜ自分がそんなことを言わなければならないのか、本当に釈然としないながらも、早風はやてがなだめる。

「人間なんかに言われたくない！」

「人間なんかって……どう見ても人間の方が苦労してるぞ」

　パートナーに貶けなすように言われて、早風が実感を込めて口にする。

　だが、それもいとも簡単に、こよりに反論される。

「大変じゃないわよ。人間には週に二日も休みがあって、車でどこでも行けちゃって、お盆だ正月だクリスマスだーって年中、お祭り騒ぎじゃない。最近は海外旅行も盛んだしさ。妖よう怪かいにもパスポート発行してみやがれっての」

「何気に事情通だよな……」

「テレビで言ってたよ？　正月のハワイは日本人だらけだって」

「テレビっ子め」

　早風の家にもっか居候中のこよりは、仕事のないときは日がな一日、テレビに張り付いているか、早風のバイト先のファミレス『パイレーツ』で盥たらい大のパフェを食べている。

　そのとき、彼らの前にいて、まるで存在を無視されていた妖怪、鐙あぶみ口くちが怒号の唸うなりを洩もらした。

　その名の通り、馬の鞍くらから吊つり下げる鐙から派生した妖怪だ。

　両手足は太い手綱でできていて、顔の鼻から口にかけて、古来から日本で使われていた舌の長い鐙がべろりと突き出している。虎とら模様の毛と僅わずかに飛び出した丸い黒光りする目。

　これでサイズが犬ぐらいなら、もしかしたら可愛かわいかったかもしれないが、人間の五倍も六倍もある体つきだと、ただ気味が悪いだけだ。

　鐙口は、人間と妖怪のでこぼこコンビが、いつまで経たってもこちらに注視しないので、いい加減苛いら立だって、ぎゃしぎゃし、と唸うなり声ごえを上げた。



「貴様ら、何をごちゃごちゃ言っておる！　無礼者め！　無礼者めらが！」



　しかし、一瞬ちらりと視線だけ鐙口に動かしたこよりは、長い黒髪をさらりと指で梳すきながら、また早風に愚痴た。

「それよりさぁ、もうちょっと食卓に色気が出せないの？」

　それを聞いた早風より先に、その足元にいたひょろ長い生き物がすっくと立ち上がると、口を開く。

「むっ。なかなか良いことを言うな、火か車しやの娘っ子」

　見かけはフェレットか胴長の猫のようだが、実は早風をある御お方かたから頼まれ守護しているという妖怪、窮きゆう奇きだ。

　窮奇とは、いわゆる鎌かま鼬いたちのことで、三兄弟で風を操り戦う妖怪。

　そのうちの一匹、ここにいる波は旬じゆんは三兄弟の三男坊だった。

　早風はやては、こよりと波旬よりは鐙あぶみ口くちを意識しながらも、努めて見ないようにして訊きき返した。

「食卓に色気って何だよ？」

　こよりと波旬の瞳ひとみがきらりと光る。彼らは同時に声高に言った。

「「に・く！」」

「肉？」

　早風もその単語が嫌いなわけではないが、肉で連想されるのが恐妹であるため、嫌な予感がよぎる。

「あたしは、そんなに肉食ってわけじゃないけど、むしろベジタリアンに近いし、アイスさえあれば生きていけると思うけど。それでも、やっぱり肉なわけよ、問題は」

「吾わが輩はいも肉よりは人間の血の方が好みだが、それでも実際、人を襲うのは主あるじより禁じられて久しい。その分は、牛肉などで補う必要があるのだ。それをそちの妹君は、まるで吾が輩たち窮きゆう奇きが意地汚い小動物か何かのように見ておる。からきし、わかっておらぬ」

　食卓の色気、イコール肉。

　早風もそれを聞いて、わからないわけではないと、うな垂れる。

「おれだって肉があれば嬉うれしいけど……」

　だが、その言葉は、やはり恐妹と深く繋つながっているのだ。

「その苦情はそよに言ってくれよ」

　妹そよの名を告げると、こよりと波旬の表情がさらに渋くなった。

　波旬はぐうと一鳴きすると、早風の足元で丸くなってしまった。

　そしてこよりはというと、肩を竦すくめてふてくされ顔だ。

「無理。あの子には何を言っても馬ば耳じ東とう風ふう。馬の耳に念仏。猫に小判」

「最後の意味違うんじゃないか？」

「とにかく！　『力が出ないよマヨおじさーん』って感じなの。わかるでしょ」

「それもなんか聞いたことあるフレーズだな」

　テレビっ子なのも、玉たまに瑕きずかもしれない。

　幼児が見る番組まで網羅するようになったら、妖よう怪かいとしてそれはどうなのか。

「ねぇ、あたしが一人でアイツ斃たおしたら、そよにもっと肉料理を出せって言ってよ」

「なんでだよ、やだよ。おれがそよに殺されるだろ」

「それぐらいいいじゃーん。死んでよー」

　とっても軽い口調だが、妖怪だ。

　絶対にこの「死んでよー」は本気だ。

　そうとわかって早風がぞっとしつつ、ぶんぶんと首を横に振ふる。

「断固、断わる」

「ちぇ。ケチ。ケチな男はモテないんだから！」

「死ぬか生きるかの瀬戸際でモテるかどうかなんか、どうでもいい」

　かなり心揺れる選択だが、それでもやはり命の方が大事だ。

　そんな早風はやてに、こよりはぶすったれた。

　だが、それ以上におかんむりになっているものがいた。

　二人と一匹に無視されたままの鐙あぶみ口くちだ。



「いつまでぐだぐだくだらんことをッ！　儂わしと戦やり合うんじゃないのかッ!!」



　べしべしと太縄の前足を地面に叩たたきつけ、怒り心頭といった様子だ。

　ついには、闘牛のように目をひん剥むいて、土つち埃ぼこりを上げて突進してきた。

「そろそろ真面目まじめにやりますか」

　こよりがレースの付いたシフォンの黒いミニスカートの中に手を突っ込む。

　黒のガーターベルトに付いた鞘さやから小刀を抜き取ると、数歩前に出て、目にも止まらぬ速さで素早く空中に印を刻む。

　それは空間そのものに亀き裂れつを作る小刀で、彼女ら妖よう怪かいの言う高次元である異い骸がいの園その、人間が言う黄よ泉み、あの世、または地獄へと繋つながる境界を開ける。

　直後、鐙口がその印に体当たりをして、逆に撥はね飛とばされた。

「よく見なさい、鐙口」

　凛りんとした声で告げるこよりの右胸が、赤く光っている。

　かと思うと、黒いブラウスのその部分だけが燃え上がり、円形の穴が空いた。

　鮮烈な炎色の文様が輝き、飛ばされた鐙口がのろのろと起き上がると、それを見て怯ひるんだように、ぎしっと呻うめいた。

「愚かなおまえにわかるように、懇切丁寧に言ってあげるわ」

　こよりが、ツンと顎あごを上げて、如い何かにも高飛車に言う。

「その魂こん魄ぱくを返しなさい。じゃないと、恐こわ～い冥めい閣かく府ふっていう異骸の園のお役所の決まりで、おまえを、ぷちっと、燃やしちゃうことになるんだからね」

　指先で「ぷちっと」虫でも挟むような仕草を見せたこよりに、さらに鐙口が、ぎぎぎぎと歯を噛かみ鳴らす。

「どうするの？　返すの？　返すんでしょ？　さぁ、早く返しなさい。いい子だから」

　だが、これが悪かった。

　こよりのいらぬ発言によって、鐙口はいたくプライドを傷つけられたように、べしべしと前足で地面を蹴けると、再び、こよりと早風に向かって突撃してきたのだ。

「もうッ！　本当にお莫ば迦かなんだからッ!!」

　こよりが空中に描いた闇やみの図形に手を重ねる。

「審しん判ぱん庁ちよう、十三代目収しゆう用よう指し南なん番ばん、百ひやく八はち役やく、こより！　妖よう鳥ちよう召しよう喚かん！」

　図形の線という線から光が発せられ、それを察して早風が顔を背ける。

　一度、この光をまともに見て、しばらく目が痛んで仕方がなかったのだ。

　こよりは腕を図形の中に突っ込むと、その高次元の空間から、思っていたものを引ひっ掴つかみ、それがこちらの次元へ現れることができるよう契約の言葉を口にした。

「入にゆう内ない雀すずめ、招しよう聘へい！」

　図形からどんな化け物が引き出されるのかと、薄目を開けて見ていた早風はやては、こよりの手が小さな雀一羽を引っ張り出すのを見て、愕がく然ぜんとした。

「そ、そんなもので、アイツを斃たおせるのか？」

　思わず聞いてしまった早風に、こよりがにやりと笑みを返す。

「いいから黙って見てなさいって」

　以前に目にした召しよう喚かん妖よう怪かいは、どれも印を通り抜けた瞬間、巨大化したのだが、今回の妖怪は、どう見てもただの雀なのだ。

　不安にならない方がおかしい。

　そんな早風の懸念を無視して、こよりは鷲わし掴づかんでいた雀を、手のひらから解き放つ。

「汝なんじの名は入内雀、暗夜を貫く流星の嚆こう矢し」

　こよりに名を告げられた雀が、呼びかけ通り矢のような速度で夜空に向かって駆け昇る。

　瞬まばたきの間に、一羽が十羽に、十羽が百羽に、そして次の瞬間には数え切れないほど

に分裂して、今度は滑降に転じると、鐙あぶみ口くちの方へ弾丸のように一斉に飛びかかった。

「ぐぁぁぁッッ……」



    

  
    
      



    

  
    
      

　数百の嘴くちばしに穿うがたれ、もがく巨体が見る間に雀すずめに覆おおわれていく。

　ただ激痛に悶もだえ苦しむ絶叫だけが、その中から轟とどろくばかりだ。

「さぁ、そろそろクライマックスよ。準備はいい？　早風はやて！」

　早風はあまり気乗りしなかったが、それでもこれはやっぱり夢ではないし、やることをやらなければこよりに蹴けり倒たおされるか、火か車しや執しつ行こう隊たいの上司である悪の総督、もとい火車の威い降おりに嬲なぶり殺されるかなのだ。

　両腕をだらりと垂らして、一度身体からだをリセットする。

　全身の力を抜き、頭をできるだけカラにして、ゆっくりと拍かしわ手でを一つ、パンと小気味良い音で鳴らす。

　瞬時に早風の周囲に風が巻き起こり、空気が清浄化され、呼吸が楽になった。

　足元にいた窮きゆう奇きの波は旬じゆんが後足で立ち上がり、先陣を切る。

「前回、吾わが輩はいの教えた通りにやればよい。まず、魂こん魄ぱくに寄り集まってきている諸もろ々もろの穢けがれを祓はらい、風ふう伯はく八はつ神しんの一を清浄な場へとお呼びするのだ」

「はい」

　早風にとって、波旬は唯一の指導者でもある。

　パートナーのこよりといえども、早風とは力の方向性が違うため、戦い方を教えたりはできないからだ。

「ちょっとぉ、もたもたしてたら、乗り遅れるわよ」

　なかなか助勢が来ないことに苛いら立だったこよりが言う。

　だが、波旬は決して焦ったりはせず、早風を見上げて促した。

「では、心鎮めて、一の印を結ぶのだ」

　早風がそれに従う。

「唱えよ」

　波旬の指示を受けて、早風は両手を組み、まっすぐに前方の鐙あぶみ口くちとそれに纏まとわりつく入にゆう内ない雀すずめの群れを見つめながら、厳おごそかに告げた。

「風伯八神ノ一ニシテ、末ノ三さぶ郎ろうト名ヅケラレシ。是こレ鬼人ナルベクシテ、イト高キ風ノ者ナリ」

　次の印へと両指を交差させる。

「呼バルレバ三郎ハ来きたルベシ」

　その直後、早風の背後から立つはずのない風が吹き上がった。

　振ふり返らなくとも、そこに現れたものを感じることができる。

　気配はあまりに大きいが、まるで森のように静かで、荒々しさとは無縁だ。

　その背後にいるものが、右肩にそっと触れたように早風は感じた。

　少し離れた隣りから、こよりが早風から鐙口へと視線を移し、声高に命じる。

　同時に、早風も背後の人ならざる者に乞こう。



「焔ほのおと孵かえれ、雛ひな鳥どりたちよ」

「あなたの風をお貸し下さい」



　すると、鐙あぶみ口くちを取り囲んで襲っていた入にゆう内ない雀すずめたち一羽一羽が、小さな火へと姿を変えた。

　それらはあっという間に、鐙口の全身を一つの焔となって覆おおい尽くす。

「ぎしゃああああぁぁぁ!!」

　中央にいる鐙口が絶叫する。

　だが、その姿はもはや真紅の焔の中で、誰だれからも見ることはできない。

　苦痛に呻うめく声だけが、燃え盛る焔の中から洩もれ聴こえてくる。

　そこへ早風はやての背後から湧わき上あがった風が、鐙口へと向かっていき、強風となって焔を煽あおった。

　焔と化した入内雀たちがそれによって、何倍もの大きさに膨れ上がる。

「ぎ……ぎし……ぎし……」

　鐙口の張り上げていた声は次第に小さく途切れていき、数分後には完全に聴こえなくなってしまった。

　こよりは、鐙口の最期を知ると、すぐに入内雀たちを呼び戻した。

「さあ、戻って。早く、早く。そんなヤツの焼肉なんて喰たべちゃダメ」

　呼び出したときと同じように、異い骸がいの園そのの出入口となっている闇やみの印に追い立てる。

　最後の一羽が印へ入ると、こよりは振ふり返って早風に言った。

「もうちょっと早く呼べない？　こっちが待機してる時間、長すぎよ」

「そんなこと言ったって……」

　早風としても、精一杯やっているのだ。

　それを助けるように波は旬じゆんが付け足した。

「そこは精進すべく修行する他ほかありませぬな」

　まだ早風とこよりはパートナーとなって日が浅い。

　特に早風は、やっと自分で風の神様を一人喚よび出せるようになったところだ。

　今回、うまくいっただけでもよかった方だろう。

　だが、これですべて終了したわけではなかった。

「じゃ、早風。頼んだわよ」

「ささ、早風殿」

　こよりと波旬が促しているのは、魂こん魄ぱくの回収だ。

　実のところ、早風の本当の仕事はこの部分だけと言ってもいい。

　輸送と回収を請け負う冥めい閣かく府ふの火か車しや執しつ行こう隊たいで、こよりは魂魄を捕まえる作業がどうにも苦手で、今までも一人でやってきたのだが成功率が低く、上司の威い降おりに命じられ、今は渋々、人間の早風と組んでいるのだ。

　早風はポケットから赤い巾きん着ちやく袋ぶくろを取り出した。

　こよりから手渡されたこの回収袋に、魂こん魄ぱくを入れるのだ。

　燃もえ滓かすとなった鐙あぶみ口くちに、おそるおそる近づいて行く。

「なぁ、これ本当に死んでる？」

　振ふり返って訊たずねると、こよりは両手を頭の後ろで組んで「死んでる死んでるぅ」と軽い口調で答えた。

　なんとも信頼できない返答だ。

　だが、魂魄は早く回収しないと、自分で飛び跳ねて逃げてしまうので、早風はやても覚悟を決めて近づく。

　鐙口の完全に燃えた元は毛だったのだろう灰の下に、青白い光が見えた。

「これか」

　早風がそっと手で灰を除のけると、球体のてっぺんが顕あらわになった。

　手で掴つかもうとする。

　その途端、魂魄はひゅっと飛び上がって、早風の手をすり抜けた。

「お、おいッ！」

　慌てて身体からだを起こして、捕まえようと手を伸ばすが、魂魄はぽーんと一度地面で跳ね返ると、川の方へと飛んでいく。

「うわ、待て待て!!」

　追いかける早風に気付いたこよりが、目を吊つり上あげて叫んだ。

「ちょっとぉッ!!　何やってんのよ!!　逃がしたら殺すわよ！」

　怒鳴りながら、こよりも早風を追って走り出す。

「んなこと言っても……」

　こよりを追って、とりあえず波は旬じゆんも走り出した。

　魂魄を追って、全員があわあわと駆け回る。

　青白い球体の魂魄は、二人と一匹をからかうように、川の手前ですっと向きを変えると、今度は土手の方へと跳ねて行く。

　早風の頭の上を飛び越え、こよりとの間で一度、大きく跳ねると、こよりの上も飛び越えていく。

　方向転換した早風は、今度はこよりを追う形になった。

　波旬は疲れたのか、その場で立ち止まってしまっている。

「もうっ！　これじゃあ一人でやってたときと変わらないじゃない」

　落ちてきた魂魄を、こよりは全身を伸ばして掴もうとする。

　だが、数センチの差で、魂魄は手前で再び大きくバウンドした。

　このままでは本当にいつまでかかるかわからない。

　早風はぐっと足に力を込め、体育の授業中でもこれほど全力で走ったことなどないといった形相で、両手で空気を押おし退のけ、こよりに追いついた。

　さらに一歩、二歩と大おお股またで地面を蹴けりつける。

　青白い魂こん魄ぱくは、ちょうど早風はやてから見て、こよりの頭の上を上昇しているところだった。そのときの早風には、前を走るこよりは、ちょうど良いただの踏み台にしか見えなかった。

　三歩目で跳躍し、四歩目でこよりの背中に乗っかる。

　腕を目一杯伸ばすと、握っていた赤い巾きん着ちやく袋ぶくろがふわりと口を開いた。

　クロールで水を掻かくように、手前に下ろしていくと、魂魄は自然に袋の中へすうっと入った。

「やったッッ!!」

　と叫んだと同時に、足場がぐにゃりとくずおれる。

　早風は身構えることもできず、赤い巾着を手に全身を伸ばし切った状態で、地面に倒れた。

「ううっ、痛ぇ」

　それでも、やけにやわらかい地面になんとか手をつき、身体からだを起こす。

　と、地面が「ふっふふふっ」と震動した。

「は？　なんだ？」

　見下ろした早風の表情が、瞬時に凍りつく。

「ど、ど、ど、どこを触ってんのよぉぉぉ!!」

　わなわなと唇を怒りに震わせるこよりの上に、早風は見事に乗りかかっていた。

　さらに、反射でぎゅっと掴つかんだ手のひらの中には、こよりのささやかな胸の感触がくんにゃりと……。

「きゃうっ」

　子犬のような鳴き声が聴こえて、互いに思わず見つめ合う。

「……へ、変な声出た…………」

　こよりの表情が、怒りから半泣きに。

「いや、これは、その、ち、違うッッ！」

　慌てる早風の下で、こよりが泣き出しそうな顔で、ぐっと拳こぶしを握り締める。

　そこで早風は、まだ掴んでいた胸から、パッと手を離したものの、時すでに遅し。

「こンの、破は廉れん恥ち男――！」

　速度マックスで、横っ面をひっぱたかれ、早風は見事に後ろへ仰あお向むきに転がった。

　ぜえぜえと息も荒く、身体を起こしたこよりが頬ほおを赤くして怒鳴りつける。

「お、女の敵ッ！　抹殺！」

　一応、殴る前に拳を開いたのか、早風の頬には手形がばっちりだが、痛いことこの上ない。

「責任取りなさいよ、このスケベ！」

　憤っているこよりに、早風が頬を押さえて、恐る恐る訊きき返す。

「せ、責任って……もしかして、結婚……とか？」

　そこで、こよりの顔はさらに、茹ゆで上あがったように真っ赤になった。

「ば、バッカじゃないの！　誰だれが、結婚なんて言ったのよ！　ありえない！　イヤ！　ホント最低！」

　何もそこまで言わなくても、と思うのだが、早風はやてはただ神妙にうな垂れた。

「だって、今、責任取れって」

「そういう意味じゃない！」

　そして、自分の身体からだを見下ろし、こよりは汚れた服をぱたぱたと手で払った。

「しかも、あたしを足あし蹴げにするなんて……人間風情があぁぁ！」

　こよりの鼻と額には、泥がべったりついている。なんとも可愛かわいらしく間が抜けた顔だが、本人が気づいていないのが、幸いだ。もし知っていたら、殴られるぐらいじゃ済まないだろう。

「し、仕方ないだろ。魂こん魄ぱくの回収が最優先じゃないのかよ」

　力無く言い返した早風に、こよりは問答無用とばかりに飛びかかった。

「赦ゆるさんッ！」

　馬乗りになって、早風の両りよう頬ほおをぎゅうぎゅうと引っ張る。

「痛いッ！　やめろ、こよりッ！」

「このあたしを踏み台に使うなんて、五十億年早いのよ！　この莫ば迦か早風！　間抜け早風！」

　散々貶けなされて、頬が真っ赤になるまで抓つねられる。

　魂魄を回収したのに、こんな目に遭うなんて、やっぱりこの夢はできるだけ早く覚めて欲しい。

　早風が反抗する力もなく、こよりのやりたい放題の餌え食じきになって数分。

　ようやく気が治まったこよりが、まだ早風の腹に乗っかったまま言った。

「鐙あぶみ口くちの弱点を述べよ」

「は？」

　突然すぎて、早風がきょとんとすると、こよりは口の端を上げてにっと笑った。

「答えられたら、赦してあげる」

　できればいますぐ赦して欲しい。

　早風は、さっきまで戦っていた巨体の鐙口を思い返しながら答えた。

「ええっと、……短気？」

「正解ぱふぱふ～」

　ぱふぱふ～と言いながら、こよりはまだ両足の間に敷いている早風の胸を軽く叩たたいた。

　いい加減下りて欲しいのだが、乗っていることすら忘れているのかもしれない。

　案の定、こよりは人差し指を自分の頬に当てて、思い出しながら言った。

「妖よう怪かいの中には、それほど頭が良くないのもいるのよね。こいつはいわゆる器物妖怪――物がある長い時を経て、意識を宿らせたものをいうんだけど――そういう妖怪は、人語はわかっても所しよ詮せんは低位の妖怪だから、戦闘は比較的、楽なの」

「はぁ」

　説明は聞くべきだが、早風はやてとしては生温かい太ふと腿ももの感触が気になる。

「注意すべきなのは、四つの要素から生まれた妖よう怪かいよ。あたしみたいに、焔ほのおから生まれた妖怪や、水、土、それに風ね」

「そ、そう」

　頷うなずく早風が何やらおかしいと気づいて、こよりが見下ろしてくる。

「早風、顔が赤いわよ」

　そこで、こよりはようやく自分の状態にハッとなって、顔を赤らめ、すっくと立ち上がった。

「こ、こ、これは……人間なんか妖怪の足元にも及ばないということを具体的に体現したまでよ！」

　さっぱりわからないことを言いながら、飛び退すさるように早風から距離を置く。

　だが、早風はようやく身体からだを起こすことができて、心底ほっとした。

「ほら、回収した魂こん魄ぱく」

　巾きん着ちやく袋ぶくろをこよりに差し出すと、彼女はそろそろ近づいてきて、さっとそれを受け取った。

「ま、まかせといて。これは冥めい閣かく府ふにちゃんと渡すから」

　言いながら、自分のスカートのポケットにぐいぐい押し込める。

　走り疲れて座り込んでいた波は旬じゆんも、二人に近寄って来ると早風の足元で立ち止まって言った。

「これで今日のところは一件落着だな。先に帰らせていただくとしよう」

「ああ、ご苦労様、波旬」

　早風に「うむ」と深く頷くと、波旬は足早に草の生い茂る土手の方へと消えて行った。



　早風とこよりは連れ立って、高架下から街の方へと歩き出す。

　日付も変わってしまったこの時間、薄暗いこの辺りを歩く人影はまったくなく、虫の鳴き声ぐらいで静かなものだ。

　土手を上がり、川沿いに続く鋪ほ道どうを横切ると、住宅街へと入って行く。

　ところどころに立っている街灯で、やけに影が分裂して見える。

　早風が自分の影から視線を動かして、前方の地面を見たとき、それはちょうど二人の十メートルほど手前を歩いていた。

「ん？　猫？」

　真っ黒な猫が、長い尾をぴんと立てて、静穏な住宅街を悠々と通り過ぎて行く。

　早風の声に気づいて、こよりも目を向けた。

「あ！」

　猫を見るなり、こよりが口を開けて叫んだ。

「追ってぇぇッ！」

　びっくりした早風はやてが、立ち止まる。

「何!?　いきなり何だよ」

「あの猫、魂こん魄ぱく咥くわえてた！」

　早風がこよりの言葉の意味を理解する前に、彼女は先に走り出していた。

「ちょっ、ええっ!?　なんで猫が？」

　当然、早風もこよりを追って走り出す。

　猫は二人の前の道をまっすぐに横切って行った。

　二人もそれを追って、角を曲がる。

「お魚くわえたなんたらー♪　とかいう歌があったな」

　早風が猫を追いかける定番の歌を思い出し言うと、こよりがふっと笑った。

「日曜日夕方六時半の番組ね」

「テレビっ子め」

　妖よう怪かいのくせに、さらっと時間帯が出てくる辺り、どう考えてもおかしい。

　だが、こよりは当然とばかりに答える。

「人間の世界で唯一の娯楽でしょ。テレビは」

「そんな狭い世界じゃありません、人間の世界は」

　二人がくだらない言い争いをしている間にも、黒猫は次の角を曲がるところだった。

「見て、早風。あの猫、尾が二つに分かれてる」

　こよりの指摘に、早風も目を瞬まばたかせた。

　確かに、角を曲がるときに立っていた尾は、途中から二つに分裂していた。

「ええっと、じゃあ、あの猫は妖怪なのか？」

　こよりの横を走りながら訊たずねる。

「あれは猫ねこ又またよ。猫又は人に憑ついて、人と共存する妖怪なの。この世界にはよくいる妖怪よ。でも、そんなことより――」

「魂魄、だろ」

　ハァハァと荒い呼吸で話しづらそうになってきたこよりの後を継いで早風が言うと、彼女は「ええ」と頷うなずいた。

　二人揃そろって、猫又の行った角を曲がる。

　だが、黒猫はちょうど一軒の家の塀を乗り越えて、垣根の中に飛び込んだところだった。

　長い二つの尾が、すうっと葉の間に消える。

「あそこだ。あの家に入って行ったぞ」

　早風が指差すと、こよりが猛然と走って行き、その塀に向かってジャンプした。

「おい、こより！」

「さっさと来るのよ、早風！」

　他人の家の塀に立ち上がって言われて、早風は慌てて辺りを見回した。

　こんなところを誰だれかに見られたら、不審者以外の何者でもない。

「行くわよ、早風はやて」

「い、行くって……待てよ、こより。表口から入った方が……」

　逡しゆん巡じゆんしている早風を置いて、こよりはさっさと塀の向こうの垣根へ飛び込んでしまった。

「きゃあっ！」

　その直後、こよりの悲鳴が上がった。

「こ、こよりッ!?」

「この葉っぱ、ヒイラギだわ！　トゲトゲよ！　痛いはやて」

「だから言ったのに」

　なんとか早風も塀の上によじ登ると、垣根の中でもがいているこよりを見つける。

「ほら、こっちだ」

　呆あきれつつも手を差し伸べると、こよりとばっちり目と目が合った。

　その途端、こよりが顔を赤らめた。

「ん？　なんだよ、早く掴つかめよ」

「わ、わかってるわよ！　命令しないでよね！　チカン男！」

　さっき胸を掴んだことを思い出して、早風も思わず、動揺する。

　掴んだこよりの手が思った以上に、小さくやわらかかったせいもあるが、互いに視線を逸そらしつつ、懸命に引っ張って、再び塀の上に引っ張り上げた。

「もうちょっとちゃんと見てから、飛び込めよな」

　照れ臭くささに顔も合わさず早風が言うと、こよりもぷいっとそっぽを向いて言い返す。

「うるさいッ！　人間のくせに。妖よう怪かいに説教するな！」

　ひんひんと悲壮な泣き声を上げながら、擦りむいた腕を舐なめている。

　仕草だけなら、猫と変わらない。

「玄関の方から回ってみようよ。この家で飼われてる猫かもしれないし」

　早風の意見に、こよりはふてくされた態度で、小さく呟つぶやいた。

「鐙あぶみ口くちと戦ってすぐだから、ちょっと調子が悪かっただけなのよ」

「はいはい」

　先に早風が塀から下り、次いでこよりに両手を差し伸べる。

　いつもなら「一人で下りれるわよ」と偉そうに言うこよりも、本当に擦り傷が痛かったのか、この時ばかりは素直に早風の腕の中に飛び込んできた。

「うう、痛い……痛い……」

　とまだぶつぶつ言っている。

「帰ったら、消毒してやるよ」

　早風が宥なだめるように言うと、こよりは「んっ」とかすかに頷うなずいた。

　いつもこれぐらい素直で可愛かわいいといいのに、と早風が思ったのは当然、内緒だ。







　壁づたいに玄関口へと回った二人は、そこが立派な洋館であることに門の前まで来て、ようやく気づいた。

　さすがにこれは、勝手に入るわけにはいかないだろう。

　早風はやてが逡しゆん巡じゆんしているのにも気づかず、こよりは門を開けようと、がちゃがちゃ揺らしている。

「な、なぁ……やっぱりやめとかない？　この家、絶対セキュリティシステム入ってるよ」

　警察ざたにだけはなりたくない。

　だが、こよりの方は先ほどのしおれ具合も何のその、今は擦り傷のせいでがぜん燃えていた。

「いいえ！　あたしは諦あきらめないわよ！　あのニャンコ、とっ捕まえてやる。このあたしの玉のお肌に傷なんてつけたのよ！」

　あれはこよりが勝手にやったことなので、逆恨みもいいとこだが、早風は黙っておいた。

「ん？　見て、早風」

　門扉の裏側に手を突っ込んで、鍵かぎを勝手に開けると、こよりはすたすたと中に入っていき、まだ道路に立ち尽くしている早風に何かを指差した。

「なんだ？　虫？」

　そこからでも、こよりが指差すものが薄ぼんやりと見えて、早風は目を眇すがめて訊きき返す。

　玄関から門までの長いアプローチの地面から、何か白いものが生えてゆらゆら揺れているのだ。

　目を凝らすと、それは地面からミミズか蛇でも突っ立ったかのように見えた。

　こよりは何十匹もいるそれらの一番近くのやつに近づく。

「虫は虫でも、蟲むしね」

　言いながら、こよりは無情に足で踏みつける。

　蟲は地面に吸い込まれるように消えてしまった。

「意味わかんないんだけど？」

「妖よう虫ちゆうよ。大したやつらじゃないけど、人間には害になる。早風は気をつけた方がいいかもね。憑つかれたら厄介よ」

　こより自身には、何の影響もないらしい。

　早風はうんざりしたように頭を振ふった。

「なぁ、やっぱり帰ろうよ。ここは威い降おりに報告だけしてさ」

　こよりは歩いていき、次の蟲を踏んづけている。

「ダメよ！　『ここで待ってる？』って優しく言ってあげたいけど、魂こん魄ぱくの回収は早風の仕事でしょう。猫ねこ又またを見つけたら、あたしが魂魄取り返すから、早風がまた回収袋に入れるのよ」

　蟲を次々と踏みつけながら、玄関へと進んで行くこよりに反論できるはずもなく、早風はおそるおそる門の中へ入った。

「わかったよ、でもとりあえず、その気味悪い蟲むしはできるだけ消しといてくれない？」

　窺うかがうように言うと、こよりはちらりと早風はやてを振ふり返り、それからあっさり承諾した。

「いいわよ」

　言って、玄関までの通路を作っておいてくれる。

　――珍しいこともあるもんだな。

　早風がして欲しいと思ったことを、こよりが素直にするなんてことは滅めつ多たにない。

　――もしかして、さっき垣根の中から助けたからか？

　――それとも、この蟲がおれに危害を加えないためとか。

　――まさかな……。

　どちらにしろ、早風にとっては蟲がいなければそれでいいのだ。

　足のない蟲がにょきにょきふらふらしているのは、見ているだけでも気味が悪い。

　玄関に先に辿たどり着ついたこよりが扉の前で、早風を待っている。

　両りよう脇わきの蟲が寄ってくるかもしれないという恐怖で、早風は小走りにこよりの許もとまで駆け寄った。

「それにしても……多いわね」

　玄関の取手を掴つかもうとしたこよりが、そこにも足あし長なが蜘ぐ蛛もに似た複数の眼めが突き出た奇妙な蟲がついているのを見て眉まゆを寄せる。

「ああ、こんなに集まってるのは、おれも初めて見た」

　よく見ると、洋館の至るところに蟲が這はい回まわっている。

　脇の庭には、細長い立っている蟲以外にも、奇形の爬は虫ちゆう類るいのようなものが何十匹も寄り集まって何かをしきりに喰たべていた。

　それが何か見てしまった早風は、さらに気分が悪くなって目を背けた。

　爬虫類もどきたちは、落ちた小鳥の腹に我先にと齧かじり付ついているところだった。

　直感を通り越して、絶対にここから早く立ち去った方がいいと思うのだが、こよりは臆おくすることなく取手の蟲を払はらい除のけ、扉をがちゃりと開いた。

「開いてるわ」

　鍵かぎがかかっておらず、こよりが扉を開いていく。

「あ、空家かな？」

「その可能性もなくはないわね」

　中は薄暗く、埃ほこり臭くさいような黴かび臭くさいような嫌な臭においがした。

　こよりに続いて、早風も仕方なく入っていく。

　玄関を入ると、長い廊下がまっすぐに伸びていた。

「なんか、息苦しい……」

　一歩進むごとに、喉のどがひりひりする。

　早風が顔をしかめると、こよりが振り向いた。

「早風はやてには特にそうかもね」

　こよりの顔付きも今までとは違い、引き締まっている。

「これ、かなり濃い妖よう気きだわ。清浄な空気が力の源になっている早風には、堪たえ難がたいはずよ。外で待ってる？」

　早風は頭かぶりを振ふった。

「いやだ。一緒に行く」

　外で待つ、ということは、あの蟲むしどもの中で一人待っているということだ。

　それだけは絶対に嫌だった。

　それぐらいなら息苦しくても、こよりと共にいる方がマシだ。

　薄暗い玄関から続く廊下を行くと、床の至るところに芋いも虫むしが這はい回まわっていた。

「うっ……気持ち悪わりぃ」

「我慢して」

　ぴしゃりとこよりに言われても、気持ち悪いことに変わりはない。

　それを踏まないように、そろそろ歩く早風と、無む頓とん着ちやくに踏んで行くこよりは、前方の明かりに同時に気づいた。

「誰だれかいるのかな？」

　早風の問いに、こよりがにやりと笑う。

「さて、鬼が出るか蛇じやが出るか」

「……蛇でお願いします」

「もう、早風ったら、ここはどう考えても鬼でしょう」

「だから……蛇でお願いします」

「弱腰なんだから」

　鬼と蛇を比較したら、誰でも蛇の方がいいと答えるはずだ。

　早風はそう思ったが、妖よう怪かい相手にそんなことを言っても、通じないらしい。

　突き当たりはどうやらリビングのようだった。

　天井に小ぶりのシャンデリアが付いていて、晧こう々こうと明かりが灯ともっている。

　こよりと共にその部屋に入った早風は、三人掛けのソファに座っている一人の男と、その脇わきに立っている女を目にした。

「人間？」

　早風が呟つぶやくと、こよりが付け足す。

「と、妖怪ね」

　早風には、ぱっと見ではわからなかったが、どうやら男が人間で、女は妖怪らしい。

　男は二十代前半といったところだろうか。やわらかそうな茶色のくせっ毛に、印象的な切れ長の黒光りする瞳ひとみ。口元は僅わずかに笑みを湛たたえている。

　女の方はというと、男よりも少し年とし嵩かさらしく、身体からだにぴったりとしたタイトなワンピースに、巻いて上げたたっぷりの黒髪から、後おくれ毛が数本垂れている。それが真っ赤な唇の両りよう脇わきで、彼女が首を傾かしげると艶なまめかしく揺れた。

「ようこそ、いらっしゃいました」

　男が言って、ソファから立ち上がると、部屋の入り口で立ち尽くしているこよりに手を差し伸べた。

　握手を求めているらしい。

　だが、こよりは無反応だ。

　勝手に家に上がりこんだ不審者に対し、あまりにも好意的だ。

　こよりが握手を返さないでいると、男は今度は早風はやてを見た。

「そちらの方は、ぼくと同じで人間ですね。ようこそ」

　言って、また手を差し伸べる。今度は、男の方から積極的に早風の手を掴つかんできた。

　男が人間だと、こよりも言っていたので、早風は怪け訝げんな表情のままその手を握り返した。

　男の手は早風のよりも、ずっと冷たかった。

「気分が悪そうですね。大丈夫ですか？　ここの空気も慣れるまでが大変ですが、慣れてしまえばどうってことはありませんよ」

　男が言い終わる前に、こよりが横から早風の手首をバシッと音がするほど強く叩たたいた。そして、二人の手を強引に離させる。

「ここに猫ねこ又またが来たでしょう。魂こん魄ぱくを咥くわえてたはずよ。返して」

　こよりに険しい目で睨にらまれても、男はただ苦笑を浮かべながら、女を振ふり返った。

「君、猫又なんて見た？」

「いいえ」

　女がうっとりするほどの微笑を浮かべて答える。声までも官能的で色気がある。

　二人の男女の表情から、それが嘘うそか真実かはわからない。

　早風はこよりが、魂魄を感知する能力があることを思い出し、訊たずねた。

「魂魄の気配を感じる？」

「ええ。でも……この妖よう気きで、感覚がおかしくなってるみたい。この部屋にあるような気もするけど、わからない」

　こよりはさっきから、魂魄の反応を探していたようだ。

　眉まゆを寄せ、辺りに目を向けている。

　そのとき、



「ぎゃあああぁぁぁぁッッ!!」



　耳をつんざくような悲鳴が部屋の外から上がった。

「何ッ!?」

　思わず早風はびくっと身震いした。

　声のした方角にこよりと共に目を向ける。

　廊下の先、玄関の方だ。

「今の……なんだ？」

　早風はやての疑問に答えたのは、こよりではなく男だった。

「玄関の方ですね。今日は色々と客人が多い日のようだ」

　そこでまた廊下の先から叫喚が響き渡る。



「ぎゃああああぁぁぁ」

「ひぎっ」

「ぐおおぉぉぉ」



　早風は思わず、ごくんと喉のどを上下させた。

「こ、こより……」

「うん。何か……来る……」

　こよりが早風を背にするように前に出た。

　廊下から悲鳴が徐々に、この部屋に向かって近づいて来る。

「わたしが見てきましょう」

　赤い唇の女が、早風とこよりを追い抜いて、悠然と廊下へ出て行った。

　しかし、その直後、聴こえてきたのはその女の悲鳴だ。

「ぎぃあああぁぁぁぁッッ」

　開いた戸の向こうに目を凝らしていた二人の前に、よろよろと後ずさる女が見えた。

　そしてゆっくりとこちら側へ顔を向ける。

　その女の額から唇にかけて、右みぎ頬ほおから左頬にかけて、黒い十字が無残な焼印となって浮かんでいる。

「あ……ああ……」

　女は仰あお向むけに倒れた。

　その脇わきに、黒い革靴が颯さつ爽そうと現れる。

　早風とこよりが息をするのも忘れて見ていると、足音と共に長い黒マントの男が現れた。

　金色の髪に高い鼻び梁りよう、日本人ではない容よう貌ぼう。右手に本を一冊開いて持っている。

　そのぼさぼさの髪の下にある鋭い目が、早風を素通りしてこよりを捉とらえた。



「我は汝をあらゆる罪から解放するアブソルヴオ　テ　アド　オムニブス　ペツカテイス」



　男が聞き慣れない外国語で唱えた直後、こよりの髪が吹き上げられて逆立ち、全身が引っ張られたように硬直した。

「きゃああぁぁぁッッ!!」

　目を剥むき、頭上を仰いで、こよりは激痛に絶叫した。

「こよりッ!?」

　驚いた早風はやてが、こよりを呼ぶが、男はさらにたたみ掛ける。



「悪魔が居らざるところダエモン　ウビ　デーリト、そこへ主は己の御使を送らんイビ　セルヴム　ミテイレ　クアエリト」



「うあ……あ、あぁぁ……」

　こよりの目から涙が零こぼれ出し、口からは涎よだれが一筋、流れ落ちる。

　目を見開いたまま、何も見ていない表情で天井を仰いでいる。

「こよりッッ!!」

　早風がこよりの肩を掴つかんで振ふり向かせると、彼女はようやく頭上を見上げるのをやめ、顎あごをくたりと落として、早風にもたれかかった。

「お、おいッ！」

　気を失ったこよりを抱きかかえて、早風が再び前方の男を見る。

　胸に白い十字架、そして心臓が描かれた黒服。手にしている本のタイトルは『Bible』だ。

　その胸ポケットから、男が小瓶を取り出す。

　男の声は鋭利な刃物のように、こよりに向かって放たれた。



「この水の滴は岩をも穿つアクアエ　グツタエ　サクサ　エクサカヴアント」



    

  
    
      



    

  
    
      

　そして小瓶の中のものをこよりに振ふりかける。

　早風はやてはとっさに、こよりを床に置くと、その液体の前に飛び出した。

　びしゃっと頭から、その冷たい水を被かぶる。

　だが、それは早風には何の効果ももたらさなかった。

「何をしている」

　男が低く冷ややかな声で言った。

「退どきなさい、少年。それは禍まが々まがしい、そこにいてはいけないものだ」

　早風は濡ぬれた髪を掻かき上あげ、聖水をぽとぽとと垂れ流しながら見返した。

「これは違う」

　早風の言葉に、男が僅わずかに目を細めた。

「こよりは、おれのパートナーだ。禍々しくなんかない。こよりは悪魔じゃないよ、神父さん」

　言い返されて、フェノ神父はさらに顔を歪ゆがめた。

「少年、それは明らかに魔の者デーモンだ。わたしが神父だとわかっているなら、邪魔立てするのはやめなさい」

「いやだね」

　早風がこよりの前に立たち塞ふさがって、がんとして退く気がないことを意思表示すると、神父は苦々しい顔つきになった。

「悪魔に魅入られたのか」

「そうじゃない」

　強い口調で答える早風に、フェノ神父は聖書を片手で操り、目的のページを開いた。

「そうじゃないかどうかは、これでわかる」

　そして、その一節を読み上げた。

「『主はお答えになった。人はパンだけで生きるものではない。神の口から出る一つ一つの言葉で生きる』」

「くっ……はや……て……」

　早風の背後で、気絶していたこよりが強引に目覚めさせられ、再び苦しげに喘あえぐ。

「クソッ！」

　早風はなすすべもなく、こよりの前にしゃがみ込んだ。

　まだフェノ神父の祈き祷とうは続いている。

「聞け、悪魔よ。すべて古き詩はかくも神聖なりアデオ　サンクトウム　エスト　ヴエトウス　オムネ　ポエマ」

　完全にこよりをここから祓はらうまで、神父は祈祷を続けるつもりだ。

　早風は濡れて冷たくなった前髪をぐいと押し上げ、どうにかしないとと懸命に考えた。

　妖よう怪かいを退しりぞけるための方法なら、窮きゆう奇きの波は旬じゆんに少しは習っている。

　だが、これはまったく別だ。

　相手は聖職者なのだ。

　そのとき、早風はやては自分を守るための防御の呪じゆ文もんをつい二日前、波は旬じゆんに教えてもらったことを思い出した。

　妖よう魔まから自分を守るための呪文だが、相手はまったく根源の違う力を使う人間だ。

　もしかしたらだが効くかもしれない。

　――やってみるだけやってみよう。

　こよりは胸を押さえて、うずくまっている。

　パン、と早風が両りよう肘ひじを上げ、拍かしわ手でを一つ打った。

　空気の流れがそこから、ふわりと早風の周りを清浄にする。

　それを感じたフェノ神父の表情に、困惑が浮かんだ。

　目の前の少年の周りに、真白い光が噴出したように見えたのだ。

　そして、早風が両手の親指と薬指を重ね合わせ、印を組むと神父に向かってまっすぐに唱えた。

「天あめの御み陰かげ、日の御陰。内はほらほら、外とはすぶすぶ。内はほらほら、外はすぶすぶ」

　背後でこよりが苦しげに、だが、途切れ途切れに笑った。

「ふふっ、変な呪文」

　振ふり返らず、早風が顔をしかめる。

「仕方ないだろ、簡単なのしか、習ってないんだ」

　とはいえ、これでもれっきとした祓はらえ言葉だ。

　神社で祀まつられている八や百お万よろずの神々は、その神によって様々な性格、性質を持つ。

　中には魔の性質を強く持っていて、相手を呪のろったり鬼と呼ばれるようなものまで、祀ることによって人間の味方にしているぐらいだ。

　西洋が生み出した一神教では善と悪は完全に分かれているが、早風が使う力ではその隔たりはかなり薄い。

　魔をも己の内の一部であり、相あい容いれるものとして考えることが求められるのだ。

「天あめの御み陰かげ、日の御陰。内はほらほら、外とはすぶすぶ。内はほらほら、外はすぶすぶ」

　だが、それはやはり聖職者である神父自身には、何の効果ももたらさなかった。

　神父は激しい口調で退魔を続ける。



「悪魔の代言人よアドヴオカトウス　デイアボリ、静かに去れアビ　イン　パセ！」



「うあぁぁ、うう……」

　苦しむこよりを後ろに、早風は懸命に唱えた。

「天あめの御み陰かげ、日の御陰。内はほらほら、外とはすぶすぶ。内はほらほら、外はすぶすぶ」

　清浄な空気の帳とばりが、早風を覆おおい尽くす。

　フェノ神父は、その紛まがうことない光が渦となって、早風を取り巻いているのを見た。

「どういうことだ？」

　神父の呟つぶやきは、答えが得られる前に、別のものに掻かき消けされた。

「いっ……いっ……いたぁぁぁぁぁい。あああぁぁぁん」

　部屋の外、廊下から子供の泣き声が響き渡った。

　早風はやても神父の後ろ、開いたままの戸口に、一人の女の子がうずくまっているのに気づく。

「こ、子供？」

　驚いて目を瞬まばたかせた早風とは違い、こよりは愕がく然ぜんとした表情になった。

「……あの……子は……」

　こよりの目に、その子供は恐るべきものに見えていた。

「こよりっ？」

　振ふり返った早風に、こよりは床に倒れたまま視線を決して少女から離さず、頭だけを振った。

「逃げて、早風……」

「えっ!?」

　見たことのない怯おびえた顔で叫ぶこよりに、早風もただ立ち尽くす。

「アディソンッ!!」

　神父が戸口に駆け寄ると、女の子をすっくと抱き上げた。

「痛いよ、痛いよ、わあぁぁぁん」

　アディソンと呼ばれた少女は、大粒の涙をぼろぼろ零こぼして、細い両腕で身体からだを抱き締めるようにして丸くなり、泣きじゃくっている。

「アディソン、どうしたんです？」

「痛いよぉぉ」

　腕に抱き上げられても、アディソンはぎゅっと目をつぶって、真っ赤な頬ほおで叫んでいる。

「あれは……なんて大きい……」

「こより？」

　驚嘆しているこよりを、早風は近寄り、そっと起こした。　

「逃げ……ない……と」

　こよりも身体を動かそうとするものの、意志に反して、全身が悲鳴を上げる。

　自分で立ち上がるのは無理そうだ。

「あっ……うう……」

「こより、無理するな」

　早風が背中に手を回し、なんとか抱き上げる。

「ちょ、ちょっと……何やってんのよ！」

　こよりが腕の中で暴れると、早風はよろよろと後ずさった。

「暴れるなよ！　落っことしてもいいのか」

「ダメに決まってんでしょ！　落としたりしたら、許さないわよ」

　だったら、じっとしていて欲しい。

　そのとき、神父が黙ってこちらを見ていることに、早風はやては気づいた。

　疑惑ありげな目をしている。

　だが、もう祈き祷とうを続けるつもりはないのか、女の子を抱いたままだ。

　早風の視線の先で、少女はまだひっくひっくとしゃくり上げている。

「神父さん、その子、人間じゃないの？」

　早風が訊たずねると、フェノ神父は答えた。

「いえ……人間ですよ」

「でも、おれの祓ふう魔ま術じゆつが効いてるみたいだ」

　神父が訊きき返した。

「祓魔術？　やはり君は術者なのか？」

「違う。いや、そうなのかな」

　早風としても、自分の位置を測りかねているのだ。

「おれは、神主の息子だよ」

　伝えると、神父は合点がいったように、僅わずかに微笑した。

「なるほど。神道系か。道理で」

　床に落とした聖書を拾い上げ、ゆっくりと告げてくる。

「ここは一時休戦とさせていただきたい。わたしの本来の目的は、君たちじゃないんです。どうやら、本星には逃げられたようだ」

　早風もそう言われて、ようやく気がついた。

　そういえば、さっきまで部屋にいた青年が消えている。

　しかも、廊下に倒れていたはずの赤い唇の女もだ。

「別に構わないよ。元から神父さんと戦う気もないし」

　早風が休戦の申し出を受けると、神父はちらりとこよりに目を向け、一瞬苦々しい顔をしたが、女の子を腕に抱いたまま、部屋を出て行った。

　だが、廊下に出たところで、神父は振ふり返って言った。　

「どうか一つだけ、忠告させてください。それは魔の者だ。君がどういうつもりで側そばに置いているのか知りませんが、決して心を許してはいけませんよ。たとえ神に仕えるものでも、魅了されることは多々あります」

　言うだけ言って、神父は廊下の奥へ立ち去って行った。　

「側に置いてやってんのは、こっちの方だっての」

　早風の腕の中で、こよりがぐったりしながらも、青白い顔で呟つぶやいた。







　早風とこよりが、神父を相手にひと悶もん着ちやく起こしている間に、先客だった青年と女性は悠々と洋館の外へ出ていた。

　洋館を囲む高い煉れん瓦が塀沿いに停とめてあるのは、黒塗りの高級車だ。

　その脇わきに、十五、六歳の少女が突っ立っていた。

「こんなところにいたんですね。さあ、帰りましょう」

　青年が声をかけると、少女がにっと笑い返す。

「運がよかったわね。あの火か車しやと人間のコンビはどうってことないでしょうけど、神父の方は厄介そうだったもの」

　青年の背後にいた女性が、妖よう艶えんに笑った。

「今回の仕事はちゃんとやり遂げたのよ。あの方も、満足してくださるはず。面倒なことをわざわざ引き起こして、あの方の意に沿わないことをする必要はないわ」

　女性が腕を上げ、手に持っていたものを見せると、少女は面白くなさそうに顔を背けた。

　彼女の手の中で、青白い魂こん魄ぱくが輝いている。

　少女は苛いら立だちも顕あらわに、さっさと車の扉を開くと、後部座席に乗り込んだ。

　続いて、青年が運転席に。

　手にしていた魂魄を、女性は大切そうに襟ぐりの開いた胸の谷間にそっと潜りこませると、内側から青年に扉を開いてもらい、助手席に乗った。

　キーを廻まわし、エンジンをかけながら、青年が言う。

「二人とも、仲良くしないと、いけませんよ。兄さんは家族の不和を好みませんからね」

　少女より先に、女性がふふっと笑って答えた。

「大丈夫よ。わたしたち、仲良しだものね」

　少女が後部席から、女性を睨にらみつける。

「あたしは、ただ猫が苦手なだけよ」

　少女は言って、それから走り出した車の中で気づいたことを青年に話した。

「そういえば、さっきの人間と火車のコンビ、片方をどこかで見たことがあると思ったの」

　興味を引かれて、青年がミラー越しに視線を向ける。

「わざわざ戦闘スタイルでガチンコ勝負しかけなくても、あのコンビになら簡単に近づけるわ。今度の魂魄奪だつ取しゆ、あたしにやらせてくれない？」

　青年は思案するように押し黙り、それから確認のため、訊たずねた。

「われわれ『数字の子』にとって、この仕事は必ずやり遂げなければならないことです。君だけに任せるわけにはいきません。どうしてもというのなら、彼女と共に行動すると約束できますか？」

　彼女、という言葉を、隣りに座った女性を見ながら言った青年に、少女は盛大に顔をしかめた。

　だが、反論することはしない。

　血の繋つながりがあろうとなかろうと、少女もまた彼らの家族なのだから。

　兄に逆らうことなど、できるはずもなかった。

「わかった。そいつと一緒にやるわ。あのコンビから、魂こん魄ぱくを奪ってやる」

　この憤りを、相手に向けることに決めて、少女は薄笑いを湛たたえる。

　車はＥＴＣを滑り抜け、東名高速を彼らの家へと向け、走り出していた。







　貧血に近い状態のこよりを背負って、早風はやてはよろよろと帰宅の途とについた。

　すでに深夜二時を過ぎて、住宅街の路地を抜けて行く二人と、すれ違う人もいない。

　神社の裏手にある家まで、長い坂をなんとか登り切った頃ころには、早風の額にはうっすら汗が浮かんでいた。

　もうすぐ夏休みだ。

　それ自体は嬉うれしいが、どうせバイトで潰つぶれてしまうだろう。

　しかも、今年の夏はどうやら、この背負っている妖よう怪かいとの魂魄探しに引きずりまわされ、ろくなことがないような気もする。

「やっと着いた……」

　どんよりとした声で言いながら、早風が背中からこよりを下ろそうとする。

　だが、こよりは眠ってしまったのか、びくとも動かない。

「おい、こより？　家に着いたぞ」

　背中のこよりに再三、声をかけるが、返事がないのだ。

　しかも、なんだか触れている背中が、ひんやりと冷たい。

「どうかしたのか、こより？」

　そのとき、突然、家の玄関戸がガラリと開いた。

　と、早風に何かが飛びついてくる。

「出た！　出たのよ！　アイツが!!」

　早風の胸にひしと抱きついて、そよが叫んだ。

　玄関から、そよに続いて、ゆっくりとまんまるな体格の猫のような獣が出て来る。

　いつもそよに付き添っている窮きゆう奇きの波は紋もんだ。

　早風の側そばにいる窮奇の波は旬じゆんは三男坊で、波紋は次男坊だ。

　波紋は、早風の足元まで来ると立ち止まり、口をぐにぐにと動かして言った。

「早風殿、アレが出たのであります」

　そよを胸に引っ付けたまま、早風がぴんときて「ああ」と頷うなずいた。

　案の定、玄関から大量の白い煙がもくもくと湧わいて出てくる。

　同時に、鼻がもげそうなほどの薬品臭が漂ってきた。

「うっ、臭くさい！」

　これには、さすがに早風も鼻を指でつまんだ。

　堪たえ難がたいのか、波紋は「では、吾わが輩はいは暫しばし失礼つかまつる」と言うだけ言って、そそくさと闇やみ夜よに消えて行く。

「おまえなぁ、夜はやめとけって言っただろ」

　心底呆あきれながら、早風はやてが言う。

　疲れて帰ってきて、家に入れないのは、さすがに意気消沈ものだ。

　だが、早風としては、それほど驚くことでもない。

　神社を取り囲む雑木林の裏にある自宅には、隣り近所に家もないので、深夜関係なく、そよはよく殺虫剤を使用する。

　以前に、すっかり心地の良い夢の中だった早風は、そよがトイレに起きてうっかり見つけてしまった蜘く蛛ものせいで、危うく中毒死するところだった。

　兄を起こすよりも先に、蜘蛛で頭がいっぱいになってしまったそよが、殺虫剤を焚たいて家から飛び出したせいだ。

　――あの時を思えば、帰宅したら家に入れないぐらい、なんてことないよな。

　すでに寝ていたのか、パジャマ姿のそよは、早風に抱きついたまま、よほど恐こわかったのか、がちがちに身体からだが強こわ張ばって、うーうーと呻うめいている。

　なぜ蜘蛛ごときがそんなに恐いのか、早風にはわからないが、そよは蜘蛛を一匹でも発見してしまうと、目の色が変わったように狂乱し、排除するまで呼吸もままならないといった様相を呈するのだ。

　だが、そんなそよは、強張った顔を上げた途端、目をぱちくりと瞬まばたかせた。

「ちょっと、はーちゃん、その後ろのおんぶおばけみたいのは、何なのよ！」

「おんぶおばけ……」

　当たらずとも遠からず、だろうか。

　早風はまだ眠っているらしいこよりを背に、仕方なさそうにうな垂れた。

「ちょっといろいろあって、疲れたみたいでさ。歩けないようだから、背負ってきたんだ」

　むぅっ、とそよが口を尖とがらせる。

「背負ってきたって、何よ！　ちょっと、こより、はーちゃんの背中から降りなさいよ！」

　早風の背後に回って、そよがこよりを引ひき摺ずり下おろそうと引っ張る。

　あまりの勢いに、早風はこよりごと引っ張られて、よろめいた。

「や、やめろ、そよ」

　だが、そよがやめるわけもない。

「はーちゃんから降りろ――」

　ぐいぐい引かれて、こよりが背中からずり落ちていく。

「やめろって、そよ！」

　そして、ついに腕で抱えていたこよりの足がすっぽ抜け、背中から地面に転がり落ちた。

　こよりが猛然と怒って、兄妹きようだい揃そろって殴られると思った早風は、振ふり返って眉まゆを寄せた。

「あれ？　こより？　ちょっと、演技やめてよね。ちょっと……」

　倒れたこよりの横で、そよがしゃがんで、しきりに揺すぶっている。

　こよりの顔は蒼そう白はくで、いつもは薔ば薇らのように赤い唇が紫色に変色している。

「どうしよう、はーちゃん」

「どうしようったって」

　見上げてきたそよに、早風はやても困惑して、立ち尽くしたままだ。

「と、とにかく家の中に……は無理か。社しや務む所しよに運ぼう」

「うん」

　早風がこよりを抱き上げると、煙の充満している家の前から、境内の脇わきにある社務所に、二人は急いで、こよりを連れて行った。





　お守りなどを売っている社務所の奥は、八畳ほどの座敷になっている。

　そこにようやく、こよりを下ろすと、早風はそっと頬ほおに触れた。

「冷たっ！」

　指先が痺しびれそうなほど、体温が低い。

「なんで、こんなに冷たいんだ？」

　同じように触れたそよも、あまりの冷たさにすぐに指を離す。

　そこで、「あっ！」とそよが声を上げた。

「なんだよ」

「波は旬じゆんを呼んで、訊きいてみたらどう？」

「そうだな、頼む」

　そよが慌てて社務所から出て行くと、神社の境内で波旬を呼ぶ声が響いた。

　その間も、こよりはぐったりと目を閉じたままだ。

　社務所に駆け込んできたそよの足元を、波旬がするりと追い越して座敷に上がってきた。

「これは……相当、痛手を負いましたな」

「痛手？」

「妖よう怪かいは人間と違って、体力を奪われると、特殊な状態になります。火か車しやの場合、体を構成する元素の多くが火ですから、元々高かった熱が徐々に奪われることになり、こうして凍こごえてしまうんですぞ」

　波旬は、こよりの胸に両足をついて乗り上がり、ふんふんと鼻を動かしながら言った。

「このままだとどうなるんだ？」

　早風が不安になって訊たずねると、波旬は人間のように小さな頭を俯うつむかせた。

「……このままでは、凍え死にます。妖怪なので、人間と違って、消滅ということになりますな」

「「消滅!?」」

　早風とそよが同時に叫ぶ。

「人間は熱が高いと死ぬでしょう。火車の場合、その逆だと思えばいいかもしれませぬな」

「ど、どうすればいいんだ」

　このままでは、こよりが消滅すると聞いて、早風はやては頭がパニックになり、うろうろと座敷を歩き回り始めた。

「本人が自力で回復できるまで、なんとかして体温を上げる以外、手はありませぬな」

　波は旬じゆんが言うと、即座にそよが外に飛び出した。

「はーちゃん、一緒に来て！」

　真剣な顔で言われ、早風がわたわたと靴を履く。

「ど、どこに行くんだよ」

「家！　布団とストーブがいるわ！」

　言いながら、そよはすでに家の方へすっ飛んで行く。

　早風も半分履いただけの靴を爪つま先さきに引っ掛けて、急いで後を追いかけて行った。





　白煙がいまだ充満している家の中から、なんとか布団一式を早風が担いでくると、先に社しや務む所しよに戻っていたそよが、電気ポットを使って湯たんぽを用意していた。

「はーちゃん、お布団をそこに敷いたら、次はストーブよ」

「はい」

　素直にうなずき、そよの言う通り、部屋の真ん中に布団を敷いて、また家へと駆け戻って行く。

　こういう時、てきぱきと動く妹にはまるで敵かなわない。

　往復して、早風が電気ストーブを持ってくると、そよがこよりの服を脱がせているところだった。

　元から着ていた黒いゴシック調のワンピースから下着姿にさせてしまおうというのだ。

「お、おい……」

　ストーブを畳の上に置きながら、早風が目のやり場に困って、おどおどしながら言う。

「何も着替えまでさせなくても」

　見てはいけないと思うのだが、目の端にこよりの半裸が映ってしまう。

　だが、そよは目くじらを立てて、脱がしたこよりのワンピースを放ほうり投なげてきた。

「何言ってんのよ！　こんなびらびらの服着たままで、寝れるわけないでしょう」

　反射的に受け取った早風も、その生地を見て、納得した。

　確かに、この派手なワンピースでは、布団の中でごわごわしてしまうだろう。

　だが、顔を上げて見てしまったこよりは、上下とも白い下着しかつけていない状態だ。

「ううう……」

　さらに目を泳がせていると、そよがそんな早風を怒鳴りつけた。

「ちょっと、はーちゃん！　照れてないで、早く湯たんぽ入れて！」

　用意してあった湯たんぽを足元と身体からだの左右に入れるよう指示され、のろのろと早風が動く。

　まず、足元に一つを。きちんと足の裏に当たるよう、布団をめくって確認する。

　が！　そこにはさらなる困難が。

　布団をめくると、どうしたって、こよりの生肌を見てしまうことになるのだ。

　――ご、拷問だ…………。

　見てはいけないと思っても、目に映るものまでは、どうしようもない。

「はーちゃん、さっきから挙動不審すぎるわよ。パートナーが死にそうなときに、何を考えてるのよ」

　鋭い眼めでそよに睨にらまれ、さらに縮こまる。

「べ、別に何も考えてません」

　剣けん呑のんな表情を向けられながらも、慌てて湯たんぽを布団に突っ込む。

「さ、こんなもんかな」

　そよがストーブをつけると、一気に部屋の中が暑くなってきた。

　真夏にストーブだ。当然のごとく、早風はやての額から、どっと汗が滲にじみ出でてくる。

「サウナみたいだな」

　腕で汗を擦こすりながら早風が言うと、そよはすたすたと戸口の方へ行き、靴を履き始めた。

「おい、そよ、どこに行くんだよ」

　振ふり返ったそよの顔には、冷ややかな笑みが浮かんでいる。



    

  
    
      



    

  
    
      

「ここにいるぐらいなら、境内で寝た方がまし」

「だ、ダメだって、そんなの危ないだろ」

　慌てて早風はやてが引き止めようとする。

「冗談よ。とはいえ、ここにいたら、あたしが死にそうだから、今日は波は紋もんとお社やしろで寝るわ」

「えっ!?」

「じゃ、はーちゃん、がんばってね！」

　無情な一言を放って、戸を開くと、あっさり出て行く。

「おいっ、そよ！」

　がらがらと戸が閉められ、残された早風はぽとりと畳に汗を落とした。

　こよりのために色々準備してくれたとは思えない無情さだ。

　――おれだけ、この炎天下の車の中みたいな場所で一晩過ごすのか。

　――生きて朝日を拝めるかな……。

　ふふっと暗い笑みまで漏もれてしまう。

　そのとき、こよりの布団の脇わきから、にゅっと白い腕が一本突き出した。

　隣りに座って、自分自身を嘲ちよう笑しようしていた早風の服を引ひっ掴つかむ。

　と、すごい力で、早風は布団の中に引きずり込まれていた。

「えっ!?」

　冷却剤のような冷たいものが身体からだに巻きついてくる。

「な、な、何っ？」

　やわらかいし、冷たくて気持ちいいのだが、ちょっと冷たすぎる。

　暗い布団の中で目を凝らした早風はやては、半裸のこよりにひしと抱きつかれていることに気づいて、思わず叫び声を上げた。

「波は旬じゆん、見てるんなら、助けろ！」

　さっきから部屋の隅で、ちょこんと丸くなっていた波旬がいるはずなのだ。

　その波旬は、人間があくせくしている間、暑さがまったく応こたえないのか、部屋の隅で寝ると決めたらしく、いい気なものでうつらうつらしているところだった。

　だが、早風に呼ばれて胡う乱ろんげに頭を上げ、状況を見ると、にたりと笑った。

「いやはや、それが一番、手っ取り早いかもしれませぬぞ」

　他ひ人と事ごとだと思って、また丸くなって寝る体勢に戻ってしまう。

「何言ってるんだ！　助けろ!!」

　布団の中で叫ぶものの、氷のように冷え切ったこよりにぎゅうぎゅうと抱きつかれて、強引に引ひき剥はがすわけにもいかず、早風は人間湯たんぽとして、こよりの抱だき枕まくら決定となってしまったのだった。





「んう？」

　空が白んで、朝も近くなってきた頃ころ、こよりはようやく目を覚ました。

　多少、頭ががんがんするような気もするが、理由を思い出すより先に、布団の中に妙なものがあることに気づく。

「あれ、なんだろ、これ」

　微睡まどろむのにちょうど良い温度のものが、足の間に挟まっている。

　もぞもぞと布団に潜り込み、よくよく見てみる。

「早風はやてッ!?」

　思わず大声を上げてしまい、すぐに手で口を塞ふさぐ。

　どうやら相手は熟睡しているらしい。

　こんな状態で起きられると、困る。

　というのも、なぜか下着しか纏まとっていないからだ。

　早風は、気持ちよさそうに寝息を立てて眠っている。

　それも、こよりの足の間で、太ふと腿ももを枕まくらにして。

「な、何がどうなって、これは……何!?」

　当惑していると、部屋の隅から声がかかった。

「気づかれましたかな？」

　布団から出て、こよりは波は旬じゆんと顔を合わせた。

「波旬！　なんで早風が、あたしと一緒に寝てるのよ！」

「そう怒らずとも。むしろ、感謝すべきですぞ。早風殿は無論のこと、そよ殿まで、そちのために走り回って看病してくださったんですからな」

「看病……？」

　言われてみると、昨夜の記憶がすっぽり抜けている。

「そっか、あたしあの神父に……」

　洋館のことを思い出したこよりは、改めて布団をめくると、早風が寝息を立てているのをじっと見つめた。

　焔ほのおの力を根源とする火か車しやは、ダメージを受けると身体からだが冷え切って、動けなくなってしまう。

　自助努力で回復するには、時間がかかり、時には数週間を要することもあるのだ。

　それが一晩で回復したとなると、早風とそよが懸命に温めてくれたのだろう。

　部屋に置かれたストーブと、布団の中に転がっている三つの湯たんぽがそれを物語っていた。

　汗ばんだ額に前髪を張り付かせたまま、早風はこんこんと眠っている。

「人間もたまには役に立つのね」

　口を尖とがらせ、怒ったように言うと、こよりはツンと指先で早風の頬ほおを突いた。

　早風が眉まゆを寄せ、ううんと唸うなるが、目を覚ますことなく身体を横にして、こよりに背を向ける。

　こよりは無意識の内に、微笑ほほえんでいた。

　頼りない人間だと思っていたが、それほどでもないのかもしれない。

「……りがと……」

　こよりはほんの少し頬ほおを赤くして、誰だれにも聴こえないほどの小さな声で呟つぶやいた。



    

  
    
      


第三章　幽霊屋敷の噂うわさ



　学校だけが安息の地だ。

　心底そう思いつつ、机にだらりと突っ伏して居眠りをしていた早風はやては、いつの間にか授業が終わって休憩時間になっていたことに、肩を揺すぶられてようやく気づいた。

「茨いばら木きくん、起きて」

　なんとも温かみのあるふんわりした声が、耳をくすぐる。

　あの優しさとは無縁と言っても過言ではない、こよりとそよとは大違いだ。

　こんな風に毎日、優しく起こしてくれるなら、早風も文句はないのだが、今日なんて一緒に寝るなんて変態よ、となじられたのだ。

　のろのろと頭を上げた早風は、クラス委員長の宇う佐さ美み優ゆう子こが心配そうに自分を見下ろしているのを、まだ眠そうな顔で見返した。

「宇佐美、おはよう」

「おはよう？」

　訊きき返しながら、優子がくすっと笑う。

「もう四限目よ」

　優子は手に化学の教科書とペンケースを持っていた。

「次、移動教室だから起こしたんだけど……」

　早風はやてはぼんやりとまだ寝ぼけた頭で考えた。

　どうやら次は四限目で、化学らしい。

　気づくと、教室のざわめきがいつもの半分ほどになっている。

　すでにクラスメートの大半は移動したのだろう。

「起こしてくれてサンキュ」

　言いながら、早風は机の中から教科書とノートを取り出した。

　優ゆう子こは一緒に行ってくれるつもりなのか、待っていてくれる。

「やさしいな、宇う佐さ美み」

　用意をして立ち上がりながら言うと、優子はぽわっと顔を赤らめた。

「そ、そんなことないよ」

　照れた優子が、そそくさと先に廊下の方へ歩き出す。

　後ろから付いて行く早風の目には、窓から入る強い陽ひ射ざしで、彼女のやわらかそうな髪が光の束のように輝いて見えた。

　半はん袖そでの制服から出た白い腕が、眩まぶしいほどだ。

　廊下へ出て並んだ早風に、隣りから優子が話しかける。

「今日は特に眠そうだね。昨日、眠れなかったの？」

　早風が苦笑いで答える。



    

  
    
      



    

  
    
      

「いや、それがさ」

　深夜に妹のそよが蜘く蛛もを見つけて、家中に殺虫効果のある燻くん煙えん剤ざいを使ったことを話すと、優ゆう子こは目を丸くした。

「ええ!?　それで、妹さんと社しや務む所しよで寝たの？」

「そうなんだ。参ったよ、蜘蛛ぐらいでさ。笑っちゃうだろ」

　本当は、そよはお社やしろで、早風はやてはこよりと社務所で寝るはめになったのだが、まぁ同じようなものだろう。

　しばし優子は驚いた顔をしていたが、少ししてから、ううんと首を振ふった。

「わたし、わかるかも」

「えッ？」

「わたしももし黒いのが出たら、夜中でもそれぐらいしたくなるかも」

　むうっとしかめっつらになって言う優子に、早風が訊きき返す。

「黒いのって……？」

「黒い……アレ……」

　そこで、早風もよく見かける黒い昆虫に思い至った。

「ああ、そうか。宇う佐さ美みはゴキ――」

「ダメェェェッッ!!」

　突然、優子が勢いよく跳ね上がったかと思うと、早風はガンッ、と鈍い音と共に廊下の壁に頭を押さえつけられた。ぶつけられた後頭部の痛みに目め尻じりから涙が浮かぶ。

　早風の顔面に向けて突き出された優子の両手のひらが、口と鼻を押おし潰つぶさんばかりに押さえつけている。

「もごごごご！」

　苦しさに早風が呻うめき声ごえを上げると、完全密封していた優子の手が慌てて離れた。

「あっ！　ごめんなさい!!」

　銃を突きつけられたかのように、パッと両手を挙げると、優子は目をぱちぱち激しく瞬まばたかせ、口だけを動かした。

「ち、違うの！　わたし、ただアレの名前を言って欲しくなかっただけで、そんなつもりじゃなかったの。口を押さえるつもりなんかじゃ……。茨いばら木きくんの口からアレの名前が出るところなんて見たくないし、聞きたくないし、誰だれが許してもわたしは許せないというか、だからそんな感じで、とにかくわたしはアレの名前を聞くのもダメなの！」

　ものすごい早口で説明される。

「そ、それはよくわかった」

　早風が頭をこくこく上下させると、優子は顔を真っ赤にして、言い募った。

「そ、そうよね。うん。人間どうしたって、好き嫌いってあると思うの。アレがもう少し清潔で、あんなに黒光りしてなくて、もうちょっと走るのが遅くて、顔めがけて飛んだりしなかったら、わたしも多少は許せたかもしれないけど、でも現実にはアレは汚くて、足音もカサカサゴソゴソ気味悪くて、やたらとすばしっこくて、暗いところが好きで、そ、そ、そ、それに……」

「そ、それに？」

　マシンガントーク炸さく裂れつの優ゆう子こに、続きが気になってついつい訊きき返してしまう。

「わたし観みちゃったの。アレが生きた人間を食べるかどうかっていう実験してるテレビ番組！」

　早風はやては思わず口に出そうになったが、喉のどの辺りでなんとか堪こらえた。

　――嫌いなら、なんで観たんだ？

　と。

「それで……どうだったんだ、実験の結果」

　恐こわいもの見たさ、というのは人間の性さがなのかもしれない。

　早風が恐々訊くと、優子も声を潜めて答えた。

「食べたの。人間の足を……齧かじってた……」

　思わず想像して、「う……」と早風が声を洩もらす。

　まるで人に聞かれてはまずい話でもしているかのように、なぜか二人は徐々に顔を近づけていく。

「あれ以来、さらに嫌いになっちゃって」

「だろうな。そんなもん見たら……」

　こそこそと囁ささやき声で二人が話していると、突如、背後から早風の首を何者かが羽は交がい絞じめにした。

「うお！」

　びくっと身体からだを震わせた早風の肩に、見知った顔がにやにや笑いで乗っかっている。

「よう、何二人で内緒話してんだよ」

　クラスメートの旭あさひ勘かん作さくだ。

　早風の悪友である勘作は、報道命という一風変わったヤツだ。

　今日も頭にはハンチング帽を被かぶり、事件が起こればどこへでも飛んで行こうと、漲みなぎる熱意の塊のような表情をしていた。

「か、勘作……」

　勢いに圧おされそうになって、一瞬たじろいだ早風の横で、優子が慌てて頭を振ふる。

「な、内緒話なんて、そんなことしてないよ、ね、ね？」

　やけにおろおろする優子に頷うなずきつつ、早風も弁解する。

「ああ、別に黒い……アレの話をしてただけだ」

「黒いアレ？」

　ハテ？　何のことだろう？　とちょっと興味津々になりそうな勘作を、早風は急いで軌道修正してやる。

「いいだろ。そんなことより、いきなり驚かせるなよ」

　だが、勘かん作さくはにやりとして言った。

「これぐらいで驚いていたら、君ぃ、心臓がもたないよ!?」

「……また何か怪しいこと企たくらんでるな」

　顔つきでわかるんだよ、と早風はやてが告げると、ふっふっふっと勘作は不敵に笑った。

「企むなんて、そんなそんな。なかなか鋭いじゃないか、越前屋」

「誰だれが越前屋だ」

「そこはほら、お代官様こそって返すのがセオリーだぜ」

「だから誰がお代官だよ」

　おふざけに笑っていたのも束つかの間ま、勘作はあっさりそれに飽きたのか、「まぁ、いいや」と言ってのけると、ハンチング帽の向きをくいっと直した。

「それよりさ、おまえ今日暇？　暇だよな。暇って言えよ」

　ものすごく自分本位な訊たずね方だが、勘作らしいとも言える。

　早風は溜ため息いきと共に答えた。

「そうだな、暇ってことにしてやるよ。で、なんだよ？」

「今日はバイトないんだろ」

「そうだけど」

　勘作がまた、にやりと笑みを浮かべる。

「そんな暇で暇で仕方がない早風君に、いい話があるから、放課後『パイレーツ』に行こうぜ」

　早風は呆あきれたように肩を竦すくめた。

『パイレーツ』は、早風のバイト先のファミレスなのだ。

「バイトのない日まで、バイト先に行くなんて、イヤだよ」

「まぁまぁ、いいじゃないか」

　宥なだめるように、肩をぽんぽんと叩たたかれ、早風が渋い表情でそっぽを向くと、ちょうど優ゆう子こと目が合った。

「こいつ、本当に強引で困るよな」

　同意を得る前に、勘作が会話に割り込んでくる。

「おお、委員長も一緒にどう？」

　そんな胡う散さん臭くさい話に、優子が乗るわけがないと思っていた早風だが、意外にも彼女は目を見開いて、勘作に訊きき返した。

「え？　いいの？」

「いいよいいよ。女の子大歓迎！」

　軽い調子の勘作に、早風が思わずがしっと肩を掴つかんで凄すごむ。

「怪しい話じゃないだろうな。おれはいいとして、宇う佐さ美みを巻き込んだら、怒るぞ」

「大丈夫大丈夫。まっかせなさーい！」

　早風の本気にもまるで動じることなく、勘作はお笑い芸人のように明るく請け合った。







　放課後、ファミレス『パイレーツ』に着いた早風はやてと優ゆう子こは、先に行くと言っていた勘かん作さくを窓際の席で見つけた。

　四人掛けの席で、勘作の向かいには同じ制服の女子が座っている。

　確か隣りのクラスの新聞部の子だ。

　その時点で、早風はうっすらと悪寒のようなものを感じていた。

「よぉ、遅かったな」

　早風と優子が席に着くなり、勘作は早速とばかりに話し始める。

「わざわざ来てもらったのはさ、実はおれ、新聞部恒例の夏の肝試し『実録・怪奇事件簿』の担当記者に任命されてさ」

「……嫌な予感がしてきた」

　思わず早風が呟つぶやく。

「三日後の放課後に一緒に取材に行って欲しいんだよ。頼むよ～」

　懇願しながら、勘作は両手を合わせて、拝むような姿勢を取った。

「やっぱり……」

　勘作の頼み事は、そうあることではないが、大抵が取材関係なのだ。

　しかもろくでもない取材がほとんどだ。

「肝試しっていっても、誰だれか仕込みしてるとかってこともないんだぜ。ただちょっと、その手のスポットになりつつある洋館の潜入取材だから、神社の神主の息子様様が一緒だと、何かとご利益ありそうだしさ」

　抱きつかんばかりの勢いで、拝み倒される。

「万が一の時に、おまえの力が必要なんだよ～」

「神主の息子っていっても、修行したわけでもないし、おまえとそう変わらないよ」

　早風がそう言うが、勘作はまだ手を合わせている。

「しかも、潜入って。絶対、不法侵入だろ」

　呆あきれつつ早風が突っ込むと、勘作は案の定「まぁ、その、てへへへへへ」と笑ってごまかした。

「そ、そうだ！　委員長もどう？　やっぱ、こういうのは女の子もいた方が楽しいし」

　早風を落とすのが難しいと判断したのか、今度は優子に声をかける。

「えっ？　わたし？」

　いきなりだったので、優子は面食らった表情になった。

「そうそう。女の子が多い方が楽しいしさ。それに女の子一人ってわけじゃないんだぜ。ほら、七夏なのかも一緒だから」

　そこで勘作は向かいに座っていた女子を指差した。

　今まで紹介もされておらず、話にも入っていなかったが、彼女はにこりと微笑ほほえんだ。

「えっと……」

　早風はやてと優ゆう子こが首を傾かしげる。

　学校では禁止されているが、多少、髪が金色に近い。

「新聞部で一年四組の鉋かんな七夏なのかでーす」

　元気に挨あい拶さつされ、隣りに座っている優子が丁寧に小さく頭を下げた。

「う、宇う佐さ美み優子です」

　七夏はにこぉと人好きのする笑みを浮かべる。

「知ってる知ってる。うちのクラスでも有名だもん」

「有名？」

　不穏な言葉に、優子が訊きき返す。

「男子どもが、隣りのクラスの委員長は美人で可愛かわいくて癒いやし系けいで胸がおっきくていいって！」

「ぶほっ」

　水を飲んでいた早風は、思わず噴き出しそうになった。

「確かに」

　勘かん作さくが深く頷うなずく。

「そ、それは喜ぶべきなの？　怒るべきなの？」



    

  
    
      



    

  
    
      

　困った顔で優ゆう子こが目をぱちぱち瞬まばたかせた。

「で、そっちが、茨いばら木きくん。鈍感天然キャラ」

　斜め向かいから七夏なのかに言われ、今度は早風はやてが顔をしかめる。

「全然当たってない」

　早風は完全否定だが、勘かん作さくと優子が驚き顔で頷うなずく。

「「……当たってる」」

　反論したい早風より、先に七夏が言い出した。

「あたしもさ、こいつと二人で取材なんて、嫌だったんだよね。一応、これでも女の子だし。男子と怪しげな洋館で二人きりなんて、危ないでしょう」

「おれにも選ぶ権利ってものがあるんだぞ」

　勘作がふてくされて口を挟むが、「報道オタクは黙ってて」と一いつ蹴しゆうされてしまう。

「ね、二人とも一緒に行こうよぉ。ね？」

　勘作の次は、七夏に両手を合わせて、頼まれる。

「そ、そうね。男子と二人きりはやっぱりね。うん、わたし行ってもいいよ。茨木くんも行こうよ」

　七夏にしきりに説得されて、優子はそれもそうだと思ったのか、あっさり了承してしまった。

「ええっ、宇う佐さ美み、やめた方がいいって」

「心配なら、宇佐美さんもこう言ってることだし、茨木くんも一緒しようよ」

　優子を新聞部の魔の手から救おうとしたものの、逆に七夏に誘われてしまう。

　その七夏の目を見た瞬間、なぜか早風は背筋がぞくっとして、身震いした。

「おいでよ、茨城くんも。大丈夫だよ～」

　にこにこしている七夏の顔を見ながら、その理由がわかるのに、数秒もかからなかった。

　微笑ほほえんでいるはずの七夏の目が、なぜか危ない感じに光って見えたのだ。

　だが、その早風の違和感を勘作と優子は感じなかったらしい。

「そうだぜ、早風。委員長はすでにおれたちの人質になった。おまえも来い」

「ちょっと楽しそうだし、茨木くんも行こうよ」

　そして、二人の新聞部員が、おいでおいでと手を揺らしている。

「えっと、おれは多分、その日バイトだから」

　目を逸そらして早風が言うと、勘作がバシンと肩を力いっぱい叩たたいてきた。

「なぁんだよぉ!!　おまえ、友情より金か!?　そんなヤツだったのか！」

「そんなヤツも何も、バイトの方が先に決まってたんだよ」

　正当な理由だと主張する早風に勘作は、「チッ」と舌打ちを真ま似ねて口で言った。

「わかったよ。じゃ、次の取材は絶対だぜ」

　勝手に次の約束をされてしまう。

　そのとき、突然背後から、男の声がかかった。

「君、この間の少年じゃないですか？」

　振ふり返った早風はやての前に、見覚えのある黒い僧そう衣いの男と、同じように小さめの僧衣を着た少女が立っていた。

「神父さん!?」

　フェノ神父は、こんなところで会ったことを不服に思っているのか、眉み間けんに深いしわを刻んでいる。さらに、その僧衣の後ろに隠れるようにしてアディソンが、早風を睨にらみつけていた。

「彼女は一緒じゃないようですね」

　きょろきょろと、席に着いている男女に目を走らせたフェノ神父が言う。

　それが、こよりを指していることは明らかだが、早風は返答せず、苦笑いしただけだ。

「特有の匂においがしたものですから。君に匂いがうつっているのかもしれませんね」

　フェノ神父の言葉に、最初に反応したのは、優ゆう子こだ。

「彼女……」

　呆ぼう然ぜんとした表情で呟つぶやく。

「彼女って誰だれだよ、早風。しかも匂いって……。彼女の匂いがうつるようなこと、してるのか!?」

　続いて、勘かん作さくが勢いよく身を乗り出して訊きいてくる。

「え、ええっと…………」

　早風がどう答えたものかと、言葉に詰まっていると、勘作はちらりと優子を窺うかがいながら言った。

「ほら、気になって堪たまらないって人がいるかもしれないし」

　自分が見られていることに気づいた優子が、慌てて首を横に振る。

「え、え、わたしは別に気になってなんかないよ！」

　そして急に早口になると、優子は怒ど涛とうのごとく話し出した。

「茨いばら木きくんには茨木くんの付き合いってものがあるわけだし、ただの友達のわたしがそれをすべて知りたいなんて、おこがましいというか、友情を超えてる気もするよね。そ、それにこの間、女の子と歩いているのを見かけたって話したら、妹さんだったりしたわけで、そういう誤解というか、勘違いというか、そういうことかもしれないから、わたしは茨木くんの彼女だなんて、思ってないから！」

　いつもの緊張すると出てくるというマシンガントークをかました上、最後はきっぱり否定形だ。

　勘作がぶふっと噴き出した。

「こんなヤツに彼女ができるわけがないってことだよな、委員長」

　優子はそう言われて、初めて気づいたように、目を瞬まばたかせた。

「ええっ!?　そういうわけじゃないよ！　彼女がいてもおかしくないよ！　茨木くん！」

　必死にフォローするが、あまり意味がない。

　早風はやては、なんだか気の毒になって、優ゆう子こが落ち着くように笑顔で取り成した。

「いや、もういいって、宇う佐さ美み。大丈夫。そういう関係の人じゃないから」

　会話を聞いていたフェノ神父は、高校生らしい彼らのやり取りを見て、初めて早風に笑いかけた。

「どうやら、友達との歓談を邪魔してしまったようですね」

　早風が顔を上げて見返すと、神父の服をアディソンが引っ張った。

「ねぇねぇ、フェノ神父、アレ食べたい」

　別のテーブルの客が食べているチョコパフェを指差している。

「またアイスですか。ダメですよ、アディソン。今日はもう三つも食べたでしょう」

　どこぞの妖よう怪かい少女を思い出す会話だ。

　早風がアイスクリームを見ると、うんざりするようになったのは、ここ最近のことだ。

　あんなにガバガバ冷たいものを食べて、お腹なかを壊さない妖怪というものが不思議でたまらなかったが、どうやらこの少女も平気らしい。

　まじまじとアディソンを見ていると、フェノ神父が早風に言った。

「では、またお会いすることもあるかもしれませんね。失礼します」

　黒い僧そう衣いを翻して、立ち去って行く。

　その後を、小柄なアディソンがまだチョコパフェに未練たっぷりといった視線を送りつつ、とたとたと神父を追って店を出て行った。







　その後、早風は早々に帰宅の途とについていた。

　玄関を入るなり、まだ残っていた殺虫剤の燻くん煙えん臭くささに顔を歪ゆがめる。

　こんなもので、本当に蜘く蛛もやら黒いアレやらが家から出て行くとは、ちょっと信じ難がたいのだが、これでそよの心の平安が得られるなら安いものだ。

　そよの機嫌が悪いと、食事と身の安全、その他たもろもろが脅おびやかされることを、早風は充分すぎるほど理解していた。

　だが、居間を覗のぞいてみると、居たのはこよりと窮きゆう奇きの波は紋もん、波は旬じゆんの兄弟だけだった。

「あれ？　そよは？」

　帰宅した早風を振ふり返ったこよりの口にはスプーンが咥くわえられている。

「買い忘れがあったとかで、さっき出て行ったわよ」

　言いながらも、こよりは抱き抱えていたバケツ大のバニラアイスを一口食べた。

「つっめたい」

　宙にハートマークが飛び交っているような口ぶりで、にま～と笑みを浮かべている。

　ちゃぶ台の反対側では、波旬と波紋がテレビに向かって感嘆していた。

「兄上、この妖怪、見たことありませぬな」

「うむ。これはおそらく最近、異い骸がいの園そので発生した新妖よう怪かいに違いないのだ」

　二匹が興味深く観みているものに目をやった早風はやては、思わず脱力した。

　画面の中で暴れているのは、着ぐるみの化け物。

　つまり、特撮戦隊ものの敵役だったからだ。

　指摘してやるべきかちょっと考えて、早風は面倒なので放ほうっておくことにした。

　そのうち勝手に気づくだろう。多分。

　とりあえず制服から私服に着替えようと、早風が居間の戸口を振ふり返った途端、顔面から何かにぶつかった。

「ぶふっ！　なんだ!?」

　慌てて顔を上げると、見み目め麗うるわしい男と目が合う。

　切れ長の冷たい視線で、じろりと見下ろされ、早風はよろよろと後ずさった。

「い、いきなり現れないでください」

　当然の発言だと思うのだが、威い降おりは黙したまま、腕を組んで顔を背けた。

　こよりの属する冥めい閣かく府ふの収しゆう用よう委員会、俗称・火か車しや執しつ行こう隊たいの特別輸送課の上司である。

「指令書を届けに来ましたよ」

　背後にいたもう一人の眼鏡の人物が、進み出てきて、にこやかに言った。

　威降の秘書のように見えるが、実はパートナーでもある愁しゆう次じ郎ろうだ。

　温和そうな顔をしているので、騙だまされそうになるが、こちらも曲くせ者ものだとこよりに聞いている。

　二人が揃そろって、勝手に家の中に現れたのは、これが初めてではない。

　早風は、ハァと思わず溜ため息いきを洩もらした。

　神主の家だというのに、妖怪が揃そろい踏ぶみだ。

　祖父や父に知られたら、とんでもないことになりそうだが、ここ数年二人は揃って信州の栖す隠がくれ神社に出向しているため、今のところ妖怪だらけになりつつあるこの家の惨状を見られてはいない。

　アイスクリームにご機嫌だったこよりも、二人の姿を見るなり、苦虫を噛かみ潰つぶしたような表情になっていた。

「なんで、威降までいるの？」

　うんざりした口調で問いかける。

　いつもなら、ここで威降の痛烈な嫌いや味みの一つも返ってくるのだが、今日はやけに眉み間けんのしわが深い。それに、ぴりぴりとした緊張感を漂わせているのは、威降だけではなく、愁次郎も同じだった。

「……何かあったの？」

　こよりが気づいて、怪け訝げんそうに訊たずねた。

　すると、威降はぞっとするほど、鋭い顔つきになった。

　見ているだけで、早風の全身の毛が逆立つほどだ。

「最近、火か車しやを襲って魂こん魄ぱくを奪うやつらが現れた。魂魄狩りをしているらしい」

「魂魄狩り？」

　こよりの表情も険しくなる。

「魂魄を奪われるだけでも赦ゆるし難がたいが、襲われた火車が消滅させられるという被害まで出ている」

「誰だれがそんなこと……」

「訊きこうにも襲われた仲間の大半が消滅してしまったせいで、大した情報が入らない。おまえたちは、特に気をつけろ。人間と火車のコンビなんて、やつらにとっては、いいカモだろうからな」

　威い降おりと愁しゆう次じ郎ろうのただならぬ雰囲気の理由はわかったが、こよりが困惑しつつ訊き返す。

「気をつけろったって、まるで情報なしなの？」

　すると、愁次郎が言った。

「今のところわかっているのは、彼らが自らを『数字の子』と名乗っていることと、人間と妖よう怪かいの集団だということです。後は、今の時点で目撃されている人間の年齢が低いということでしょうか」

「年齢が低いって、幾つぐらいなの？」

　そこで、威降が引き継いで答えた。

「わかっているのは数人だが、十代から二十代前半だ」



    

  
    
      



    

  
    
      

　火か車しやたちは、顔をしかめて押し黙った。

　あまりの殺気立った空気に、ずっと会話に入れなかった早風はやてが、恐る恐る言う。

「で、でもさ、人間が火車相手に、そんな簡単に勝てるものなのか？」

　威い降おりを含め、三人全員が早風をじろりと睨にらみつける。

「普通なら当然、ありえないことだ」

　威降が言った。

「だが、妖よう怪かいの助力か、もしくは宗教的な信仰心から得た高次元干渉能力を持っていれば、不可能じゃない」

　こよりは、ふぅと溜ため息いきを漏もらした。

「それにしても、だらしないわよ。火車が人間に魂こん魄ぱくを奪われるなんて。修行不足もいいとこよ」

「こより、おまえ他ひ人とのこと言えるのか？　昨夜、神父にやられて危なかったと知らされたんだがな」

　威降が呆あきれた顔で指摘すると、愁しゆう次じ郎ろうも頷うなずいた。

「確かに、昨夜のことは蟲むしが報しらせに来ましたよ」

　ぎくっとしたように、こよりが目を泳がせる。

「そ、それは、いきなり現れたから、心の準備ってものが……ね」

　しかも、そこでいきなり早風を指差す。

「あたしより、こいつよ！　早風がしっかりしないからよ！」

「え？　おれ？」

　いきなり振ふられて、今度は早風がぎょっとする。

「そうよ！　そいつらに殺やられるとしたら、早風が先でしょ。もうちょっと何とかして、力の使い方を覚えてもらわないと、まったく役に立たないんだから。そうと決まったら、早速修行よ！」

「ええっ!?」

　こよりと早風のやり取りを見ていた威降が、僅わずかにどす黒い雰囲気を緩めて、くくっと笑った。

「殺さない程度にやれよ」

　と、恐ろしい笑みで助言する。

「わかってるってば」

　こよりが、にやりと笑ったので、早風は盛大に顔を歪ゆがめた。

　――おれ、大丈夫かな。明日も生きてますように……。

　心の底から早風が願っていると、愁次郎が手に持っていたバインダーを開きながら言った。

「今回は別の情報もありますよ」

　ぺらぺらと紙をめくりながら穏やかな声で言う。

「あなた方が出会った神父についてです。蟲むしがあの後、彼らを尾行してくれたので色々とわかりました」

「ああ、そうだったな。愁しゆう次じ郎ろう、説明してやれ」

　威い降おりが促すと、愁次郎が頷うなずいた。

「はい。蟲から得た情報を元に、外げ法ほう局きよくに問い合わせたところ、彼はバチカンの国際エクソシスト協会のメンバーで、教会公式の悪魔祓ばらい師でした」

「……本物ってことね」

　苦々しい顔でこよりが呟つぶやく。

「日本に派遣されたばかりのようです。名前はルパード・フェノ神父」

「一緒にいた女の子のことは？」

　こよりの質問に、愁次郎が再び頷く。

「はい。彼女はアディソン・ファレル。書類上は修道女見習いにあたり、フェノ神父の助手となっています」

「あの子が助手？」

　思わず早風はやては口を挟んだ。

　まだ小学生ぐらいだったので、あの神父の子供かと、思っていたのだ。

　こよりもむうっと口を尖とがらせて、渋面のままだ。

　威降が、腕を組んだまま言った。

「とりあえず冥めい閣かく府ふは静観するつもりだ。おまえたちも気を引き締めて、そいつには近寄らないことだな」

　そのとき、早風はあることに気づいた。

　冥閣府の機関である外法局がエクソシストの名前を知っているということは、妖よう怪かいにとって悪魔祓い師は調べておかなければならない人間だということだ。

「……あのさ、ちょっと訊きいてもいい？」

　珍しく早風が質問してきたからか、威降は片方の眉まゆを上げ、興味を示した。

「なんだ？」

「妖怪って、悪魔じゃないんだろ？　西洋の祈き祷とうが妖怪に効くのはどうしてなのかな？　って？」

　威降は、なんだそんなことか、と嘲ちよう笑しようした。

「単純なことだ。やつらにとっては、妖怪も悪魔と同じとみなされるからだ。どう分類するかは、その宗教による。教会が使う祓ふう魔ま術じゆつは、この現世に存在する第五までの元素以外、すなわち高次元の元素を持っているものに対してのみ効力がある。妖怪の構成元素は、やつらの狩る悪魔とそう違いはないからな。教会のやつらから見れば、おれは妖怪モンスターである前に、かなり高位の悪魔デーモンに見えるはずだ」

　早風の脳裏に、神父の祈祷で苦しむこよりの姿が思い出された。

「じゃあ、エクソシストの祓魔術を防ぐ対処方法はあるのか？」

　威い降おりは冷淡な顔つきになった。

「面倒なことに、今のところないのと同じだ。なぜなら、冥めい閣かく府ふの妖よう怪かいは、人間相手の戦闘はできるだけ避けることが義務づけられている。逃げるのが一番だ」

　心底、嫌そうに言って、威降は溜ため息いきをついた。

　それから、早風はやてを見て一転、にや～と不気味に破顔する。

「だが、手がないわけじゃない。おまえがいるじゃないか」

　額の中央を指差され、早風は目を瞬まばたかせた。

「おれ？」

「神は神でも、やつらとおまえの神は別ものだろう。神社の祈き祷とうは、教会のそれと似ているが、実際の中身はまったく違うものだ。それぞれの社やしろがそれぞれの神を祀まつる。つまり、選んだ高次元の存在と個別に契約を交わしていることを意味している。おまえの家系は昔、風の神と契約を交わした。その神がおまえに力を貸しているんだが、これは教会の神とはまったく違う効力をもつ」

　威降の説明に、早風は自分の呼び出すことのできる風ふう伯はくのことを思った。

　まだ窮きゆう奇きの波は旬じゆんに教えられて、なんとか一の三さぶ郎ろうを呼び出すことができるだけだが、確かに威降が言うとおり、教会の神とはまったく違う。

　威降は続けて言った。

「教会の神は、さっき言ったように、高次元の存在すべてを根こそぎ排除しようとするが、おまえの力はおまえと風の神の契約でしかない。風の神はおまえが敵だと感じ、排除したいと思うものを排除する。それが高次元の存在かどうかは、二の次なんだよ。おまえの力で人間を傷つけることもできるぐらいだ」

「そんなことはしない」

　断言した早風を、威降は、ふんっと莫ば迦かにしたように嘲あざけった。

「恐らくエクソシストからすれば、おまえの力は悪魔契約に近いだろうな。まぁ、今さらか。こよりと血の盟約も結んでいるしな」

「あ、悪魔契約……」

　風伯は神社で祀られてきた神だ。悪魔とは違う。

　だが、威降が言うとなぜか、それが空恐ろしい悪魔のようにも思えて、早風はぞっとした。

　実際、自分の家が祀ってきたものが、どういう存在なのかはっきり知らないのだ。

　妖怪や悪魔と同じルーツを持っていてもおかしくはない。

　そのとき、背後にいた愁しゆう次じ郎ろうが言った。

「威降、講義もいいですが、時間が押しています」

「ああ、そうだな」

　それに気づいた威降が、愁次郎の手にしていた書類の束を取り、その中から紙切れを一枚、早風に差し出した。

「今回の指令書をよく読んで、魂こん魄ぱく回収の任に努めろ」

　受け取ってしまった早風はやてが、やけに達筆な墨で書かれた書類に目を落とす。

　そこには、でかでかと冥めい閣かく府ふの役人のものと思われる朱色の判と、覚えのある燃える車輪の判が押されていた。

　後は出向先の住所とその場所の写真、魂魄の持ち主の簡単な履歴。

　それに律儀に期限の日付にだけ赤で下線が引いてある。

「え？　これだけ？　他ほかの説明は？」

　早風が慌てて顔を上げるが、すでに威い降おりは消えており、残る愁しゆう次じ郎ろうも部屋を出て行くところだった。

　振ふり返った愁次郎が、小さく頭を下げる。

「お邪魔しました」

「あ、お構いもしませんで」

　丁寧な挨あい拶さつに、うっかり受け答えしてしまう。

　――いや、そうじゃなくて！

　早風が追いかけて居間の外の廊下に出ると、愁次郎はなぜか早風の部屋へいそいそと入っていくところだった。

「えっ!?」

　そういえば、と思い出す。

　以前、勝手に家に入って来たときも、早風の部屋の隅に通路を作って出入りしていたのだ。

「うう……おれの平穏だった部屋にも魔の手が……」

　妹のそよから逃れるのに最適だったはずの自分の部屋も、いまや妖よう怪かいの通路と化してしまったらしい。

　あまりのことに、ショックを受けていると、居間の方からこよりが言った。

「それで、今度の仕事は？」

　もう一度、早風が書類に目を通す。

「えっと、高校生の死者の魂魄を回収することだってさ。場所は……」

　書かれていた住所をまじまじと見た早風が、驚いて書類にさらに顔を近づけた。

　そこに載っている場所の写真に見覚えがあったのだ。

「あれ？　ここ？」

「何よ？」

　居間からこよりもやって来て、早風の持っていた書類を覗のぞき込こんだ。

「見ろよ。この間の洋館の場所じゃないか、これ？」

　早風の指摘に、こよりも写真を見て頷うなずく。

「本当だわ」

　思わず早風は、洋館にいた青年と女性、さらに突然飛び込んできた神父と少女を思い出し、ぶるっと身震いした。

「何か今、背中がぞくっとした」

「あたしも」

　珍しくこよりも同意する。

　互いに顔を見合わせて、嫌な予感に顔色を曇らせる二人だった。



    

  
    
      


第四章　そして誰もいなくなる



　いよいよ明日から夏休みという七月某日。

　午後十時きっかりに、闇やみ夜よの中に佇たたずむ三人の男女がいた。

「本当にここに入るの？」

　不気味な洋館を見上げて、不安そうに確認するのは、新聞部の一年女子、鉋かんな七夏なのか、十五歳だ。

「当たり前だろ。何のために来たと思ってんだよ」

　同じく二階建てのやけに大きな洋館を、門の外から眺めていた旭あさひ勘かん作さくが、呆あきれたように言う。

「外から見るだけで充分だよぉ。やっぱ、これありえないから、入るとか」

　寒くもないのに、両肩を抱くような姿勢で、七夏が激しく頭を横に振ふって言い返すと、側そばにいたもう一人の女子がひきつった笑みを浮かべて同意した。

「そ、そうね。やっぱり昼間に来た方がよかったかも。こんな時間だし、暗くてケガしたりするかもしれないもんね」

　宇う佐さ美み優ゆう子こは、完全にここに来たことを後悔していた。

　それが、まるっと顔に出ている。

「委員長までそんなこと言って。ダメだって。往々にしてこういう時間帯にこそ、この洋館の真の姿を見ることができるもんなんだぜ。大体、この取材は怪奇事件を追うって内容なんだから、夜じゃないと気分出ないだろ」

　勘かん作さくは一人、やる気まんまんだ。

「うあ、わたし新聞部、辞めたくなってきたよぉ」

　泣きごとだと罵ののしられようが、すでに七夏なのかはどん引きだ。

　こんな見るだけで明らかに何かいそうな洋館に不法侵入するなんて、いくら部活でもやりすぎに決まっている。

　だが、報道に人生を捧ささげると決めている勘作にとって、尋常ならざるものこそ、待ってました、寄ってらっしゃいといったところなのだ。

　案の定、ビビる気配すらなく、逆に目が爛らん々らんとしているぐらいだ。

「まだ何も新聞部らしいことしてないだろ、七夏」

　勘作が呆あきれたように言う。

「そんなこと言ってもさぁ、ここ超怖い。マジ出るよぉ。あたし、たまに感じるんだよね、こう何か得体の知れないものの気配を――」

「いいから行くぞ！　委員長も遅れるなよ！」

　七夏の怯おびえ切った言葉を遮って、勘作は強引に彼女の腕を掴つかむと引っ張り、堂々とした態度で門を開く。

　優ゆう子こも実を言うと、そそくさと逃げ帰りたい気分だったのだが、そうなると七夏を勘作と一緒に残して行くことになり、それはさすがにできかねたので、仕方なく頷うなずいた。

「う、うん。でも誰だれかいたら帰ろうね」

　力なくそう呟つぶやく。

「誰もいないって。新聞部うちの部長が前もって、役所で調べてくれたらしくてさ。ここの住人、ひと月ほど前に亡くなったんだってさ」

　それを聞いた七夏は、悲痛な声を上げた。

「い～や～だぁぁぁぁ」

　だが、叫びも虚むなしく、門をくぐって勘作に中へと連行されていく。

「神妙にしろ！」

「うえ～ん、お奉行様許してくんろ」

　ふざけているのか、本当に恐こわがっているのか、わかりかねる七夏と勘作の後を、優子もとぼとぼと付いて行く。

　そのとき、洋館の左手奥にある前庭を黒いものがすうっと通るのが見えた。

「何あれ!?」

「うおっ？」

「きゃっ！」

　三人、全員が一瞬、びくっとした。黒猫はその場で一度立ち止まり、優子たちをじっと見据えると、ふいっと顔を逸そらして洋館の壁沿いに庭を横切って行ってしまった。

　――猫が出入りしてるんだから、平気よね。

　猫が昔から霊感が強いといわれている話を思い出し、優ゆう子こはぐっと自分を奮ふるい立たせると、二人と共に洋館の扉をゆっくりと開いた。







　それからしばらくして――。

　門の前では別の二人が、洋館を見上げていた。

　その内の片方、少し背の高い影は、肩を丸めてうな垂れている。

「うう……もうおれはダメだ……」

「ちょっと、あれぐらいで音ねを上げないでよね。ちょっと、二、三日修行しただけじゃない。しかも、あまり変わってないしさ」

　ぶつぶつ文句を言われ、さらに意気消沈する早風はやての背中を、こよりがバシンと叩たたく。

「気合入れてよ！　へましたら、殺すわよ！」

　絶対、冗談じゃない台詞せりふに、早風が恨みがましい目を向ける。

　三日前、威い降おりと愁しゆう次じ郎ろうが帰った後、早風はこよりに引っ張られて境内まで連れて行かれ、波は旬じゆんの教えを乞こいながら、力の扱い方について長々と祓ふう魔ま術じゆつの練習をさせられたのだ。

　しかも、翌日も、今日ここへ来る前もだ。

　こよりもそうだが、波旬の燃えようは異様なほどだった。

　――あれは修行と称した拷問だ……。

　その一、水の入った桶おけに顔を突っ込まされ、窒息寸前まで我慢させられる。

　しかも、限界で顔を上げようにも、こよりが押さえつけているので、本気であの世に行きそうだった。

　その二、早口言葉を延々と言わされる。

　間違えると、波旬の巨大化させた尻尾しつぽで叩かれる。

　ふわふわした尻尾のくせに、叩かれると境内の石畳の上を転がる程度には痛い。

　その三、暗記ものは苦手なのに、祓はらえ言葉の咒かじりと呼ばれる呪じゆ文もんを覚えさせられる。

　家の中でもことあるごとに唱えさせられて、間違っていると、そよに莫ば迦かにされ、こよりに詰なじられ、波旬に溜ため息いきをつかれ、波は紋もんにまで笑われるという……。

　その他ほかにも体力がないと罵ののしられ、境内をランニング。

　すでにぐったり疲労していても、おかしくないのだ。その上にへましたら殺すなどと脅おどされ、早風は自分の境遇にほとほと悲観した。

　だが、逆にこよりは満足感でいっぱいだった。

　――あれしきの修行でどうにかなるわけないって思ってたけど、早風って思ってた以上に下地がきちんとしてるのよね。

　波は旬じゆんが、早風はやてに風ふう伯はくの力を借りずとも魔を祓はらう術を教え始めて三日。

　それなりに効果は出ている。

　当初、早風は祓え言葉の文句を覚えるのも、大変そうだったが、ここへ来る前の段階では、多少見られるものにはなってきていた。

　――神主の息子だからか、わかんないけど、まともに修行を続けたら、本当に化けるかもしれないわね。

　うんうんと一人頷うなずくこよりは、これでも早風を見直して、修行中なんか、真剣な表情を見て、どきっとしたことさえあるのだ。

　――問題は、もうちょっと、自分に自信を持って、しゃんとしてくれたら。

　そこで、いやいやと首を振ふる。

　これ以上、早風に期待するのは酷かもしれない。

　二人は、まったく正反対の気分で、洋館に入って行く。

「ん？」

　こよりが門をくぐった瞬間、顔をしかめた。

「どうかしたのか？」

　後から門をくぐって洋館の敷地内へ入った早風が訊たずねると、こよりは首を傾かしげた。

「ううん、何か不気味な声が聞こえた気がしたんだけど」

「やめろよ。気のせいだって、こんな時間に」

　慌てて辺りを見回す早風だが、ここら一帯は富裕層の住宅街だからか、どの家も敷地が広く、隣り近所の明かりすら見えないほどなのだ。

　当然、人の声など聞こえるわけもない。

「ふふん、高位妖よう怪かいと一緒にいるのに、まだ幽霊とかお化けが恐こわいんだ？」

　こよりが莫ば迦かにしたように鼻で笑った。

「別に恐くない。ってか、お化けなら、ここにいるだろ」

「あたし、お化けじゃないわよ！」

　こよりはぷうっと頬ほおを膨らませ、早足で玄関へと先に行ってしまう。

「お化けも妖怪も同じようなもんだろ」

　ぼそっと呟つぶやくと、玄関口からこよりが言い返すのが聞こえた。

「聞こえてるわよ、早風」

　ははは、と愛想笑いでごまかしながら、早風も洋館の観音開きの扉へと近づく。

　荒れ果て鬱うつ蒼そうと茂った雑草に覆おおわれた前庭は、明かりがないため黒く闇やみに包まれている。

　だが、早風の目は普通の人が見えないものもはっきりと映していたので、やけに青白くぼやけて見えていた。

　妖よう虫ちゆうが庭の至るところで、蠢うごめいている。伸びた雑草の上に停とまっていたり、ふわふわ浮いているもの、地面を這はいまわっているものなど、形もさまざまな虫に似たものがたくさんいて、それらが青白く光っているのだ。

「前に来たときと、そう変わりないな」

　早風はやてが言うと、こよりは警戒しているのか鋭い目で辺りを見ながら頷うなずいた。

「そうね。でも、この間より、気配が……」

　言いながら、扉を引く。

　こよりのほんの僅わずかの力で、扉はいとも簡単に外側へと開いた。

　この間、来たときも同じように、簡単に中へと入れたことを思い、早風は嫌な予感が募った。

　こよりを追って中へ入ると、支えていた扉から手を離す。

　と、突然、扉は勢いよく音を立てて閉まった。

「うわっ！」

「何なの!?」

　思わず大声を上げた早風に、前を歩いていたこよりが振ふり返る。

　早風は慌てて、扉をもう一度開こうとしたが、まるで鍵かぎでもかかったかのように、取っ手を引いても押しても動かない。

「扉が……」

　開かなくなったと早風が知らせると、こよりはなんだそんなこと、と言いたげに前へ向き直った。

「よくあるよくある」

　うんうん、と軽い調子で頷いている。

「ないよ！　今、ここから入って来たとこなのに、なんで急に開かなくなるんだよ！」

　正直、恐こわくなってきて、早風が怒ったように言うと、こよりは人差し指を立てて、「あれよあれ」と思い出すように言った。

「テレビで観みたわよ。そういうの。よくあるんでしょ。ほら、『スクリーム』とか『ラストサマー』とか『ファイナル・デッドコースター』とか」

　がくっと早風がうな垂れる。

「これから、家でホラー映画禁止」

　暗い洋館の玄関でする会話とは思えないが、こよりは「なんでよー！」と憤慨している。

　充分、恐い世界に片足突っ込んでいる早風からすれば、その世界の住人であるはずのこよりが、その手の映画を観る方がおかしいと思う。

　それに、これ以上、妙なことを覚えられると、嫌な目に遭う回数が増えそうな気もするのだ。

「とにかくこの扉、開けてくれよ」

　早風がまだ取っ手を掴つかんで押していると、こよりはあっけらかんと答えた。

「このままでいいわよ」

「出れないだろ！」

「ううん、というか、開けるのは無理。このあたしでも。これって、結界よ」

　こよりは扉ではなく、その下の床を見ていた。

　早風はやても同じように見下ろしてみるが、何も見えない。

「結界？　ここに誰だれかいるのか？」

　早風の問いに、こよりは片手を上げて答えた。

「いっぱいいる。見えるでしょ」

　玄関の扉から手を離した早風が、続く廊下を見つめる。

　妖よう虫ちゆうに引き続き、さらにもう少し大きな青白いものが、そこら中の壁や天井、床を這はい回まわっているのが見えた。

　何本も足のあるトカゲや、とぐろを巻いている太くて長い蛇のようなもの、糸を垂らしてぶら下がっているのは、頭だけ人間のような顔をした芋いも虫むしだ。

　それらが、ときどき耳障りな鳴き声を立てて、ギシギシ喚わめいている。

「見える……けど……これは低位の妖よう魔まだろ。扉を閉めたりはできないはずだ」

　早風が気味悪さに顔をしかめると、こよりはにっこりと笑った。

「低級妖魔がこれだけ集まってるってことは、でかいのがいるって思った方がいいわよ。魂こん魄ぱくもここにあるはずだしね。結界はそいつの仕業でしょ」

「ってことは、また化け物退治か」

　何度やっても慣れそうにない、と早風がすでにぐったりしているのとは反対に、こよりは気合を入れるように拳こぶしを突き上げた。

「じゃ、はりきって魂魄を捜しましょう！　仕事の後のアイスは美う味まい！」

　突っ込む気力もなく、早風はさっさと仕事を終えて、アイスを食べようと意気込んでいるこよりの後を、よたよたと不気味な低級の妖魔を避けながら付いて行くのだった。







　一度、来たことのある洋館とはいえ、廊下の先にあるリビングに入ったことがあるだけなので、早風とこよりは辺りを見回しながら、幾つもある部屋を順に確認していくことにした。

　リビングの隣りのキッチンから、続く子供部屋へ、そこでも特に何も見つからず、二人はまた廊下へ出た。

　その直後。

「キャアァァァァァッッ!!」

「うわあぁぁッ！」

　暗がりの中で早風に向かって、何かがぶつかってきた。

　しかも間髪いれずに甲高い悲鳴が上がり、突き飛ばされる。

　思わず叫び返した早風の後ろで、こよりが戦闘態勢に入り、ガーターベルトから小刀を抜こうとスカートの中に手を突っ込む。

「早風はやて、下がって！」

　こよりに怒鳴られて、早風はよろめきながら壁際に寄った。

「うう……なんだ、一体……」

　そのとき、暗くら闇やみの中で薄ぼんやりと二人の人間らしき影が見えた。小柄な一人はひらひらした服を着ている。さらにもう一人は、頭に何やら見覚えのある帽子。そのシルエットがいきなり眩まばゆいばかりの光線を早風に向けると、驚いたように言った。

「あ？　早風？」

「え？　勘かん作さく？」

　眩まぶしくて目を伏せながらも、声で確かにそうに違いないとわかり、早風も訊きき返す。

「…………」

「…………」

　互いにわけがわからないまま、目を瞬まばたかせ、それから。

「「おまえ、なんでここにいんの？？」」

　同時に勘作と早風が、もっともなことを口にした。

　こんな夜中に、こんな不気味な場所で、クラスメイトに出くわすなんて、そうはない。

「おまえバイトじゃなかったっけ？」

「もう終わった」

「……………」

「……………」

　懐中電灯の明かりを顔に当てられたまま答える早風に、勘作はしばらく呆ぼう然ぜんとしていたが、すぐに頭を切り替えたように叫んだ。

「じゃねぇよ！　早風、大変なんだ!!」

　いきなり飛びかかるように両肩を掴つかんでくる。

「あ、あの……とりあえず、落ち着こうよ。おれ、まだ混乱して――」

　勘作の後ろには、七夏なのかが神妙な表情でうな垂れている。

　どうしてこんなところで、二人に会ったのか、まだ理解不能な早風からすると、急展開すぎて付いていけない。だが、勘作は見たことがないほど取り乱した様子で、掴んだ早風の肩をぐいぐい揺すぶった。

「それどころじゃねぇ！　委員長がいなくなっちまったんだよ！」

「えっ？」

「……いいんちょ？」

　勘作の発言に、早風とこよりは顔を見合わせた。

　それを見た勘作が、初めてこよりに気づいたように、目を見開いた。

「お、これはこれは初めまして。旭あさひ勘作、報道の鬼、旭勘作です。お噂うわさはかねがね」

　ようやく早風から手を離して、今度はこよりにハンチング帽を外し、挨あい拶さつする。

「噂してるの？」

　こよりに訊きかれ、早風はやてはぶんぶんと首を振ふった。

「してない」

　妖よう怪かいとパートナーを組まされて、魂こん魄ぱくの回収を手伝っているなんて、冗談でも言えるわけがない。

　当然、こよりのことを勘かん作さくに話した覚えはまったくなかった。

「え？　妹いもうと君ぎみのそよ君では？」

　勘作に訊かれ、こよりが口を尖とがらせる。

「あんなごうつくばりの守銭奴と一緒にしないで」

「ということは……こんな時間にこんな場所……もしや……」

　勝手に偏った考えに向かっていく勘作に、こよりが首を傾かしげる。

「もしや？」

「中学生とお見受けしましたが、お嬢さん、この馬の骨とどういったご関係で？」

　なんとなく嫌な予感がしてきた早風が、こよりに黙っていろと告げる前に、彼女はしれっと答えていた。

「この馬の骨が死ぬまで一緒にいるパートナーよ」

「なんと！　ふぃ、ふぃ、ふぃ、ふぃあんせですか!?」

　飛び出さんばかりに目を大きくして、勘作が口をあんぐり開けた。

「「違う！」」

　こよりと早風が、ほぼ同時に否定する。

「もういいだろ、勘作。それより、宇う佐さ美みがいなくなったってどういうことなんだよ」

　訊かれると困ることが多いので、早風はとにかく、委員長、宇佐美優ゆう子このことを訊たずねた。

　すると、勘作は黙って後ろで両手を合わせて、縮こまっている七夏なのかの方を見返した。

「おれは恐こわくなって先に帰ったんだと思うんだけどさ、七夏が……」

「絶対、違うよ。連れて行かれたんだって！」

　勘作と同じ新聞部員の鉋かんな七夏が、怯おびえた様子ながらも、必死に言い返す。

　勘作の懐中電灯に照らされると、七夏は緊張したように青あお褪ざめていた。

　ファミレスで会ったときとは違い、硬い表情で早風とこよりを見返している。

「連れて行かれたって誰だれに？」

　早風が七夏に訊ねると、彼女は俯うつむいたまま首を振った。

「わかんないよ。でも、ここ何かいる。何か……いるの」







　勘作と七夏が洋館に入ったとき、確かにまだ優子は一緒にいたのだ。

　彼女が消えたのは、七夏があまりの緊張からもよおしてしまったことから始まる。

　三人いても恐ろしくてたまらないのだから、一人でトイレになんて行けるわけもない。

　七夏なのかが優ゆう子こに頼んで、トイレに付いて来てもらったのは、ある意味、当然だった。

「ねぇ、そこにいる？」

　中央の個室に入った七夏が、すぐ外で待ってもらっている優子に話しかける。

　洋館の一階にあるトイレは、個室が三つもある立派な造りになっていた。

　優子が手洗い場から、七夏に返事する。

「ええ、いるわよ。安心して」

　それを聞いて、安心しながらも、七夏はしきりに話しかける。

「どこにも行かないでね。一人にしないでよ」

「わかってるって」

　少し苦笑しながら返事してくれる優子に、七夏は急いでことを終えると、水を流して戸を開いた。

「ふぅ、さ、戻ろう。もうさ、あの莫ば迦か、置いてでも帰っちゃおうよ。ね、宇う佐さ美みさん」

　個室から出てきた七夏は、そこでようやく返事がないことに気づいた。

「宇佐美さん？」

　手洗い場を見回すが、暗がりの中に優子の姿は見えない。

「いないの？」

　手を洗いながら、優子が本当にいないことを感じ取った七夏は、一気にぞわっと背筋に冷たい感覚が走った。急いでここから出ようと、歩き出す。

「待っててって言ったのに。…………何、これ……血？」

　靴の裏がぴしゃっと濡ぬれた音を立て、それを見下ろした七夏の目に、黒い液体が映る。

　床一面に広がるそれを見た瞬間、彼女は絶叫した。







「それで、宇佐美がいなくなったのか」

　早風はやては難しい顔で考え込みながら、勘かん作さくに訊たずねた。

「おまえ、そのときどこにいたんだよ」

「おれ？　おれは他ほかの部屋を見てたんだ。別に変わったところなんかなかったぜ」

　勇気があるというか、完全に逸脱しているというか、勘作の恐怖心のない行動に、早風も思わず呆あきれ顔がおになる。

「だからさ、委員長が勝手に帰ったってこともありえるだろ」

　勘作がきっとそうだと思っているのに対し、早風は逆を考えていた。

　他人を放ほうって、何も告げずにいなくなるなんてことを、あの優子がするだろうか。

　同じように思っているのか、七夏が言い募る。

「違うよ。宇佐美さん、途中からいきなり声がしなくなったんだよ。おかしいよ。それに、入ったときは床も濡れてなかったし、あんなにいっぱいの血、あたし初めて見たよ。絶対、変だって」

　そのとき、後ろからこよりが早風はやての袖そでを引っ張った。

　顎あごをくいと動かし、トイレの方角を指す。

「ああ、じゃあさ、そのトイレ、おれ達で見に行ってくるよ。もしかしたら、戻って来てるかもしれないし」

　早風が手を挙げると、七夏なのかは愕がく然ぜんとした表情で身震いした。

「あ、あたしは嫌よ。もうあそこには……」

「じゃあ、勘かん作さくと玄関で待っててよ」

　早風が言いながら、さっさと歩き出す。

　それにこよりも付いて来る。

「おい、おれも行くぞ」

　勘作まで付いて来そうになったので、早風はこよりを先に行かせて、彼を壁際へ引っ張った。

「勘作、ちょっとこっち」

「なんだよ」

「あの子、かなり怯おびえてるから、一人にはできないだろ」

　早風が言うと、勘作はポケットからデジタルカメラを取り出した。

「そうは言っても、これはもしかしたらピューリッツァー賞ものの大事件――」

「勘作！　そんなこと言ってる場合じゃないだろ！」

　それを遮って、早風が本気で怒声を上げると、さしもの勘作も後ずさった。

「わかったよ、わかったって。玄関にいるよ、あいつと」

　早風に真剣に睨にらまれて、勘作はどうどうと両手を挙げて制した。





　勘作と七夏を玄関ホールに残して、早風とこよりはトイレに向かっていた。

「参ったな」

「それはこっちの台詞せりふよ。人間ごときが、恐こわいもの見たさに首突っ込むからよ」

　面倒なことになって、こよりのご機嫌は下降ぎみだ。

「仕方ないだろ」

　早風だって、勘作たちがいるとは思っていなかったのだ。

　廊下の端に男女分かれた戸を発見し、こよりが躊躇ためらうことなく入って行く。

「ここがトイレね」

　早風も続いて女子トイレに入って行った。

　三つある個室の戸はすべて内側へ開かれていて、手洗い場の大きな鏡には曇り一つない。

「別に変わったところはないな」

　早風が見回しながら言うと、しゃがんで床を見ていたこよりも頷うなずいた。

「血けつ痕こんもなし」

「鉋かんなさんの見間違え……じゃないよな」

　優ゆう子この痕こん跡せきがないのが良いことなのか、それとも悪いことなのか量りかねている早風はやてに、こよりが言う。

「そうね。僅わずかだけど、妖よう気きが残ってる。それに、ここの妖よう魔またち」

　こよりの見ている方を、早風も見上げると、天井にびっしりと低級の妖魔が張り付いていた。

「キシシシ」

「キャヒヒヒ」

「アヒャヒャヒャ」

　ヤモリのように両手足で天井にへばりついた小さなものが、すべて顔をこちらに向けて、にやにやと嗤わらっているのだ。顔はそれぞれ違っていて、鬼のように角が生えた人間らしき顔や、鼻の突き出た顔、嘴くちばしがある顔など、同じものは二つとない。

「うわっ！」

　よく見ると気持ち悪さが募って、早風は身の毛もよだつ思いになった。

「ちょっと祓はらってみて」

　こよりが早風の後ろへ回って言う。

「いいのか？」

「修行の成果を試すには、うってつけでしょう。それに、どうせ、あたし達がここに入ったことは、こいつらの密告でバレてるわよ。構わないからやって」

　早風はそれなら、とその場で足を僅かに開いて直立不動の体勢を取ると、両りよう肘ひじを上げ、手のひらをパン、と小気味良い音と共に打ち合わせた。

　拍かしわ手でによって、合わせた手の間から波のように清浄な空気が湧わき上あがる。

　あの三日間の手て酷ひどい仕打ちにしか思えなかった修行のおかげか、早風の口からよく響く凛りんとした声が出た。

「服まつろわぬもの」

　一言目を唱えた直後、天井の妖魔たちがざわめき始めた。

　間違えないよう、窮きゆう奇きの波は旬じゆんに習った言葉をゆっくりと口にする。

「禊みそぎ、逐やらう。禊、逐う」

　妖魔たちが身体からだをくねらせ、ギイギイと鳴き始めるが、早風は構わず、言こと霊だまを放つ。



「曲まが事ごとも千ち早はや振ぶる、

　　　　　神の響と動よみに振ふる動ゆると振る動る」



　早風の合わせた両手のひらの間から、白い風のように吹き上がった清らかな空気が、言葉通り、寄せては返す波となって、部屋の中を満たしていく。

「振ふる動ゆると振る動る」

　溢あふれ出でたその白い風を浴びた途端、天井に張り付いていた妖よう魔またちの一部が、霧散するように消えていき、さらに残りが、さあっと壁の向こうへと素早い動きで通り抜け、逃げて行った。

「綺き麗れいになったわね」

　廊下側から見ていたこよりが言うと、早風はやては振り返らずその体勢のまま言った。

「追い払っただけだから、この洋館の中にまだまだいると思うけど」

「それでいいのよ」

　まるで掃除されたかのようなトイレに入り、一瞬だがこよりは苦しそうに顔を歪ゆがめた。

　さすがに妖魔を消滅させるほどの浄化された空気は、身体からだに応こたえるのだろう。

「ここ、見て、早風」

　だが、天井の一部を指差し、早風に示す。

　手洗い場のちょうど中央から、廊下とは反対側の壁へ向かって、天井にまっすぐ血の跡が付いていた。

「なんだ、これ。赤いけど、こんなところに血が？」

　眉まゆを寄せる早風に、こよりは鋭い目でそれを見つめながら言う。

「引きずった跡よ。いいんちょは、確かに何かに連れ去られたみたいね」

　天井を引きずったなんて、通常ならありえないことだが、相手は妖よう怪かいだ。

　ありえないことの方が多い。

「これ、宇う佐さ美みの血かな？　大丈夫なのかな……」

　早風に訊きき返され、こよりは顔を顰ひそめた。

「知らないわよ。それに関係ない。あたし達の仕事は決まってるでしょ」

「魂こん魄ぱく回収……」

　ぼそっと早風が呟つぶやく。

「そうよ。いいんちょなんてどうでもいいもの」

「そういうわけにいかないよ」

　すぐさま早風が言い返すと、こよりは天を仰ぐようにして大声で言った。

「まった、始まった！」

「何がだよ」

　憤然としている早風に、こよりは人差し指を突きつけ、諭さとすように言い放つ。

「いーい、ここは親切を発揮する場じゃないの！　人助けなんかしてたら、早風の方が死ぬかもしれないのよ。妙なこと考えないで、魂魄回収に全力を注いでよ！」

　だが、早風はがんとして譲ることはできないとばかりに言い募る。

「宇佐美は友達だ」

　そのとき、ふいにこよりの中の何かのセンサーが働いて、彼女は顔を強こわ張ばらせた。

「……美人なのね」

「えっ!?」

「美少女なんでしょ」

　探るように、じとりと睨にらまれる。

「…………」

　そんなことを聞かれても、早風はやてとしては答えようがない。

　優ゆう子こは美人というか、可愛かわいいタイプなのだが、そうだと言っても、そうじゃないと言っても、なんだか角が立つような気がするのは、自分だけじゃないはずだ。

　だが、それが逆にこよりの苛いら立だちを助長させることになった。

「なんで、黙るのよ！」

　言いながら、なぜか両手で首を掴つかまれ、さらにぎゅうぎゅう手加減なしに絞られる。

「く、首を絞めるな……」

「ホントにむかつく。これだから人間の男って！」

　腹立ちまぎれに息の根を止めようとでもしていたのか、本気で早風の意識が遠のきそうになったとき。

「キャアァァァッ!!」

　廊下の外から悲鳴が上がった。

　急いで、早風とこよりが声の上がった玄関ホールに駆けつけると、そこには七夏なのかが小さくうずくまって座り込んでいた。

「もういやァッ!!　帰してェッ!!　家に帰らせてよォッッ!!」

　泣なき喚わめいている七夏の前に、早風がしゃがみこむ。

「ちょ、おいっ！」

　肩を掴むと、七夏はようやく顔を上げた。

「どうしたんだよ！」

　涙でくしゃくしゃになった顔で、七夏はまだ嗚お咽えつを洩もらしている。

「ふっうっうっ……」

「なぁ、勘かん作さくは？」

「ひっ、ひっく、い、いなくなっちゃった……」

　なんとかそれだけ答えて、七夏はまたボロボロ涙を零こぼしている。

「いなくなったって、なんで？」

「知らないわよぉ」

　そしてまた号泣。

　さしもの早風も、困ってしまって、立ち上がるとこよりを振ふり返った。

　一方、こよりはなんとも言えない表情をしている。

　どうしたらいいのかわからず早風が黙っていると、こよりは徐々に俯うつむいていったかと思いきや、急に顔を上げ、爆発したように叫んだ。

「メンドくさいッ!!」

「こ、こより、落ち着け」

　どうどうと馬を御すように、早風はやてが押さえつける。

「これだから人間って嫌なのよッ!!　足手まといも甚だしいってこのことよ！　もうっ！」

　その手を振ふり払って、こよりは激高したまま腕を組むと、そっぽを向いた。

　――泣なき喚わめく女子に、憤慨するパートナーって……。

　早風としても、とっくに自分の限界を超えた状況だ。

　しかも、この中で唯一まともに状況判断ができるのが、どうやら自分だけというのが、空恐ろしい。

　とにかく自分がしっかりしなければ、と早風は一度、大きく深呼吸をすると、泣いている七夏なのかにやさしく話しかけた。

「ねぇ、おれたち二人を探してくるから、ここで動かず待っててくれるかな？」

「ふっえっえっ、帰りたいよぉ」

　聞いているのかいないのか、七夏は泣くばかりだ。

「…………」

「…………」

　困惑しながら早風がこよりを見ると、彼女は七夏を逆三角に吊つり上あげた目で睨にらみつけていた。

　明らかに面倒な女めと思っている表か情おだ。

「勘かん作さくのヤツ、一緒にいてやれって言ったのに」

　ぶつぶつ言いながら、早風が七夏から少し離れて、こよりに訊たずねる。

「どうする？」

　こよりはまだ不機嫌そうに言った。

「どうするも何も、あたしたちがやることはわかってるでしょう」

　そんなこよりに言い聞かせるように、早風が穏やかな声で告げる。

「魂こん魄ぱくの回収もだけど、二人のことも助けないと」

「そんなの知らないわよ！　人間を助ける仕事じゃないんだからね」

　そうは言っても、二人を捨て置くなんてことはできない。

「おれは二人を助ける」

　断固として早風が言う。

「ちょっと、魂魄を袋に入れるのが早風の仕事でしょ！」

「その前に、二人を助けないと」

　ああ言えばこう言う、で二人の意見はまったくの平行線だ。

　ついに、こよりがぶち切れて叫んだ。

「わ・が・ま・ま!!　だから人間、嫌いなのよ！」

　ついにむっとした早風も言い返す。

「そっちだって、人間の家にやっかいになったりしてるだろ！　困ったときはお互い様って言葉、知らないのかよ！」

「知らないわよ！」

「じゃあ、覚えろ！」

「なんですって！」

　二人がぎゃあぎゃあ言い合っていると、いきなりリビングの方から廊下をとととっと何かが駆けてきた。

「よお！　吾わが輩はいも手伝いに来てやったぞ」

　ところが、窮きゆう奇きの波は旬じゆんが後足で立ち上がった途端、顔を上げた七夏なのかがそれを見てしまった。

　愛想笑いのつもりなのか、波旬がにま～と口を真横に広げて見せる。

「キャアアァァァァァッッ!!」

　七夏は脳天まで響くような大音量で悲鳴を上げると、ぱったりとその場に倒れてしまった。

「あ！」

「あらら」

　早風はやてとこよりも言い合うのを止やめて、七夏を見る。

　近寄って行った波旬が、彼女の顔に鼻先をくっつけて言った。

「気絶しておりますな」

　思わず、早風とこよりは同時に、深く重い溜ため息いきをついた。





　連れ歩くには無理があったので、ある意味、七夏が気絶してくれて助かったのだが、早風は彼女を壁際に寄せると、もう一度、しっかり波旬に命じた。

「波旬、絶対に目を離さないでくれよ」

　細長い猫のような肢体を丸くして、ちょこんと七夏の隣りに座った波旬が頷うなずく。

「うむ。妖よう魔まどもに悪さされぬように見ておればいいのだろう」

「うん、頼むよ」

「わかり申した」

　波旬に七夏のことを頼むのは気がひけたが、それ以外に手がないのだから仕方がない。

　早風はこよりと共に、今度は勘かん作さくのことも捜さなければならないのだ。

「あの子、あんな恐こわがりじゃ、新聞屋なんて務まらないんじゃないかしら」

　こよりの七夏に対する辛しん辣らつな口ぶりに、早風がフォローを入れる。

「仕方ないだろ。恐かったんだから」

「恐いんだったら、最初からこんなとこ入らなきゃいいのに。好奇心は友人を殺すって知らないのかしら」

「それ、猫じゃなかった？」

「この場合は友人よ」

　今度は二階に上がってみることにして、二人は木製の手て摺すりの階段を目指した。

「それにしても、いっぺんに捕まえるわけでもなく、こそこそ一人ずつ攫さらうなんて、どういう妖よう怪かいなんだ？」

　早風はやての疑問に、こよりも肩を竦すくめる。

「さぁね。でも三人が二人になり、二人が一人になった。次に起こることは？」

　好奇心が浮かんでいるようにも見える丸い目で問いかけられ、早風はつられたように微笑して答えた。

「そして誰だれもいなくなった？」

「いいえ。いなくなるのは人間だけ。残るのは……」

　その先を早風が継ぐ。

「妖怪こよりと、その仲間たち、か」

　こよりは盛大に髪を躍らせるように頭かぶりを振ふった。

「ああ、やだやだ。生きた人間喰くうようなヤツにまともなのいないのよねぇ」

　階段を昇り始めると、早風の足元で木製の踏み板がギシギシ鳴った。なぜかこよりの足元では、音は鳴らない。

「二人が喰われる前に助けないと」

　早風が言うと、こよりは前を昇りながら、興味なさそうに返した。

「どっちでもいいわよ」

「よくないって」

　そのとき、階下の玄関広間から、声が響いてきた。

「何か食べ物の話ですかなー？　今日の夕ゆう餉げの献立ですかなー？　久ひさ方かたぶりに肉を喰たべたいと波は紋もんも申しておりましたが、そよ殿がなかなか頑かたくなでして、もしよろしければ早風殿に説得していただければとぉー」

　波は旬じゆんが聞き耳を立てていたらしい。

　もう早風もこよりも無言で、階段を昇ることにした。



    

  
    
      


第五章　暖炉と安楽椅子ロッキングチェアの夜更け



「早風はやて、この階段やけに長くない？」

　こよりは昇ったはずの階段を、今度は階下に向かって降りていた。

　それに付いて行く早風も頷うなずく。

　二人は、二階へ上がったものの、すべての部屋を回り終え、今度は突き当たりの別の階段を下へ向かって降りているところだった。

　どの部屋も最近まで人が住んでいたにしては荒れ果て、暗い中で低級の妖よう魔またちの棲すみかと化していた。

　しかし、優ゆう子こと勘かん作さくがいた気配がなく、二人は唯一残った階段へと足を踏み入れたのだ。

「一階よりさらに下ってる感じがする」

　答える早風の視力では、壁を這はいずる小さな妖魔たちの放つ青白い光以外、なんとか足元の階段が見える程度だ。

「地下室へ繋つながってるんだわ」

　こよりは時折、靴で妖魔を蹴け散ちらしながら、どんどん降りて行く。

　だが、降り切った場所で、二人は立ち止まってしまった。

　そこは二メートル四方もない突き当たりになっていたのだ。

「行き止まりね」

　こよりが腑ふに落ちないといった表情で呟つぶやく。

　そのとき、早風は妙な風の流れと共に、嫌な臭においを感じ取った。

　階段の上では感じなかった臭いだ。

　首を左右に振ふり、探るように見回しながら早風は言った。

「何か臭わないか？」

「処女の生き血の匂におい？」

　こよりが、にやりと笑みを浮かべて訊きき返す。

「やめろよ、気味悪いな」

「冗談よ」

　くすくす笑われ、早風は顔をしかめ、諌いさめるように返した。

「ブラック過ぎだから」

　妖よう怪かいのジョークだからブラックなのか、こよりのセンスなのか、どちらにしろこの不気味な洋館の中で、冗談にまで付き合えそうにない。

　早風は心底、そう思いつつ、こよりから顔を背ける。

　そのときだった。また何気ない空気の中に、異物の臭いが混じる。

　誰だれも気付くことのないだろう微風が、早風の頬ほおを掠かすめ、確かに鉄の臭いをもたらした。

　風は早風の前の一枚の壁板の隙すき間まから洩もれてきているようだ。

　近づき、そっと手を触れる。

　それを見たこよりが、早風はやての真横に歩み寄った。

「何か見つけたの？」

「ここから風が吹いてるみたいだ。血の臭においがする」

　言われてこよりが壁に鼻を近づけ、くん、と臭いを嗅かいだ。

「そう？　そんなような気もするし、何も感じないような。というか、妖よう気きが多すぎて鼻がおかしくなってるみたい」

「そうなのか？　おれには、はっきり臭うんだけど」

　首を傾かしげるこよりに、早風が壁板を手でこんこんとノックしてみせる。

「軽い音。向こうに空間があるのはわかった」

　こよりはうんと頷うなずくと、早風に手を翳かざして下がるよう指示する。

「今度はあたしの番ね。退どいてて。簡易召しよう喚かんするから」

　次の瞬間、こよりは自分のスカートの中に手を突っ込んだ。

　早風の目が丸くなる。何度見ても、慣れそうにない。

　ガーターベルトに付いている鞘さやから小刀を抜くと、彼女は躊ちゆう躇ちよすることなく、目の前の壁板に向かって、それを力一杯、突き刺した。

　そして、両手の指を組み合わせたかと思うと、ものすごい速さで組み方を変えていく。

　それと共に、小刀の周りに漆黒の呪じゆ印いんのような輪が広がった。

「百ひやく八はち役やく、こより！　青あお鷺さぎ火び、招しよう聘へい！」

　早風は今までの経験からして、またきっととんでもないものが出てきて、火炎に晒さらされることを予期し、後ずさるだけでは足らず、階段を何段か昇って待機する。

　そんな早風の目の前で、壁板に浮かんだ文様から、小さな青白い丸いものが飛び出してきた。

　いつもならこよりが手を文様に突っ込んで、中にいる妖よう怪かいを引きずり出すのだが、それは自ら文様をくぐり抜け、ぽよ～んと出て来ると、ふわふわと周りを漂った。

　親指の先ほどの大きさしかない青白く燃える玉だ。しかも、それに二つ目が付いている。

　まん丸な目が、きょろきょろと動き、こよりを見つけるとふわふわ飛んで、彼女の頭にぽよよんと降り立った。

「何……これ……」

　唖あ然ぜんとしている早風に、こよりが小刀を壁板から引き抜き微笑ほほえむ。

「何って、青鷺火よ。可愛かわいいでしょ」

「…………」

　頭に乗った小さな焔ほのおを指差されて、早風が無言になると、こよりは口を尖とがらせた。

「ちょっと、何よその反応」

「かっこよくあたしがやるわ的な態度だったからって、おれは期待しすぎたみたいだ」

　正直に早風が、ふう、と溜ため息いきをつくマネをする。

「ちょっと、ちょっと！　何勝手に落胆してんのよ。ただ可愛かわいいもの見せるために、あたしがやったみたいに言わないでよね。失礼しちゃう」

　しかし、こよりの頭に乗った青あお鷺さぎ火びは、その言葉に反して、目を小動物のようにパチパチさせ、今度は前にいる早風はやてをじいっと見つめたかと思うと、彼女の頭上でぽよよんぽよよんと跳ねてみせた。

「これが役に立つとは、到底思えないんだけど」

「役に立つのよ！」

　心外だわ、とぶつぶつ言いながら、こよりが頭からそっと青鷺火を手のひらに乗せて下ろす。

「さあ、早風に見せつけるのよ！　玉たまちゃん！」

「……その名前からしてさ…………」

　しかし、早風が呟つぶやくのとほぼ同時に、青鷺火はこよりの手のひらからふわりと浮き上がると、突如、ボフンッと青い透き通った火焔を爆発させ、三倍ほどの大きさになった。

「うわッ!!」

　早風が爆風に煽あおられ、階段にへたり込む。

「さあ、やっておしまい！」

　なぜかノリノリになっているこよりの前で、さらにボフンッ、ボフンッと二度ほど爆発すると、青鷺火はあっという間に早風の背丈の半分ほどになった。

　そして、壁板に向かって体当たりする。

　たった一度の攻撃で、壁に大きな穴が空き、青鷺火は向こう側へと転がって行った。

「やったぁ!!」

　こよりが両手を高くして、歓声を上げる。

　――いや、何その力技……。

　てっきり焔ほのおで壁を燃やすのかと早風は思っていたので、シンプルすぎる攻撃に目が点だ。

「玉ちゃん、もういいわよ。戻っておいで」

　こよりの呼びかけに、青鷺火は重さで飛べないのか、ころころ転がって戻って来た。大きな二つの目が、ぎょろぎょろと動いて、気持ちが悪い。

　そして、大きくなったときと同じように、ポフッ、ポフッ、ポフッと三度ほど小さく破裂すると、また親指の先ほどの大きさになった。

「いい子ね。戻っていいよ」

　手のひらに青鷺火を乗せると、こよりは、ふっと息を吹きかけ、その小さな焔を消した。

「死んだの？」

　早風が階段に座り込んだまま訊たずねる。

「まさか。異い骸がいの園そのに戻ったのよ」

「そ、そう……」

　まだ呆あつ気けに取られている早風を置いて、こよりは小刀をスカートの中に仕し舞まうと、さっさと穴を空けた壁の中へと入って行く。

　のろのろと立ち上がり、早風はやてが後を追おうとする間もなく、壁の向こうからこよりが叫んだ。

「一人みっけ！」

　その声を聞いて、早風も急いで穴をくぐり抜ける。

　そこは普通の部屋だった。

　中央には大きなダイニングテーブルが置かれ、六脚の椅い子すが並んでいる。

　窓のない室内の頭上には、丸い笠かさの照明があったが、それは点ついておらず、替わりにテーブルの上にある燭しよく台だいに蝋ろう燭そくの火が灯ともっている。ほとんど溶けてしまった蝋燭のせいで、焔ほのおは今にも消えそうに燭台の皿の中で蠢うごめいていた。

　その明かりに照らされて、小さな横顔がテーブルに額を寄せるように俯うつむいているのが早風にも見えた。

「宇う佐さ美みッ！」

　慌てて彼女に駆け寄る。

　椅子に座った委員長こと宇佐美優ゆう子こは、黒く細い糸のようなもので後ろ手に背せ凭もたれに縛り付けられていた。

「ん？　宇佐美って？」

　そこで、こよりがハテ？　と首を傾かしげる。即座に、思い出して、こよりは大声を上げた。

「あ―――！　いつぞやの保健室の女！」

　優子を指差し、目を瞬まばたかせる。

「気づいてなかったのか？」

　優子を縛る糸を解ほどきながら、早風が言うと、こよりはわなわなと唇を震わせた。

「知らないわよ！　いいんちょとかいうのが、あの保健室の女だったなんて！」

「別にいいだろ」

　そんなこよりに目もくれず、優子を助けている早風がぶっきらぼうに返す。

　こよりはムッとして、口を尖とがらせると、そっぽを向いた。

「そうね。別にいいわよ。いいんちょが宇佐美で、宇佐美が保健室の女でも。あ、あたしには関係ないもんね」

　腕を組み、顔を背けたままでいるが、なぜか気になって、横目でちらりと優子と早風を見てしまう。

　早風が必死になって助けたいと言っていた女が、保健室でいちゃついていた相手だったとわかっていたら、わざわざ助けに来たりしなかったのに、と心の中で思って、こよりはハッとした。

　――いやいやいや、早風が彼女を助けるために必死になってたのでも、別にいいじゃない。

　――そうよ！　あたしにはそれこそ関係ないことだもん。

　ぶんぶんと頭を振ふり、変な考えを振り払おうとするのだが、なぜかもやもやが胸の内に居座っている。

　そこで、ようやく早風はやてが優ゆう子こを縛っている糸を外し終えて言った。

「こより、ちょっと」

　呼ばれて、余よ所そを向いたままのこよりが訊きき返す。

「なによ」

　声は不機嫌だが、呼ばれてドキッとしたのはなぜだろうか。

　――いやいやいや。

　こよりがまた頭を振る。

「おい、こよりって」

「だから何よ！」

　振り返ったこよりは、いきなり早風の顔が真ん前にあったので、びっくりして目を瞠みはった。

「どうかしたのか？」

　心配そうに覗のぞき込こまれ、急に恥ずかしくなる。

　黙って、ぶんぶんと頭を振るこよりに、早風が腕を掴つかんで引っ張った。　

「手伝ってくれ」

　文句を言おうにも、言葉が出てこないまま、こよりは優子の側そばまで連れて行かれた。

「宇う佐さ美み、宇佐美……」

　早風の声にも答えず、椅い子すの上でぐったりとしている優子は、テーブルに頬ほおをつけたまま微動だにしない。

　そんな優子をちらっとだけ見ると、こよりは自分の腕をじっと見下ろした。まだ早風が掴んだままなのだ。

「どうしよう、生きてはいるみたいだけど……」

　本当に心配そうな早風に、こよりは渋々、優子を見る。

　彼女は左頬を血で染めていたが、もうその出血は止まっているようだった。

「……気絶してるだけよ。それより、頭を殴られたのね。だから出血が多かったんだわ」

「大丈夫かな？」

　まだ不安げな早風に、イラッとしたこよりが強い口調で言い返す。

「これぐらいなら、かすり傷よ。唾つばでも付けとけば治るわよ」

　しかし、すぐに慌てて言い直した。

「ちょっと、冗談よ！　本当に唾なんて付けたら怒るわよ！」

「付けないよ」

　そこで早風は、ようやくこよりの腕を放した。

　優子の怪け我がの具合を看みようとしたのか、彼女の髪に手を伸ばす。

　こよりは、その手を見つめたまま言った。

「そんなことより、もう一人の人間を捜さなくていいの？」

　早風はやては勘かん作さくのことを思い出し、優ゆう子この頭に触るのを止やめた。

「そうだ！　勘作は!?」

　部屋を見回す早風だが、このダイニングらしき部屋にいたのは優子一人だけだったらしい。

　いい加減、人助けに嫌気が差してきたこよりが言った。

「ねぇ、あの報道の鬼か牛か知らないけど、あいつは放ほうって置けば？」

「そういうわけには――」

　同じように部屋を見渡していたこよりは、早風の言葉が途切れたので、振ふり返り驚いた。

「いかない」

　と言って曲げていた膝ひざを立たせた早風の背中には、優子が背負われていたのだ。

「う、嘘うそでしょ……。背負って行くの？」

　優子を背負ったまま、早風が先に歩き出す。

「まずは宇う佐さ美みを玄関まで運んで、鉋かんなさんと一緒に波は旬じゆんに見ててもらう」

　言いながら、早風はさっさと穴をくぐって、階段を昇り始めた。

「確かに、それが合理的……だけど……さ」

　ぽつんとダイニングに置き去りにされ、こよりが呟つぶやく。

　また胸の中がぐるぐる嫌な気分で覆おおわれていくのは、なぜなんだろうか。

　そして、階段を昇る早風を前に、こよりは一人、口を尖とがらせ「ちぇっ」と愚痴た。





　階段を昇る早風には、そんなこよりの声は届いていなかった。

　とにかく、優子を玄関まで運び、勘作を捜さないとと思っていたからだ。

　だから、階上にいる人物に、早風はぎりぎりまで気づかなかった。

　優子を背負うことで、足元を見るのに懸命になっていたせいもある。

　気づいたとき、早風は最後の段のその上に、二つの黒く汚れた裸足はだしを見た。

　顔を上げた早風の目に、焦げ茶の古そうな裾すその長いワンピースを着た、皺しわ深ぶかい痩やせた老ろう婆ばが映った。

「なっ!?」

　言葉にする間もなく、早風が目を見開いた直後、後ろからこよりが叫んだ。

「人間じゃないッ!!」

　そのときには、早風に老婆の手が迫っていた。

　細い枯れ枝のような腕が、すうっと動いたかと思うと、早風の肩口をトンと押した。

「うっ…………」

　優子を背負って、重心が不安定だった早風の身体からだが、ふわっと浮いたように後ろへと傾く。

　そして、スローモーションのように、早風はやての足の裏は階段を離れて、優ゆう子こともども重力に従い二階分もある長い階段の下へと落ちていった。

「わああぁぁぁぁッッ!!」

　叫びながら、早風は腰の曲がった小柄な老ろう婆ばが、そこでにたりと嗤わらうのを見た。

　だが、視界はすぐに老婆を外して天井へと移ってしまう。

「早風ッ!!」

　数メートル下を昇っていたこよりは抱き止めようとしたが、優子と二人となるとさすがに無理がある。

　とっさにこよりは優子だけを早風の背中から引き取り、そこでさらに体勢を崩した早風が転がり落ちて行った。

「うう……」

　強引に両腕で転がる身体からだを止めたため、真下まで落ちずに助かったが、早風は三分の二ほど落ちた所で倒れ伏した。

「早風、大丈夫!?」

　優子をその場に置いて、こよりが駆け下りてくる。

「おれは平気。それより、宇う佐さ美みは？」

　落ちたのは自分の方なのに、こんなときまで優子の心配をする早風を、こよりは憮ぶ然ぜんとした表情で見返した。

「……大丈夫よ。うまく受け取ったから」

「そうか、よかった」

　安あん堵どしている早風には悪いが、こよりはやっぱり無理にでも二人を受け止めるべきだったと後悔していた。

　胸を打ったのか、早風は息苦しそうにしている。

　こよりが怒りに震えるまま、階上を見上げる。

　老婆はまだそこに佇たたずんでいた。

　だが、次の瞬間、年齢に不相応な素早さで廊下を駆け出した。

「っんの、待て、ババァ!!」

　怒号を上げ、こよりが階段を一気に駆け上がる。

「ちょっ、こより、口悪い……」

　そんな早風の声も無視して、こよりは一段抜かしで階段を上がり切ると、老婆を追って廊下を行ってしまう。

「待てぇぇぇッッ!!」

　声だけが、洋館に響き渡っている。

　――こよりなら、大丈夫だよな。

　早風は、なんとか階段の途中に寝かされたままの優子の所まで行こうと身体を起こした。

　そのとき、眩暈めまいのように意識が飛んで、そのまま階段に突っ伏して気を失ってしまった。





「ごめん、早風はやて。取り逃がしちゃった……」

　珍しく面目なさそうに戻って来たこよりは、階段に倒れている人物を目にして、それからきょろきょろと辺りを見回した。

「早風？」

　そこに倒れていたのは、女子が一人だけだったのだ。

「いいんちょ……一人……だけ？」

　そこで、目を見開いたこよりは、本当に早風がいないことに気づいて大声で叫んだ。

「早風ッ!?」

　しかし、返ってきたのは静寂だけだった。







　……ギイ、ギイ、ギイ…………。

　何かが軋きしむ音がずっと響いていた。

　ゆっくりと、時計の振ふり子のように一定の間隔で。

　ギイ、ギイ、ギイ………………。

　それは鳴り続けている。

　早風が頭痛の中で、重い瞼まぶたを持ち上げると、室内は橙だいだい色いろの薄ぼんやりとした光に覆おおわれていた。

　優ゆう子こが捕まっていたダイニングと同じ程度の光だ。

「うっ……頭……痛ぇ…………」

　なんとか頭だけ動かすと、辺りの様子を見回す。

「なんだ、ここ……」

　天井の高い部屋だった。もちろん見覚えなどない。

　自分の身体からだが動かないことに気づき、早風は四肢を見下ろした。後ろ手に縛られているらしい。さらに両足も括くくられている。使われている黒く細い糸は、優子が縛られていたものと同じだ。どうやら今度は自分が捕まってしまったことに、早風は気づいた。

　横になった身体の下にあるのは埃ほこり臭くさいマットレスだ。

　視線で足を括っている糸を辿たどると、それはベッドの足元のパイプに繋つながっていた。

　身体をもぞもぞと動かし、視点を変える。

　自分が寝かされているベッドの横に、もう一つ同じようなベッドが並んで置かれていた。

　そこに、誰だれかが転がっている。

「勘かん作さく!?」

　思わず声を上げると、早風はハッとして口を噤つぐんだ。

　今まで気づかなかったのだが、背後からかすかに、途切れ途切れの鼻歌が聴こえてくる。

　寝転がったまま身体からだを反転させ、部屋の反対側に目をやる。

　ベッドから数メートル離れた場所に、作り物の暖炉と、その前方に木製の古い安楽椅子ロツキングチエアが見えた。陶器の作り物の暖炉に、当然火などは点ついていない。

　だが、その椅い子すに腰かけて気持ちよさそうに揺れている人物は、早風はやてを縛りつけている黒く細い糸とかぎ針を手に、鼻歌まじりに編物をしていた。床に落ちている糸の束を見た瞬間、早風は思わずぞっとした。糸だと思っていたのは、長い髪の毛だったのだ。

　暖炉の上に置かれた蝋ろう燭そくの火が照らし出すのは、自分を階段から突き落とした犯人、あの老ろう婆ばだ。

　――こよりが人間じゃないって、叫んでたな。

　だとすると、この洋館に棲すみついた妖よう怪かい。それも人間の姿をしていることからして、かなり高位の妖怪だろう。



『ひと～つ、ひとりじゃ足らんほど～

　ふた～つ、腐乱死、美お味いしいぞ～

　み～っつ、血肉を啜すすりたい～』



　不気味な歌を歌いながら、編物をしている老婆の髪は、床につくほど長く、異様に捩ねじれてのたうっている。編物に使っている髪とは色が違うため、糸にしているのは誰だれかから取った髪なのだろう。

　そして、その丸めた髪の束の側そばに一匹の猫が体を横たえるようにしてくつろいでいた。毛並みの綺き麗れいな黒猫だ。

　早風は、猫が床に伸ばしている尾を見た。途中から二本に裂けている。

「あの猫……あのときの猫ねこ又またか」

　以前、この洋館に来たときに見失った猫又と、多分同じヤツだろう。

　そうそう猫又がいるわけもない。

　黒い猫又は、早風が起きていることに気づいたのか、体を動かすことなく目だけをこちらに向けてきた。その黒く丸い目に晒さらされると、さらに寒気が増す。冷淡な眼まな差ざしで早風を注視しながら、猫又はゆっくりと立ち上がって老婆の髪を口で引っ張った。

　今度は老婆が猫又を見、そして早風に視線を向ける。

『起きたのかえ。起きたら起きたと言わないといけないよ』

　老婆は嗄しやがれ声ごえで言いながら、持っていた髪とかぎ針を椅子に置いて、こちらへゆっくりと歩いて来る。

　早風はとっさに口をぱくぱく動かし始めた。

『おまえの連れ、あれはどこの妖怪だろうね。人間の手助けをしようなんざ、ろくなもんじゃないよ』

　魚がエサをねだるように、ぱくぱくぱくぱく、と早風はやては口の開け閉めを繰り返す。

『けど、あれはなかなか上玉の妖よう怪かいじゃないか？　人間に擬態できるんだ、高位の妖怪だろう』

　老ろう婆ばの耳障りな低い掠かすれ声を、早風は無視して口を動かし続ける。

　ベッドの真横にまでやって来た老婆は、縛られて身動きの取れない早風を白く濁った眼めで見下ろした。まったく黒い部分のない目が間近に迫る。

　それでも、早風は口をぱくぱくさせて、肺の中を空気で満たしていくことに専念した。

　小刻みに息を吸うと、肺の中は通常よりも隅々まで空気が行き渡る。

　皺しわだらけの老婆の貌かおは、人間とは違って死人のように血の気がない。

　話すことのできない早風が、ただ目だけを上げて睨にらみ返かえすと、老婆は唇のない洞うろのような口から臭くさい息を吐きながら言った。

『この眼ぇ、嫌な眼ぇしよる。若い人間、特有の穢けがれのない真まっ直すぐな眼ぇじゃ』

　そして枯れ枝のような手を伸ばしてくる。

『この眼から啜すすったるぞぉ』

　老婆の長く黒ずんだ爪つめの先が、頬ほおに触れようとした瞬間、早風の恐怖は最高に達した。

　――おれに、触るな！

　肺は完全に空気で膨れている。

　早風はできるだけ溜ためた空気をとどめたまま、口の中で囁ささやいた。

「汝なんじ、穢繁國けがらわしきくにに到いたりし時の汚垢けがれによりて成れる怪なり。その邪きたなき心、清心なる――」

　なんとか身体からだを半分ほど起こし、早風は老婆に聞こえるよう、はっきりと告げた。

「――この神い気きに禍まがれ」

　そして、頭上の老婆の貌に向かって、溜めていた息をすべて吹きかける。

　肺の中にある空気を絞り出していく。

　人間相手にすっかり気を抜いていた老婆は、早風の攻撃をまったく予期していなかったので、その息を顔面に浴びてしまった。

『ぎゃああああぁぁぁぁッッ!!』

　両手で顔を覆おおって、絶叫する。

『ひい、この男おのこ、邪気祓ばらいなどしおって。術者かぁ』

　よろよろと後ずさった老婆の貌は、火傷やけどでもしたように赤くなり、見る間に水ぶくれが幾つも浮き上がった。指の間から白い目をなんとか開いて早風を睨む。一筋縄ではいかないと思ったのか、老婆は今度は早風のベッドを回り込んで、もう一つの方に近づいた。

『なら、こっちを先に喰くうまでじゃ』

　勘かん作さくのベッドに近づいて行く。

「やめろッ！　勘作に触るな!!」

　早風が怒鳴りつけるが、老婆はベッドの際きわまで行くと、勘作を覗のぞき込こんだ。

「んん？　早風？」

　あまりに大声だったからか、気絶していた勘かん作さくが起きたらしく、彼は頭を少し動かして寝ぼけた声を出した。

「勘作ッ!!」

　早風はやての必死の声に、勘作が起き上がろうとする。しかし、自分が縛られていることに気づいたのか、勘作は「あれ？」と呟つぶやいた。

『ひいっひっ。美う味まそうな男じゃあ』

　老ろう婆ばがさらに覆おおい被かぶさるように勘作に顔を近づけると、指ほども長さのある爪つめを頬ほおに滑らせる。爪で頬を浅く切られ、勘作はチリッとする痛みに頭上を見上げた。覗のぞき込こんでいるのは、蛇のようにのたうつ髪をした老婆で、黒い爪についた血を長い舌を出して舐なめ取っている。

「うっ――――」

　短い呻うめき声ごえがしたかと思うと、早風の見ている前で、勘作の頭はコトンとまたマットレスに沈んだ。どうやら、気絶したらしい。

　いつもは『報道の前に敵はなし』と豪語している勘作も、妖よう怪かいを前にしては、ひとたまりもなかったようだ。

　――それで、勘作が気絶するほどなのに、おれは平気ってところがまた嫌だよな。

　慣らされてきているこの環境に、早風は別の寒気を覚えた。

　老婆は本当に勘作を喰くおうと思っているのか、今度は爪を首筋に這はわせる。

　そのとき、猫ねこ又またがいきなり早風のベッドの上を飛び越え、老婆の足元に降り立った。

　口から出たのは、『にゃー』でもなければ日本語でもない。

『――――――――――――』

　どこの国の言葉でもない、不思議な言語だった。

　あまりにその声は特殊で、人間の発音できる範囲を超えていた。

　だが、話しかけられた老婆の顔には戸惑いが浮かんだ。猫又に何か告げられ、それが意に反したことだったのだろう。老婆の表情は少し曇った。

『しゃあないのぉ』

　人語で老婆がそう呟く。

　そして、暖炉の方へ戻って行くと、大きな黒い袋を持ってきて、早風が見ている前で、老婆は袋を広げ、気絶している勘作をマットレスの上で転がし、その中に入れた。

「おい、勘作に何してる」

　早風の問いに答えるわけもなく、老婆は袋の口くち紐ひもをぐいぐい引いて閉めていく。よく見ると、袋の生地は髪の毛でできている。ところどころにピンクのものが挟まっているが、どうやらそれは頭皮のようだった。

『口惜しや』

　呟きながら、老婆が袋を背中に担ぎ上げる。

『残念じゃあ』

　老ろう婆ばは怪力で勘かん作さくの入った袋を背負うと、早風はやてには目もくれず、部屋を出て行ってしまう。

「勘作ッ!!　おいっ、勘作をどこに連れてく気だ!!」

　猫ねこ又またはその少し後ろを、軽やかにスキップでもしているかのような足どりで付いて行く。

「クソッ！　勘作――ッッ!!」

　部屋に取り残された早風は、ベッドの上で大声を上げるしかなかった。



    

  
    
      


第六章　猫か早風はやてか



　老婆が勘作を背負っていた頃ころ、こよりは優ゆう子こを背負っていた。

「ああ、重い。人間ってなんでこんなに重いのかしら」

　がに股またで踏ん張った足が、美少女妖よう怪かいこよりちゃんを自負する本人にしては、格好悪すぎて嫌になる。妖怪といっても、火か車しやはそれほど力持ちではないのだ。妖怪にも得手不得手というものがある。

　だが、優子を置いて行けば、早風が本気で怒ることはわかっていたので、仕方なくこよりは彼女を背負って玄関まで歩いて来たのだった。

「波は旬じゆん、いるんでしょ？　これも頼み……たい……って!!」

　早風の守り手である波旬が、唯一攫さらわれなかった七夏なのかを保護しているはずの玄関には、獣が一匹、簀す巻まきになって転がっていた。

「え？」

　思わず目が点になるこよりだが、太縄でハムのように縛り上げられた波旬は、口くち枷かせまではめられて、ぐうぐう唸うなっている。

「ええっと……何してるか訊きいていいのかな？」

「ぐむむぅ！」

　怒りの唸うなりを発する波は旬じゆんに、こよりはゆっくり近づいて行った。

　そして、背中の優ゆう子こを下ろすと、まず口くち枷かせを外してやる。

　その途端、波旬は爆発したように話し出した。

「こより殿！　あやつは敵ですぞ！　あやつは、ただの人間の娘っ子ではないですぞ！

吾わが輩はいを不意打ちした上に、魔風でも斬きれない妙なもので、縛ったのですぞ！」

　こよりは波旬を縛っている縄をよく見た。

　ただの太い縄かと思ったのだが、縛った結び目に確かに見たことのない物が括くくり付つけてあった。

　それを指で持ち上げ、まじまじと観察する。小さな動物の頭の骨だ。

「ネズミの頭に見えるけど……」

　縄を解ほどいてもらった波旬は、怪け我がはないようだったが、乱れた体の毛を丁寧に舐なめて整えている。

「ネズミではないですな。こより殿、口の中をご覧ください」

　言われて、こよりが骨の口の中を覗のぞくと、そこには凶悪なほど尖とがった歯がびっしりと並んでいた。

「小さいですが、妖よう怪かいの骨ですな。珍しい」

　波旬が言う通り、妖怪にとって死は消滅を意味する。

　骨など特殊な場合を除いて、残ることもないのだ。

「波旬、人間の娘って言ったけど、それって七夏なのかって子のことなの？」

「そうですぞ。こより殿、この一件、用心してかかった方が良いですぞ」

　こよりは目を逸そらして、ふ～んと呟つぶやいた。

「ふ～ん、とは如何いかがな返事。ん？」

　そこで、波旬がきょろきょろと辺りを見回す。

「早風はやて殿はどこですかな？」

「……攫さらわれたみたい」

「なぬぅッ!!」

　波旬は驚いたせいか、尻尾しつぽをぼわっと膨らませ、憤りも顕あらわに床をバン！　と叩たたいた。

　そのとき、玄関の扉が外から、ギギギギと軋きしんだ音を立てて開いた。

　二人の人間が、暗い闇やみ夜よをバックに入って来る。

「またおまえか」

　黒い僧そう衣いに身を包んだ神父は、穢けがらわしいものを見る眼めつきで、こよりを前に言った。

「……それはあたしの台詞せりふよ」

　言い返したこよりだが、足が竦すくんだようにそこから動けなくなる。

　前回、この神父の祈き祷とうで苦しんだ記憶が甦よみがえり、こよりはこくんと喉のどを鳴らした。

　人間相手に戦うことは、冥めい閣かく府ふでは基本的に禁じられている。

　やられるばっかりなのは、さすがに癪しやくに障るが、こよりは一定の距離を保つことにした。

「フェノ神父、やっぱりこれ悪魔？」

　神父の横にいる少女が、こよりを指差す。

　子供にまで莫ば迦かにされたとあっては、火か車しやの名折れだ。

「あたしは悪魔じゃないの、妖よう怪かいよ！」

「ヨウカイ？」

　怒鳴り返したものの、神父の助手、アディソンは意味がわからなかったのか、きょとんとした目でこよりを見返しただけだった。

　気づけば、さっきまでいた波は旬じゆんが消えている。

　さっさと自分だけ逃げたらしい。

　――あのイタチ……自分だけ逃げたわね。

　むかむかと苛いら立だちながら、こよりは床に寝かせた優ゆう子こに目を向ける。

　彼女は、まだ気絶したままで、起きる気配はない。

「それより、なんだって神父と助手がここにいるのよ」

　こよりに問われて、フェノ神父が答える。

「目的は前回と同じですよ。どうやら逃げた本星がまたここへ戻って来ると預言されたのでね」

「預言……ね」

　嫌な言葉だと、こよりは思った。彼らの神は預言者をこの世界に送り込む。預言者は予言者とは違う。未来に関することを話すのではなく、神の言葉を伝えに来るのだ。ここへ行くよう指示した預言者が何を語ったのか、こよりは少し興味を持った。

　魂こん魄ぱく自体は、さほど珍しくもない人間のものだ。だとすれば、この洋館にいる妖怪が、彼らの目当てなのだろうか。それとも、また別の何かがここで起こっているのか。

　――人間の争いに巻き込まれると、厄介なことになる。

　沈黙したこよりに、今度はフェノ神父が訊たずねた。

「あなたこそ、なぜこの洋館にまた来たんです？」

「あたしは任務で」

「任務？」

「冥めい閣かく府ふの仕事よ。魂魄を回収するの」

　神父の微笑をこよりは見た。莫迦にしたような軽薄な笑い。

「悪魔が人間の魂を回収ですか」

　さも、悪魔小説によくある――願いの対価に魂を奪う――ようなものを想像されているのだろうが、こよりにしてみれば、冥閣府の仕事はそんなものではない。

「言っとくけど、あたしたちは悪じゃない。この世界の循環を担っているだけ。あなたの神様は善悪の一面しか見えないみたいだけど、世の中そんなぱっきり分かれてないのよ」

　フェノ神父の顔から笑みが消えた。面白くないとでも言うような表情で、今度はこよりの周りを窺うかがっている。

「前に一緒にいた少年はどうしたんです？」

　神父に訊きかれて、こよりは顔をしかめた。

「早風はやても一緒だったけど、連れ去られたの」

「…………」

　神父は一瞬、俯うつむき黙してから、こよりの心中まで探るような鋭い眼めで顔を上げた。

「ここに何がいるか、見たんですね」

「ええ」

　こよりが頷うなずく。

「…………」

「…………」

　フェノ神父は当然、早風を連れ去ったものの正体を知りたがっている。そして、こよりは神父の目的である本星が何かを知りたかった。二人は互いの接点を数秒で見つけた。

「教会そつちの基準では、あたしと同じ悪魔デーモンってことになるんでしょうけど、この国では、アレは古こ庫く裏り婆ばばっていう妖よう怪かいよ」

　こよりは神父に情報を与えると決めて説明した。

「年老いた女の姿をしてるわ。人肉の好きな妖怪。とはいえ、本来は死者の腐肉を喰くう妖怪だけど、今回のヤツは魂こん魄ぱくを手に入れたからか強気で、生きた人間を攫さらって喰たべることを好んでいるわ」

「それで、連れの少年をその古庫裏婆に攫われたんですね」

「早風だけじゃないわ。早風の友人もよ」

　正直に話したこよりに、神父が訊たずねる。

「あなたは、これからどうするつもりです？」

「あたしの任務は魂魄の回収。人間の生き死にになんて興味ないわ」

「…………だったら――」

　そのとき、急に神父がずかずかと歩み寄ってきたかと思うと、こよりの腕を掴つかみ、もう片方の手で優ゆう子こを担ぎ上げた。

「――ここから出ててもらいましょう」

「ちょ、ちょっとッ!?」

　玄関扉の前まで来ると、そこで神父が唱えた。

「垣を破らんクラウスム　フレギツト！」

　こよりの妖よう気きを視みる目でも、その瞬間、はっきりと扉の一部だけ結界が薄まるのが見えた。

　フェノ神父は扉を難なく開くと、こよりと優子を玄関の外に放ほうり出だした。

　ありえないことに目を白黒させているこよりを置いて、扉が閉まっていく。

「チャオー」

　内側にいるアディソンが、可愛かわいらしく手を振ふる。

　そして、扉はバタンと無情に閉じられた。結界はまた完かん璧ぺきに扉を覆おおっている。

「…………ちゃ、ちゃおって何よ――!!」

　暫しばし呆ぼう然ぜんとしていたこよりだが、扉が閉じた途端、我に返って叫んだ。

　イタリア語がわからなかったのもあるが、神父の意表をついたやり方は卑ひ怯きようの一言に尽きる。

「し、信じらんないっ」

　玄関ポーチでただ唸うなる。

「何様のつもりよ、あの男」

　こっちは情報を与えたのに、神父からは非情な退去通告。

「いいわよ、そっちがそのつもりなら、こっちだって、好きなようにやらせてもらうまでよ」

　メラメラと燃えてきたこよりの足元に、先ほどまで姿を消していた波は旬じゆんが現れた。

　神父がいたので、とっさに隠れていたのだ。

「か、火か車しやの娘っ子よ」

　恐る恐る話しかけてくる。

「何よ、波旬。自分だけ、ささっと逃げてさ。ほんっと、薄情なヤツよね」

　いまだ憤慨しながらも、こよりが睨にらみつけると、波旬は困ったように前足で頭を数回掻かくような仕草をした。

「早風はやて殿をどうかお助けください」

　波旬は珍しく、丁重な仕草で二本足で立ち上がると、ぺこりと頭を下げた。

「…………た、助けないなんて言ってないでしょ。大体、あんな神の使いなんかに任せておいたら、魂こん魄ぱくもどうなることか」

　そこで、こよりはハッと気づいた。

　――そうよ。あたしの目的は、魂魄の回収なんだから。そして、回収には早風が必要なのよ。

　――人間を助けるつもりなんか、これっぽっちもないけど、早風は取り戻さなきゃ仕事にならないんだから、仕方ないのよ！

　こよりは、一人うんうんと大きく頷うなずいた。

「波旬、いいんちょを見ててよね」

　気絶している優ゆう子こを指差す。

「わかり申した」

　波旬は律儀にもう一礼した。







　とにかく、なんとかしてまた洋館に入らなくてはいけなくなったこよりは、玄関から庭の方へと回ってみた。どこか、結界にほつれでもあれば、そこから侵入することができるはずだ。

　前庭は洋館の玄関口から、左手に壁に沿ってずっと続いていた。

　無数にいる青白い妖よう虫ちゆうたちは、高位の妖よう怪かいであるこよりから逃げ出すことはあっても、近づくことはない。それに、今はあの神父のせいで、こよりの身体からだからは憤りを表すように濃赤色の焔ほのおがゆらゆらと立ち昇っていた。

　――今度、会ったら炭にしてやる。あのメガネ神父。

　ドスドスと怒りにまかせて、こよりが進んで行くと、鬱うつ蒼そうと茂った雑草の中に大きな銀杏いちようの木が林立している場所に出た。洋館の壁には、幾つも窓が見える。そこから景色を楽しむために木を植えたのだろう。だが、窓はどれも黒いフィルムを貼はったようで、開いている窓は一つもなかった。

　そのとき、カタカタ、と何かが傾きぶつかり合う音がした。音のした方を見ると、地面すれすれの場所に、正方形の小さな窓があり、その下部が少し開いている。そこから、黒くて長いものが左右に動きながら、こちら側に出て来ようとしているところだった。

　それが背中で窓を押し上げ、僅わずかな隙すき間まから全身をにょろにょろと伸ばして這はい出だして来る。庭へと出てきたそれを見たこよりは、眉まゆを寄せて呟つぶやいた。

「アレは……猫ねこ又また……？」

　庭へと出た黒猫が、銀杏の木々の間を優雅に歩き始める。それは、闇やみ夜よの中でもはっきりと見えた。なぜなら、そいつの体からも、こよりの焔とよく似た青白いものが噴き上がっていた。妖よう気きだ。長い尾は途中から二つに分かれ、悠然とした歩みに左右に揺れている。

　――この間、取り逃がした猫又ね、きっと。

　そのとき、こよりは猫又が立ち止まって、洋館の方を振ふり返ったその先の窓から、誰だれかが手を振っているのを見た。

　影の形ではっきりとわかる。

　――七夏なのかって子ね。早風はやての友達みたいだったけど、妖怪とお友達……ね。

　黒猫はこよりに気づかず、冷淡な目で洋館を一いち瞥べつすると、ふっと嘲ちよう笑しようした。

　そして、すぐに走り出す。

「ど、どうしよう……ええっと、ええっと…………」

　こよりは幹にへばりついて、猫又を追うか、早風を助けに行くか、どちらがいいのかわからず、猫又を見て、洋館を見て、それからまた猫又を見た。

「うあどうしたらいいのよ、こういう場合」

　考えている間にも、猫又は洋館の敷地から外へ出ようと煉れん瓦が塀に近づいている。

「この間の猫又だったら、魂こん魄ぱくをどこかに隠してるはず。追わないと……威い降おりに殺される……」

『回収を失敗したら、おれの業ごう火かで塵ちり以下にしてやる』と冗談にしか思えないことを本気で言う威降だ。ここで魂魄を逃したなんてわかったら、首をキュッと絞められるぐらいでは済まないかもしれない。

「でも、早風はやてが……」

　ここで早風を見捨てて行けば、あのちょっと祓ふう魔ま術じゆつが使えるようになっただけの未熟な人間のことだ。古こ庫く裏り婆ばばの腹の中に骨まで綺き麗れいに納まってしまうに決まっている。

「ああ、どうしたらいいのよ」

　こよりは銀杏いちようの幹の後ろで、うろうろ、うろうろ、と右に行き左に行きして、途方に暮れた。当然、こうしている間にも時間は過ぎていく。

　猫ねこ又または遠ざかり、早風は古庫裏婆の餌え食じきだ。

「もうっ！　面倒臭くさいヤツなんだからッ!!」

　こよりは腕を振ふり上げた。そして銀杏の幹の後ろから出ると、洋館を後に去って行く猫又が、煉れん瓦が塀に飛び乗るのを見た。

　身軽に塀に飛び乗った黒猫が、近くの街灯で眩まばゆいほどはっきりと浮かび上がる。そのとき、猫又の前方にすうっと伸びた大きな影が、猫ではなく人の形になった。

　塀の上で、猫から人へと変化する。すぐに女性は、塀から向こうへと飛び降り、こよりの視界から消えた。だが、あの後ろ姿には見覚えがあった。

「あの女、そういうことだったのね」

　前回、この洋館に来たとき、妙な人間の男と一緒にいた女の姿をした妖よう怪かい。あれが猫又だったのだ。

「人間と妖怪が魂こん魄ぱくを集めてる。確か、威い降おりがそんなようなこと言ってたっけ。もしかして、あの神父の目的も、それに関かかわること……？」

　謎なぞが深まっただけのような気もするが、こよりは猫又が去った塀から、洋館へと向きを変えて走り出した。

「まずは、早風からよ」

　猫又が出てきたということは、あの窓だけ結界がゆるんでいるはずだ。

　こよりはようやく運が向いてきたことに、人知れず笑みを浮かべていた。







　塀の上で猫から人へと変化した猫又は、そこに停とまっていた黒塗りの車に、本来の姿のときと同じような流麗な動作で乗り込んだ。

　運転席にいるのは、以前共にこの洋館へ来たことのある青年だ。

　後部座席に座った女性に、青年は爽さわやかな外見そのままの微笑ほほえみをバックミラー越しに返した。

　そして、動き出したことを感じさせないほど、ゆるやかに車を発進させる。

　猫又はタイトな短いスカートから出た長い足を組み、それから柔らかいソファに背中を凭もたせかけると、ふくよかな胸の前で腕を組んだ。

　洋館の中に神父がいることを、すでに彼女も青年も知っていた。

　だが、わざわざ相手をする必要はない。

　あそこには、まだ仲間の一人が残っているのだ。彼女に任せておけばいい。

　洋館から出てくる前、猫ねこ又または彼女、鉋かんな七夏なのかに念押ししていた。

「七夏、本当にあなた、できるの？」

　人間の娘が、あの御お方かたの役に立つには不足があることはわかっている。

　だが、彼女がやりたいというのなら、あの方はやらせてみろと仰おつしやるに決まっている。

　家族だから。七夏もまた『数字の子』の家族の一人だからだ。

　人間の家族愛など、猫又にはまるで認知できそうになかったが、それをあの御方が望んでいるのなら、茶番であっても否定はしない。

　猫又に大丈夫なのかと問われた七夏は、強い意志を目に宿して答えてみせた。

「できるわ。火か車しやのこよりと、パートナーの茨いばら木き早風はやて。二人に魂こん魄ぱくは渡さない。古こ庫く裏り婆ばばから魂魄を奪うのは、このあたしよ」

　この洋館に魂魄があることは、実は以前からわかっていた。

　だが、それを握っている古庫裏婆は、誰だれにでも容易たやすく姿を見せる妖よう怪かいではなかったので、なかなか手出しできなかったのだ。

　今回、古庫裏婆の餌えさとなる生きた人間と、魂魄を回収する火車までがやって来たことで、隠れていられなくなったところを、猫又は手助けするふりをして、近づくことができた。

　もちろん、餌を連れてきたのは七夏だ。

　後は古庫裏婆を、あの神父と火車の二人が消してくれれば、こちらの思おも惑わくどおり、簡単に魂魄を奪だつ取しゆできるはずだ。

　まだまだこの先も続くことの、これはほんの一つに過ぎない。次の魂魄を回収するそのときまで、猫又は一眠りすることにした。目を閉じ、待っているはずの男の貌かおを思い浮かべる。

　一つでも多く魂魄を集めることが、彼の願いだ。

　今日はとりあえず終わったようなもの。とても良い夢を見られることは間違いなかった。



    

  
    
      


第七章　悪魔憑つきに、ご用心



　洋館の中では、いまだ複数の人間がうろついていた。もちろん、人間以外もだが…………。

「ここら辺にいるはずなんだけど」

　子供らしい声が残念そうに呟つぶやく。

「いませんねぇ」

　それに答えるのは、低い男の声だ。

　フェノ神父とアディソンは、洋館の二階へ上がった後、濃い妖よう気きを追って歩いていた。

　先ほどまで騒がしくしていた妖よう怪かい一匹と、女子高生を追い出したおかげで、フェノ神父はようやく本来の仕事に取りかかることにしたのだ。

「ええっと、ねぇ」

　妖気を探すのは、もっぱらアディソンの仕事だ。

　彼女は仔こ犬いぬのように小さな頭を左右に振ふり、神父の前を歩いて行く。

　しばらく行くと、廊下の奥にある部屋の一つに興味を示して、アディソンはその扉を

蝶ちよう番つがいが外れそうなほど、勢いよく開けて叫んだ。

「いたー！」

　追ってフェノ神父も部屋に入って行く。

　部屋に入ってすぐ目に飛び込んできたのは、銀細工の立派なシャンデリアだ。そして部屋の壁際に、大きな暖炉と安楽椅子ロツキングチエアが一つ置かれていた。

　蝋ろう燭そくの明かりが仄ほのかに灯ともって、戸口に立った神父とアディソンの影を部屋に長く伸ばす。

　だが、神父は目を瞠みはって、別のものを注視した。

　そんな部屋に、どうにも不似合いなものが並べて置かれていたからだ。

　部屋の中央に置かれたパイプベッドの内、一つには少年が縛られて転がされていた。

「君は確か……」

　部屋に入りながら、フェノ神父が思い出したように口を開く。

　先にベッドに近づいたアディソンが、少年の顔を覗のぞき込こんで、口を尖とがらせた。

「あー、フェノ神父、この間、痛いことしたヤツだよ」

　相手が縛られているのをいいことに、アディソンは早風はやての額を指先でツンツンと突いた。

「早風くん、でしたね。大丈夫でしたか？」

　そんなアディソンの腕を引っ張ってベッドから離すと、フェノ神父は早風の手首と足を縛っていた髪の毛を、柄つかに銀十字の付いた短剣で切り落とした。

　手足が自由になった早風が身体からだを起こす。

「え、ええ。おれは平気です。それより、どうして神父さんが、またここに？」

「前に取り逃がしたヤツを、再び捕まえるために来たのですが――」

　困惑げなフェノ神父の言葉を聞いて、早風はやては眉まゆを顰ひそめた。

「神父さんは、あのお婆さんを狙ねらってるの？」

　神父が首を振ふった。

「いえ、別のヤツを追って来たんですが、どこにいるのかわからないんですよ。その老ろう婆ばの姿をした妖よう怪かいとやらが、知っているかもしれませんね。とにかく、君はすぐにここを出た方がいい。ここはわたしたちに任せてください」

　フェノ神父は、もう安心だと言うように、にこりと破顔した。

　だが、早風にはそうするわけにはいかない理由があった。

「いや、おれも手伝うよ」

　反論されて、神父が目を瞬まばたかせる。

「そんなわけにはいきません。あなたは確かに少し祓ふう魔ま術じゆつを使えるようですが、やはり素人しろうとです。手をお借りするつもりはありません」

　それでも早風は強い口調で言い返した。

「友達があのお婆さんに捕まってるんだ。おれだけ帰るなんてできないよ！」

　真剣な目で訴えられ、神父はしばらく早風を見返していたが、やがて根負けしたように溜ため息いきをついた。

「……わかりました。では、一緒に行きましょう」

　それを背後で聞いていたアディソンが大声を出す。

「ええ!?　一緒って、こいつも一緒にぃ!?」

　フェノ神父の腰に引っ付いて半分隠れながら、アディソンはベッドにいる早風と目が合うと、べーっと小さな舌を突き出した。





　だが、三人で連れ立って部屋を出ると、アディソンはそれまでしていたように、また妖よう気きを探るのに集中し始めた。

　廊下は相変わらず真っ暗で、這はいずりまわる青白い妖よう虫ちゆうが見えなければ、真の闇やみといってもよかっただろう。

　なんとか見えるフェノ神父とアディソンの後ろを、早風は緊張しながら付いて行った。

　てっきりこよりが来てくれるかと思ったのだが、やって来たのがなぜか神父とその助手だという少女だったのが、早風に一抹の不安をもたらす。

　確か、威い降おりが言っていたはずだ。冥めい閣かく府ふに務める妖怪は、人間と戦ってはいけないと。それは教会の悪魔祓ばらい師でも同じことだ。

　――出くわしたら、逃げるが勝ちみたいなことを言ってた気がするんだけど……。

　まさか、こよりは神父たちに出くわして、早風を置いて逃げてしまったのだろうか。

　そんなことを思いながら、早風は黙って二人に付いて行く。

　暗い廊下を進むうちに、丁字路になった場所に出た。

「うーん、こっちだよ、多分」

　立ち止まってアディソンが、右の通路を指差した。

「多分？」

　アディソンを水先案内にしているフェノ神父が困ったように首を傾かしげる。

　そのとき、早風はやての耳元の髪を、気づくか気づかない程度の微風が揺らした。

　同時に、ツンと鼻につく異臭が左の廊下の奥からする。

「おれはこっちだと思う」

　アディソンが指差す右側の廊下ではなく、早風が左を指すと、彼女は素早く振ふり返り、きっと強い眼まな差ざしで睨にらみつけてきた。

「むう。なんでよ、なんでよ」

「臭におうから。嫌な……臭いが」

　早風にもちゃんとした理由などない。ただ、この金属を思わせる異臭には覚えがあった。

　人間の血の臭いだ。

　早風がおどおどと答えるのを、フェノ神父も興味深そうに振り返り見つめている。

　アディソンは早風の異論に口を尖とがらせながらも、また右側と左側の廊下に鼻を向けると、目を閉じてくんくんと臭いを嗅かいだ。

「あ、ホントだ。こっちの方かも」

　あっさりと意見を変えて、左を指差す。

「なぜ方角が、わかるんです？」

　フェノ神父が早風に訊たずねた。

「……さあ、なんとなく……。勘だよ」

　早風が自分でもわからないと肩を竦すくめると、神父はメガネの奥の目を眇すがめて、一瞬厳しい顔つきをして、それから前を向いて足早に左の廊下へと入って行った。

　また二人に付いて、早風も歩いて行く。

　近づく血の臭いを感じながら、早風はフェノ神父に問いかけた。

「あの……疑問だったんだけど、訊きいていいですか？」

「なんだい？」

　振り返らず、フェノ神父が訊き返す。

「神父さんは、この国の人じゃないですよね」

「イタリアから派遣された」

「にしては、日本語うまいですね」

　そのとき、神父が笑って小さく肩を揺らした。

「日本語？　そんなもの喋しやべれませんよ」

「…………えっ!?」

「日本の言葉、喋れないよー」

　神父に続いて、その前方を行くアディソンも声を上げる。

「でも、二人とも……」

　驚いている早風はやてに、フェノ神父は少しだけ振ふり返り言った。

「知らなかったんですか？　高次元の存在が身近にいるとき、人間はすべての言語を理解することができるんですよ。わたしは今もイタリア語で話していますが、あなたの耳には日本語のように聞こえるんでしょう」

「便利……ですね」

　唖あ然ぜんとしている早風に、神父は頷うなずいた。

「そうですね。でも、時には気をつけた方がいい。悪魔もまた、それを利用して話しかけてきますからね」

　そのとき、アディソンの足が止まって、彼女が一つの部屋を指差した。

「みつけた！」

　嬉うれしそうに微笑ほほえんでいるアディソンの前の部屋は、扉が開いたままだ。

　アディソンを追い抜いて、フェノ神父と早風が部屋に入る。

　すると、そこは異様な空間だった。

　剥むき出だしのコンクリートの床に、人間が一人載るぐらいの大きなステンレスの解剖台があり、上には眠っているのか、目を閉じた勘かん作さくが寝かされていた。

「か、勘作ッ!!」

　慌てて駆け寄ろうとした早風に、神父が手を翳かざして、それ以上入るのを制止する。

　見ると、その解剖台の後ろに、あの老ろう婆ばが立っていた。

「下がっていなさい」

　フェノ神父の尖とがった声に、アディソンが「あいあいさー」と可愛かわいく敬礼すると、後ろから早風を引っ張った。

「こっちこっち」と廊下へ連れ出される。

「えっ、えっ？」

　混乱している早風を、アディソンが部屋から廊下へと連れ出す。

　フェノ神父は手に持っていた銀色のアタッシュケースを床に置くと、留め金を外して、中にあった本を取り出した。前に早風も見たことのある聖書だ。

「あなたが、彼女の言っていた古こ庫く裏り婆ばばという妖よう怪かいですね」

　神父が言うと、老婆は不気味ににたりと嗤わらった。

『邪魔をおしでないよ。人間の、しかもまれびとが。皮を剥はがされたくなきゃ、さっさと出ていきな』

　まれびと、とは海の向こうから来た者を指す昔言葉だ。

　早風は老婆の前に横たわっている勘作に目を向けた。まだ皮を剥がされてはいない。それに勘作の胸は心地良さそうに一定の上下を繰り返している。生きているということだ。

　少し安心した早風だが、この老婆――古庫裏婆――をなんとかしないと、勘作を助け出すことはできない。

　早風はやてがどうすればと考えている間にも、神父は毅き然ぜんとした態度で始めていた。

「『聖なるかな、聖なるかな、全能者である神、主。かつておられ、今おられ、やがて来られる方』」

　古こ庫く裏り婆ばばが解剖台の後ろから、よたよたと出て来る。

『なんだい、祈き祷とう者しやかい？　そっちの小僧はさっき捕まえたヤツじゃないかい。勝手に逃げるなんて、悪い子だね。本当に悪い子だ』

　睨にらみ付つけられ、早風が思わず後ずさる。

　だが、フェノ神父は顔色一つ変えず、聖書の一節を唱えながら胸ポケットの銀の小瓶を取り出すと、中身を古庫裏婆との境に直線に引くように撒まいた。

「『だれも暗くら闇やみの中にとどまることのないように、わたしは光として世に来た』」

　直後、古庫裏婆の表情が変わった。

『う……そ、それは、祈祷水か』

　近づこうとしていた老ろう婆ばの足が止まる。

「『奇くしき光よ、照りいでたまえ』」

　フェノ神父の声はよどみなく続けられている。

『うう……耳障りだよ、やめとくれ』

　よろめき、今度は耳を塞ふさいで、古庫裏婆が後ずさった。

「『神の七つの霊と七つの星とを持っている方が、次のように言われる。わたしはあなたの行いを知っている。あなたが生きているとは名ばかりで、実は死んでいる。目を覚ませ。死にかけている残りの者たちを強めよ』」

　そのとき、早風は神父の口から、言葉と共に白い閃せん光こうが七本、矢のように射しや出しゆつされるのを見た。

『ひぃぃぃッッ!!　やめろぉぉぉッッ！』

　叫ぶ古庫裏婆の身体からだに、その何本かが突き刺さる。

　すると、刺さった場所から、間かん歇けつ泉せんのように勢いよく黒い湯気が立ち昇り、老婆はがくりと膝ひざをついた。そのまま苦しそうに、喘あえいでいる。

「やったッ！」

　思わず早風が叫ぶと、フェノ神父はさらに追い討ちをかけるように、別の小瓶を取り出し、中の灰色の砂を手のひらに載せ、吐息で部屋中に舞い散らせた。

「神は我が防壁なりクライステ　ミヒ　プロプグナキユルム」

　きらきら光り降りそそぐ聖灰を浴び、古庫裏婆はぶるぶる身体を震わせると、目を飛び出さんばかりに大きく見開く。

『ぎゃああああぁぁぁぁぁッッ!!』

　古庫裏婆の目や口、耳といった穴から、黒い煙が出て来た。

「さあ、今のうちに君はその子を連れて、出て行きなさい！」

　神父が振ふり返り、早風に命じた。

「は、はい……」

　強こわ張ばった身体からだをなんとか動かし、早風はやては解剖台まで駆け寄ると、気絶している勘かん作さくを引きずって、強引に背中に乗せようとする。

　そのときだった。

　二つのことが同時に起きたのだ。

「いっただき!!」

　早風を追い抜いて、小柄な影が室内に飛び込んできたかと思うと、解剖台の側そばでうずくまっている古こ庫く裏り婆ばばに飛びかかった。

　そして、首に銀の鎖を巻きつけ、古庫裏婆の口に腕を突っ込む。

　黒い煙をもうもうと吐き出していた古庫裏婆は、容易に七夏なのかの腕を肘ひじまで呑のみ込こんだ。

「これよこれ」

　七夏が腕を引っ張り出すと、手には青白い球体が握られている。

　驚きよう愕がくしている早風に気づいて、七夏は振ふり返り、にっと笑った。

「悪いわね、茨いばら木きくん。これは貰もらっていくわ」

　早風が返答する前に、七夏は格子のはまった窓に銀の鎖を叩たたきつけ、強引に割り開く。

　飛び散るガラスが勘作にかかるのを、早風はとっさに覆おおい被かぶさってガードした。

　だが、その間に七夏は身軽に庭へ飛び降り、そのまま走り去ってしまった。

　そして、神父の方は、さらにそれどころではない状況だった。

　戸口にいたアディソンが、胸を押さえて座り込んでしまったのだ。

「アディソン!!」

　だが、神父は祈き祷とうの最中で、その場を離れることはできない。

「うう……ううう……」

　アディソンは、うな垂れ、息をするのも苦しそうに呻うめいている。

　七夏が割った窓から、アディソンへと早風も視線を向ける。

　とにかく勘作を部屋から出した方がいいと判断し、担いで運んで行く。

「大丈夫？　気分悪いのか？」

　勘作を背負った早風が近づくと、アディソンは廊下の床に座ったまま、全身をゆらゆらと上下に揺らした。

「う……ううぅぅぅ」

　突然、具合が悪くなったのかと、早風は不安で、その場にしゃがみ込む。

　アディソンの顔を覗のぞき込こもうとしたその直後だった。



「ぃやああああぁぁぁッッ」



　アディソンは髪を逆立てて、絶叫した。

「ダメだッ！　君、離れなさいッ！」

　アディソンではなく、フェノ神父が早風はやてを怒鳴りつけた。

　早風はあまりのことに驚いて、勘かん作さくをどさりと落として、後ろ手に尻しり餅もちをつく。

「妖よう怪かい!?　いや、これって……」

　小さなアディソンの身体からだは、糸で操られたように、あり得ない動きで垂直に起き上がった。その足は完全に床から浮き上がっている。

　茫ぼう然ぜんとしている早風の前にいるのは、今までいた少女とはまったく違う、無表情で生気の抜けたようなアディソンだった。

　静電気で突き立ったような髪が、彼女が叫ぶのを止やめ、目め尻じりから涙を零こぼしながら瞳ひとみを開くのと同時に、ゆっくりと肩へと下りてくる。

　まっすぐ前を見つめた彼女の大きな瞳は、ガラス玉のように光っていたが、その中心には濃黄色の澱よどみが蠢うごめいていた。

　早風の目の前に浮かんだアディソンは、人形のように感情のない貌かおをしている。それは、人間が本来持つべき苦悩や欲望をまったく感じさせず、解げ脱だつや無我といった別の存在、目覚めた者を思わせる。

　茫然と見上げている早風に、アディソンは身じろぎせず、目だけを動かし、真下を見つめた。二人の目と目が合う。その瞬間、ぞっとするほど妖よう艶えんにアディソンは微笑した。

「汝なんじ、此この国に住むべからず」

　自然と、早風の口をついて祓はらえ言葉が溢あふれ出でた。

「神やらひにやらひ賜たまひき」

　早風が震える両腕を上げ、拍かしわ手でを打とうとした直後、アディソンの手が恐ろしい速度で向かってきた。

　早風の首を片手で締め上げ、アディソンが強引に持ち上げる。

　彼女はおぞましくも蠱こ惑わく的てきな眼まな差ざしで、早風に言った。

『いつもの神の系統とは違うわね、おまえは誰だれ？　名を名乗れ』

「……ぐっう…………」

　早風は首を絞められ、言葉にならない喘あえぎを洩もらす。

「アディソンっ、やめるんだ!!」

　フェノ神父が古こ庫く裏り婆ばばとの間に立ち、叫ぶ。

　すると、アディソンはそこに神父がいたことに、ようやく気づいて、鮮やかに破顔した。

『ああら、ミカエル。悪魔わたしたちの愛する可愛かわいい可愛いミカエル坊や。そこにいたのね』

　話しながらアディソンが手を動かしたので、早風は首を掴つかまれたまま、宙ちゆう吊づりで引っ張られた。

「……ううっ…………」

　呼吸ができなくて苦しい。両手でアディソンの手を外そうとするのだが、どういうわけか、ものすごい力で掴まれている手は、叩たたこうが爪つめを立てようが、びくともしないのだ。

　顔が青あお褪ざめてきた早風を見て、神父がアディソンを怒鳴りつける。

「アディソン、いい加減にするんだ！　その子から手を離せ」

　だが、アディソンは楽しそうに片手を腰に当てて、笑いながら言った。

『い・や・よ』

　その状況を見ていたのは、古こ庫く裏り婆ばばだ。

　神父の祈き祷とうが止やんだおかげで、苦しみから解放されたものの、七夏なのかに魂こん魄ぱくを奪い取られ、さらに今はアディソンの変へん貌ぼうによって場は混こん沌とんとしている。

　老ろう婆ばは解剖台の後ろへ逃げ込んだ。

　神父の祈祷が聞こえないように、着物の裾すそを破って両耳に詰めている。

「クソッ」

　フェノ神父は、古庫裏婆とアディソンに挟まれる形になり、思わず毒づいた。

　アディソンが声を弾ませる。

『ふふっ、ミカエルったら、その調子よ。汚い言葉は心を穢けがす。あなたの中のおぞましい欲望をもっと曝さらけ出すのよ』

　だが、いつまでもショックを受けているわけにもいかず、神父は再び聖書を開くと、朗々と読み上げ始める。

「神こそ我が希望なりクライステ　スペス　メア、私は惑はざるべしノン　コンフユンダル」

　祈祷を耳にしても、アディソンになんら変化はない。

『どうやら悪魔祓ばらいの最中だったみたいね。でも、油断したわね、ミカエル。このわたしを解き放つなんて』

　それどころか、彼女は高らかに笑い出した。

『フフッ、アハハハハッハハハハハハッ』

　アディソンが笑うたび、早風はやては首を掴つかまれたまま振ふり回され、息も切れ切れに、意識が遠いていくのを感じた。神父の祈祷だけが、救いの手だ。

「『皆、この杯から飲みなさい。これは罪が許されるように、多くの人のために流されるわたしの血。契約の血である』」

　フェノ神父は再び聖水を取り出し、自分の周りに円を描くように撒まいた。

『ギャッ!!』と、古庫裏婆が解剖台の後ろで叫び声を上げる。

『醜いお婆さん、こんなもので苦しんでいたら、ミカエルの親愛なる神様にやられてしまうわよ』

　くすくす笑いながら、アディソンが言った。

「アディソン、戻るんだ」

　祈祷の合い間に、フェノ神父が呼びかける。

『ミカエル、おまえって、本当にムカツクわね。久しぶりに外の空気を吸っているのよ、もうちょっとぐらい余よ韻いんってものを味わわせてよ。それとも――』

　残忍な嘲ちよう笑しようを浮かべるアディソンが告げる。

『――地獄の底で、おまえの母親をもっといたぶってやろうかしら』

　フェノ神父の表情が歪ゆがむと、さらに彼女は哄こう笑しようした。

『アッハハハハッ』

　アディソンに掴つかまれたままの早風はやては、首と彼女の手の間になんとか指を一本潜り込ませることに成功し、ようやく苦しげながら息をした。

「……かはっ」

　すぐにアディソンが気づいて、軽々と早風を持ち上げる。

『この子、嫌な息を吐くわね。ミカエルのお仲間にしちゃ、毛色が違う気もするけど。これ、もしかして生まれ持った力？』

　アディソンの貌かおの前に引っ張られ、鼻と鼻が触れそうなほど間近に寄ると、早風は恐々と彼女を見返した。

　子供の小さな貌に、浮かんでいるのは人外の微笑だ。これによく似た表情を、早風は知っていた。こよりの上司である火か車しやの威い降おりだ。あの冷酷な美しさと同じものを、アディソンは持っていた。

『あなた、悪魔の血を感じるわ』

　アディソンが、にやりと笑って言う。

「な、何……？」

　意味がわからないと早風が表情で示すと、アディソンは肩を竦すくめて、それからフェノ神父に目をやった。

『ねぇ、ミカエル、どうする？　あなたなんかじゃ、この子たちを助けることなんてできないわよ。それどころか、自分の命さえ危ういなんて――』

　その声を神父は、祈き祷とうで強引に遮った。

「『初めに言ことばがあった。言は神と共にあった。言は神であった。この言は、初めに神と共にあった。万物は言によって成った。成ったもので、言によらずに成ったものは何一つなかった。言の内に命があった――――』」

　アディソンの手が少し開き、早風は素早く拍かしわ手でを一つ打った。そして掠かすれた声で囁ささやき出す。

「神代より言ひ伝つてけらく、そらみつ、大和やまとの国は皇すめ神がみの厳いつくしき国、言こと霊だまの幸さきはふ国と語り継ぎ――――」

　二人が同時に祈祷を始めると、アディソンは僅わずかに眉み間けんにしわを寄せ、早風を掴む力を強めた。再び首が絞まって、早風の声が途切れる。

『違う神を土台にしているはずなのに、言ってる呪じゆ文もんは瓜うり二ふたつね』

　アディソンは沈黙した早風を、一度床に投げ捨てると、仰あお向むけに倒れたその上に馬乗りになった。

『その息とその言葉に神が宿っている。人間って本当に不思議ね。いつから、それを知ったのかしら。第六の元素に干渉する方法なんて、知るべきじゃなかったのに』

　本来なら、ほんの少しの力で振ふり払えるはずの小さな子供だが、早風は上に乗られて全身が強こわ張ばった。アディソンは、笑みを絶やさず話し続ける。

『けど、言葉にどれだけ、退魔力を込めても、わたしには大して効かないことぐらい、ミカエルなら知ってるでしょう。わたしにはどんな言こと霊だまも効かない。わたしは別格。悪魔を足元に置く悪魔。どんな神のどんな言葉も、わたしには通じない。だからこそ、アディソンを教会の年寄りどもが監視してるのよ』

　今度はゆっくりと、アディソンは早風はやての首に両手をかけると、ぐうっと力を込め始めた。抵抗しようとするのだが、なぜか早風は目を見開くことしかできない。

「わたしを殺すことが目的なら、わたしを狙ねらえばいいだろう！」

　フェノ神父が叫んでいる。だが、見下ろしてくるアディソンの濃黄色の瞳ひとみには、今は早風だけが映っていた。

『そんなのつまんないじゃない。おまえを懲らしめるためには、おまえ自身を苦しめるより、おまえの側そばにいる者を殺す方がいいわ』

　冷ややかな笑みを前に、早風の視界は段々と暗くなっていく。

　――嘘うそだ…………。まさか、おれ……本当に、ここで死…………。

　アディソンはずっと微笑ほほえんでいる。まるで天使のように、あどけない表情をして。

　そのとき、廊下をバタバタと走り来る足音が響き渡った。

　開いたままの戸口で倒れている早風と、そこに乗り上げているアディソンの背後から、よく知っている声が飛び込んでくる。それは、まるで神父の救いよりも力強く、早風には聞こえた。

「ちょっと…………待った!!」

　間にゼェゼェと荒い息づかいがしたのが気になったが、早風がぐったりとしたまま目を向ける。

　二人から数メートル離れた場所で、こよりは仁王立ちしていた。

「もう、勝手に連れ去られないでよね。捜す方の身にもなってよ」

　ぷりぷり怒っているのはわかるが、この状況を見てから言って欲しいところだ。

　早風としては、それどころではない。

『今度はまた別の悪魔なの？』

　アディソンが顔を上げて、呆あきれたようにこよりを見た。

「悪魔じゃないっての！　……って…………」

　言い返そうとしたこよりは、アディソンと顔を合わすと、突然、絶句した。

　ふふっとアディソンが嘲ちよう笑しようを洩もらす。

『つまらない莫ば迦かでもすぐに気づくわよね。あなたとわたしでは――』

　その瞬間、早風の首からアディソンの手が退ひいた。早風が床へと放ほうり出される。

『――格が違う』

　声がした方に顔を向けた早風は、こよりがアディソンに撲なぐり飛ばされ、部屋の壁に打ち付けられるのを見た。

「こよりッ!!」

　半分掠かすれた声で、早風はやてが叫ぶ。

　足を使わず、アディソンは宙に浮いたまま滑るようにこよりに近づくと、その場で冷笑する。

『冥めい閣かく府ふの学校で習わなかった？　オチビさん』

　見下げられ、こよりが愕がく然ぜんとした顔をするのを、早風は初めて見た。

　――こよりが……怯おびえている……？

　唇をかすかに震わせながら、こよりはふるふると首を振ふった。

「まさか……こんなところにどうして、高位体ハイスピリチユアルが……」

　そこで、ハッとしたように目を瞬まばたかせる。

「しかも、その貌かお……やっぱりあの子なのね」

　にぃっとアディソンは口角を引いて嗤わらった。

『ご名答。わたしはアディソンの中にいる悪魔よ』

　離れている早風にも、アディソンの声は聞こえた。

「あ、悪魔憑つき……」

　憑きもの自体、見たことがなかった早風は、ごくりと喉のどを上下させた。

　神主の家系なら、憑きものの話ぐらいは聞いたことがある。

　祖父と父は、憑きもので困っている人を祓はらう仕事もしていたのだ。



    

  
    
      



    

  
    
      

　だが、この目で見たのは初めてだ。

　――アディソンが、悪魔憑つき……。

　それなら、あの変へん貌ぼうぶりも頷うなずける。

　日本で憑きものといえば、狐きつねや蛇、犬、猫などが多いらしいが、西洋ならそれらを総称して悪魔祓ばらいといっているはずだ。

　驚いている早風はやてとこよりに、古こ庫く裏り婆ばばと対たい峙じしているフェノ神父が告げた。

「君たち、隙すきを見てここから逃げるんだ」

　それにこよりが力いっぱい反論する。

「莫ば迦かじゃないの、こいつのどこに隙があるのよ！」

　アディソンも、うんうんと頷いてみせる。

『それにはわたしも同感ね。だけど、勘弁してあげて。ミカエルは、少々、わたしについて知りすぎているの。わたしが解放されると、そこにいるすべての人間が骨に還かえる。誰だれ一人、逃れた者はいない。ミカエル以外は。そうよね、ミカエル』

　アディソンは言いながら、我慢できないといった様子で、笑い声を上げた。

「振ふる動ゆると振る動る」

　だが、扉の前で早風が身体からだを起こし、印を結んで祓い言葉を唱え始めると、アディソンは瞬まばたきするよりも速く移動し、真ん前に立たち塞ふさがった。

『あらいけない子、黙ってらっしゃい！』

　顔の前にアディソンの赤いエナメル質の靴が二足並んで見えたかと思うと、早風は片方の足に顔を蹴けり飛とばされた。

「早風ッ!!」

　こよりが壁際から立ち上がりながら叫ぶ。

「も、も、もう怒ったわよ！　いい加減にしてよね」

　アディソンへの恐怖のせいで、ぶるぶる全身を震わせているが、怒りでなんとか奮ふるい立ったのか、怒鳴り始める。

「魂こん魄ぱくは逃がすし、こんなことに巻き込まれるし、今日は最低最悪よッ!!」

　半分ぐらいアディソンのせいではない気もしないではないが、こよりはキイッと癇かん癪しやくを起こしたように言って、スカートの中に手を突っ込んだ。

　小刀を取り出すと、素早く空間に斬きりつけ、何本もの直線を刻んでいく。

　早風がアディソンに蹴られた激痛に、頬ほおを押さえながら目を開けると、こよりの右胸の上部が赤く輝いていた。

　服が焦げ尽き、その部分に円形の穴が空いて、車輪と焔ほのおを模かたどった火か車しやの文様が現れる。

「審しん判ぱん庁ちよう、十三代目収しゆう用よう指し南なん番ばん、百ひやく八はち役やく、こより！　妖よう鳥ちよう召しよう喚かん！」

　小刀で描いた空間の亀き裂れつは、見事な闇やみの図形を浮かび上がらせ、そこにこよりが手を重ねると、彼女の求めに応じて次元を裂いて、口を開く。

　白光している交わった直線の中心が、目も眩くらむような光を放つ。

　その一瞬、部屋の隅々まで光が行き届いた。

『ひぃっ…………！』

　解剖台の裏で古こ庫く裏り婆ばばが悲鳴を上げる。

　こよりは躊躇ためらうことなく、その光の中心に右手を突っ込んだ。そして、何かをぐっと掴つかむと、引きずり出しながらその名を呼ぶ。

「大たい鵬ほう、招しよう聘へい！」

　図形の中心にできた口から、こよりは橙だいだい色いろの一本の羽根を取り出す。

　こちらの空間に触れた瞬間、羽根は赤みを帯びて燃え上がった。

　それをこよりが腕を大きく振ふって、羽ばたかせるように一いつ閃せんする。

　焔ほのおのように輝いていた羽根が、その直後、巨大な一枚の翼になり、さらに二枚の翼へと分かれると、その中心から細ほそ面おもての整った馬頭が現れた。

　こよりの正面に立った大鵬は、一度、大きく翼を上下に動かし、折りたたんでいた四本の肢あしを伸ばす。

　体だけでも普通の馬の四、五倍はあるだろう巨体だ。

「汝なんじの名は大鵬、白炎の渦か流りゆうに花ひらく華鳥」

　名を呼ばれて、大鵬は後あと肢あしで立ち上がると、巨体を持ち上げ、嘶いなないた。体格どおりの爆音に、早風はやてが両手で耳を塞ふさぐ。

　部屋を叩たたき壊さんばかりの地響きを立て、前まえ肢あしを下ろすと、苛いら立だったように大鵬は数回、蹄ひづめで床を蹴けった。

　こよりが目の前のアディソンを手で示しながら、命じる。

「勢せい焔えん、焼しよう尽じんせよ！」

　大鵬が大きく羽ばたくと、部屋中の空気が真下に向かって叩かれ、渦を巻いて豪風が吹きつける。しかも、その風は焔をまとった翼により、堪たえ難がたい熱風になっている。

「うっ…………」

　早風は顔の前に腕を翳かざして、後ずさった。

　その間にも、大鵬は猛烈な勢いでアディソンに向かって突進していく。

　長い肢で、小さなアディソンを蹴け散ちらそうとしているようだ。

　だが、アディソンは向かって来る大鵬を前に、薄笑いを浮かべていた。

　大鵬が間近に迫る。

　その瞬間、早風は目を疑った。

　アディソンはその場から掻かき消きえ、次の瞬間には、大鵬の片方の翼をもぎとり、こよりの真ん前に立っていた。

『オチビさん、悪いけどこれしきの召しよう喚かんじゃ、わたしを満足させられないわよ』

　そして、嘲あざけりながら引き千切った翼で、こよりを薙なぐように撥はね飛とばす。

　身構えることもできず、こよりは燃える翼をくらって、床を数メートル転がっていった。

「こよりッ!!」

　素人しろうと目めに見ても、力の差がありすぎるように思え、早風はやてはとっさに手を合わせた。

　いつものように風ふう伯はくを呼ぶ言葉を唱える。

　だが、数秒待っても、風伯の三さぶ郎ろうは現れず、何も起こらない。

「あれ……どうなってんだ……？」

　そのとき、突然、背後から声がかかった。

「早風殿、早風殿」

　振ふり返ると、猫に似た小さな獣が足元で、懸命に早風を呼んでいた。

「波は旬じゆん、おまえどこにいた……って、なんでそんなに小さいんだ？」

　見ると、窮きゆう奇きの波旬だったが、いつもの半分ほどしか大きさがない。

「そちが申し付けたからであろう！　人間の女おな子ごを見張っておけと言うからそうしておったのに、どうにも先せんからこの屋敷中がざわめいて仕方ない。そちが危ういのかと駆けつけるために、わざわざ吾わが輩はいは二つに分裂して――」

　歯を剥むき出だして憤る波旬に、早風はそうだったと思い出し、頷うなずいた。

「ああ、そうか、ごめんごめん。それより、波旬。三郎が来ないんだ」

　それを聞いて、波旬は人間のように顔をしかめた。

「三郎様は来られませぬ」

「ええっ!?　どうしてだよ！」

　三郎が呼べなければ、早風はまったくの役立たずだ。

　少しの風を起こすことなら、できるようになったが、それ以外は低級の妖よう魔まを退散させるぐらいしかできないのだ。

　だが、波旬はじいっと早風を見据えて、そのさらに頭上を見つめ言った。

「すでに早風殿が、風ふう伯はく八はつ神しんの二、きんたかこう様を身に寄せておられるからです」

「何……どういうこと？」

　さっぱりわからないと、早風が問いかける。

「きんたかこう様がいつから早風殿の側そばにいらっしゃったのかは、わかりませぬが、この洋館に入った後でしょうな。まさか早風殿、猫ねこ又またでもお見かけになりましたかな？」

「猫又？　うん、見たけど」

　古こ庫く裏り婆ばばが座った安楽椅子ロツキングチエアの足元に、確かに猫又がいた。

「それですな！」

　波旬は、人間ならぽんと両手を打ち合わせるところ、後足で立って右の前足を上げてみせた。そして、嬉うれしそうに話し出す。

「猫又はきんたかこう様の最大のライバル！　きんたかこう様は、早風殿が猫又に近づいたことを嗅かぎ取とって、降りて来られたのでしょう」

「召しよう喚かんする前に来たってこと!?」

　驚いている早風に、波旬がうんうんと頷く。

「きんたかこう様は、誰だれより鼻が利きますからな」

「……犬みたいだな」

　思わず、ぼそっと早風はやてが呟つぶやく。

「なんと、失礼な！　きんたかこう様は、白しら児ちごや犬神を束ねる御お方かたですぞ」

　飛び上がって怒る波は旬じゆんに、早風は聞き覚えのある犬神と、その犬神の上にいるという妖よう怪かい、白児を思い出し、やっぱり犬っぽいものか、と納得して言った。

「それって、犬系ってことだよな」

「い、いぬけい？　とは何です？」

　波旬が訊きくのを無視して、早風は首を振ふった。

「まぁ、いいや」

　そこで、早風はハッと気づいた。

「もしかして、洋館に入ってから、やけに妖よう気きに鋭くなったんだけど、そのせいかな？　血の臭においに敏感になってるみたいなんだ」

「ああ、それは完かん璧ぺきにきんたかこう様のせいですな」

「…………」

　そうだとしたら、かなり前から、きんたかこうが自分の後ろにいたようだとわかり、早風は複雑な気分になった。

　――だったら、もっと最初から手助けして欲しかった。

　そう思うだけなら、バチは当たるまい。

「それで、どうすれば力を貸してもらえるんだ？」

　早風が訊くと、波旬は疲れたのか、後足立ちから四つ足に戻って言った。

「きんたかこう様は、憑つき神であらせられるので、その身の内に入れる他ほかありませぬ」

「身に入れるって……」

「ほれ、あのように」

　波旬がくいと頭で指し示したのは、アディソンだ。

　彼女は持っていた大たい鵬ほうの翼を興味深く手の中で弄もてあそんで眺めていた。

「あの子、悪魔憑きなんだけど」

　早風が嫌そうに告げる。

「きんたかこう様を入れるのも、似たようなものです」

　波旬は簡単に言ってのけるが、やるのは早風だ。

「……イヤだなぁ」

「ごちゃごちゃ言ってる暇があるようには、見受けられませぬが」

　波旬がちらりと視線を送ったのは、倒れて動かないこよりだ。

「うっ……」

　呻うめく早風に、波旬が別の方にも目をやる。

「ほれ、あちらも」

　そこには、古こ庫く裏り婆ばばと向かい合うフェノ神父がいた。

　だが、聖書を手にしていたはずの神父は、くずおれたように跪ひざまずき、荒い呼吸を繰り返している。

「神父さんッ!!」

　いつの間にか、フェノ神父は自分が作った聖水の結界の外に出ていた。

　見ると、その結界の中に血のついた包丁が転がっている。

　古こ庫く裏り婆ばばが投げつけたのだろうその穢けがれた包丁のせいで、聖水の効力がなくなってしまったのだろう。

　銀の十字架を握り締め、神父は立ち上がろうとしたが、その前に古庫裏婆が長い爪つめを突き出し、彼の手から十字架を払い飛ばした。

　さらに近づいて行く古庫裏婆が、神父の髪に指を絡ませようと手を伸ばす。

　古庫裏婆は人間の皮を剥はぐ妖よう怪かいだ。

　神父にもそうするつもりなのは、明らかだった。

『ミカエルッ！　あなた、本気でそんな程度の低いヤツに殺やられるつもりなの？』

　大たい鵬ほうの翼を手に、アディソンが楽しげに嘲ちよう笑しようする。

　フェノ神父の髪に指を差し込んだ古庫裏婆は、首をもぎ取ろうとでもするかのように、強い腕力で思い切り、引っ張る。

「くっ…………」

　なすすべなく、苦しげに呻うめいた神父だが、ふいに上がった声に、彼は目を瞬まばたかせた。

「――――フェ、フェノ……フェノ神父」

　アディソンが神父を呼んでいたのだ。

　残忍な微笑を浮かべていたアディソンの顔が、ぐにゃりと歪ゆがみ、まったく別の子供の声が洩もれ出ている。

　驚いたことに、アディソンの中の悪魔を押しのけて、本来の彼女が現れたのだ。

　だが、その表情は次の瞬間にはまた冷酷な悪魔へと変わった。

『ちょっと、アディソン。勝手に出て来ないでよ！』

　そして、またアディソン本人のものへ。

「フェノ神父、死んじゃダメ」

　アディソン自身が表になると、彼女はぼろぼろ涙を零こぼし、神父に呼びかける。

「い、今よ……早風はやて…………」

　倒れていたこよりが上半身を起こしながら言った。

「こより！」

　どう見ても、立てる状態ではない。

　大鵬の翼で叩たたかれた左半身の服は焦げついて、身体からだに張り付き、火傷やけどこそ負っていないものの、悪魔の力がよほど強かったのか、だらりと垂れた腕は下を向いたまま、唇の端からは血が滴したたっている。

「あたしはいいから、手伝って」

　心配で気が気でないといった様子の早風はやてに、こよりが鋭い視線を返す。

　ここでやらなければ、もう二度とチャンスがないと、こよりは知っていた。

　自分と同じ高次元の存在とはいえ、アディソンに憑ついている悪魔は、こよりの今まで相対してきたものとは、彼女が言うとおり、何もかもが別格だった。

「もう一度、いくわよ、大たい鵬ほう！」

　翼をもがれて、苦しそうに足踏みしていた大鵬を、こよりは強い口調で奮ふるい立たせる。

　早風の足元にいる波は旬じゆんが、それを見ながら、きつく目を眇すがめ、すべきことをするよう告げる。

「早風殿、きんたかこう様に降くだっていただくのです」

「大鵬、羽ばたけ！」

　こよりが命じる。

　それとほぼ同時に、早風は耳の側そばで、彼が囁ささやくのを聞いた。



『唱えよ』



　低い男の声で、耳を穿うがたれたように、早風は身体からだが急激に自分の意志から離れるのを感じた。

　流れるような仕草で、腕を上げると、部屋中に響く乾いた音で手を打ち鳴らす。

　白い風が手の間から湧わき上あがる。

　早風の口から言こと霊だまが、軽く、静かに、吐息のように溢あふれ出でた。

「天狗我詔旨登あまつかけるがみことのりと、挂かけ巻まく母も畏かしこ伎き」

　部屋を埋め尽くすすべての空気が、透明がかった白い層状の布のように見え始める。

　かすかにでも風が起こると、その場所で布は何千枚もに分かれて新たな層を形づくる。

「信濃しなのの国くに栖す隠がくれ乃の山陵爾みささぎに鎮座須しずまります、風ふう伯はく八はつ神しん乃の御大前爾みまえに、恐美かしこみ恐美かしこみ母も申給波久登申もうしたまわくともうす」

　布のように見える空気は、早風の一礼によって、左右に断ち切られ、頭を上げると、またそこから身体にまといつき後ろへと流れていく。

　何もかもが風でできている。

　何度見ても、見慣れない光景だが、早風は今それどころではなかった。

　目は確かに、自分のものだが、身体はまるで、他人のように勝手に動いているのだ。

　手が上がり、中指を折り合わせ、親指と薬指を交差させる。

　早風自身も、見たことのなかった印だが、目にした瞬間、その形が二の印だと思い出した。

　今まで忘れていたことが嘘うそのようだが、それは子供の頃ころ、神社の境内で一緒に遊んでい

た少年から教わったのだった。

　よく笑う子で、早風と同い年ぐらいに見えたが、八人いた遊び仲間の中で、もっとも人なつっこい子供だった。

　その瞬間、早風はやての口は半分自分の意志で、半分は別の誰だれかの意志で動いた。　

「風ふう伯はく八はつ神しんノ二ニシテ、憑つき神がみノキンタカコウト名ヅケラレシ。是こレ犬神統すベル長おさニシテ、イト荒ブル風ノ者ナリ」

　結んだ印が、次の形へと自然に変わる。

　背後にいた誰かが、自分の背中から前方へと重なってくるのを、早風は感じた。

「呼バルレバ、キンタカコウハ降くだルベシ」

　その言葉を放ったと同時に、声までが自分のものではなくなった。

　頭の中だけが早風のもので、身体からだは別人のようだ。

　だが、不安にはならなかった。

　内に入って来た者の姿は見えなくても、早風は彼がやはり覚えているとおりの快活なあの少年で、昨日まで遊んでいた子と肩を組んだような、不思議な安心感に包まれていた。



『己を捨てよ』



　内側から声が聞こえた。

　意識以外のすべてのものを、早風は彼に差し出した。

　そして、ただ願いを込めて、声なき言葉を返した。

「あなたの風をお貸し下さい」



    

  
    
      



    

  
    
      

　波は旬じゆんは、少し離れた場所でそれを見ていた。

　きんたかこうが降くだった瞬間、早風はやての髪の間から、白い犬の耳が突き出し、長くふさふさの尾が生えたのを――。

　悪魔と本来のアディソンは、僅わずかに悪魔を表にしていたが、まだ内でせめぎ合っていた。

　飛び立つことのできない大たい鵬ほうが、こよりの命で片翼を羽ばたかせ、自らの翼を高く燃え上がらせる。

「行くわよ、早風ッ！」

　こよりが振ふり返り叫ぶ。

『了解した』

　冷静に答えたのは、早風であって、早風ではない。

「往ゆけ、封殺せよッ!!」

　翼から高々と昇らせた焔ほのおを、大鵬は一度の羽ばたきで、アディソンの頭上に叩たたき落おとした。

『……こ、こんなもの…………』

「あぁぁああぁぁッ！」

　アディソンの姿は焔の中に完全に隠れてしまったが、中から悪魔と少女の声が交互に聞こえてくる。

　早風は左手を前に出すと、にいっと口を横に広げた。

　喉のどの奥が熱くなったかと思うと、早風は次の瞬間、身体からだ中じゆうの息であり、風でもあるものを、大きな塊にして外へと放った。

　口から出たものは、大きく鋭い牙きばだ。

　それが上げた左腕を伝って、焔に覆おおわれたアディソンへと放射される。

　大鵬の焔の円屋根ドームにぶつかると、白く光る牙は呆あつ気けなくパキンッと音を立てて割れ、今度は無数の牙に変わって壁を突き破った。

『うっ…………きゃああああぁぁぁぁぁッッ!!』

「うっ…………ああああぁぁぁんッッ!!」

　悪魔と少女の悲鳴が、同時に響き渡る。

　それから、数秒、部屋を沈黙が支配した。

　ただ見つめるばかりのこよりと早風の前に、彼女が姿を現したのは、焔の壁が空気中に霧散していった後だった。

　そこにアディソンは、小さく丸まって倒れていた。

　悪魔が消えたのかと、こよりと早風が無言で目を合わせる。

　どちらも近づくことができずにいると、アディソンは自分から手をついて、ゆっくり上半身を起こした。そして、こよりと早風ではなく、戦いを見ていた古こ庫く裏り婆ばばに捕らわれたままのフェノ神父を睨にらみつけた。

『絶対にここから出ていったりするもんですか！　この子は、わたしのものよ！』

　声は、悪魔のものだった。

『ミカエルミカエルミカエルミカエル。神に呪のろわれた男、ミカエル。畜生、おまえなんかにアディソンが守れるものか！　すぐにまた出てくるわ。その時は近づいている。おまえはアンティクリストの復活により、父親のように腐敗し、母親のように地獄に堕おちるのよ！』

　だが、その激高もそれまでだった。再び、アディソンは力を失ったように、ぱたりと床に倒れ伏した。今度は、びくとも動かない。

「形勢逆転、早風はやて、あの婆さんも一気に叩たたくわよ！」

　こよりは嬉き々きとして叫ぶ。

　だが、こよりが大たい鵬ほうに命じる前に、早風の表に現れているきんたかこうが、人間とはかけ離れた俊足で古こ庫く裏り婆ばばの後ろへ回ると、これまた人間とは思えない莫ば迦か力ぢからで老ろう婆ばを神父から引ひき剥はがした。

「え？　ちょっと、待ってよ」

　いきなりの早風のスタンドプレーに、こよりは目を丸くして、そこで初めてその変へん貌ぼうぶりに仰天した。

「は、は、早風……その姿……」

　にこっと笑った早風の口からは、鋭い犬歯が二本突き出している。

「け、獣けもの化してる……」

　唖あ然ぜんとしているこよりを前に、きんたかこうは、さっさと古庫裏婆に風を吹きかける。

『ぎゃッ！』

　その小さな一本の牙きばは、老婆の胸の真ん中にどすんと突き刺さった。

　目を瞠みはり、刺さった牙を見下ろしながら、古庫裏婆は前のめりに倒れ、やがて濁った瞳ひとみが真っ白になった。

　すぐに乾いた土くれのように身体からだに罅ひびが入り、牙を中心にまっぷたつに割れる。

　きんたかこうは、ふっと口をすぼめてそれを吹き飛ばした。

　黄土色の砂だけが、さあっと部屋に舞い上がる。

「は、早風……大丈夫なの？　まさか、今度はあんたが憑つかれたとか言わないでよ？」

　恐る恐る訊たずねられて、微笑を浮かべたのは、きんたかこうだ。

　だが、その瞬間、早風の横腹に何かが飛びついてきた。

「お、おまえがやったのね！　ひどいひどいひどい！」

　見下ろすと、それはアディソンだった。

「フェノ神父にひどいことしたでしょ！　ダメなんだからッ！　絶対ダメなのにッ!!」

　小さな拳こぶしでぽかぽか殴られる。

　いつの間に起きたのか、目が覚めて、一番神父に近い位置にいた早風を見て、犯人だと思ったらしい。

「憑かれた人間って、普通は憑かれているときのこと忘れてるのよね」

　ぼそっと、こよりが言うのが聞こえて、早風はやては困惑しながら降参というように手を上げてみせた。　

「い、いや……おれじゃなくって……さ」

　そこで、きんたかこうが抜け、自分が身体からだと繋つながったことを、早風は知った。

　――何もこんな場面でいきなり抜けなくっても……。

　アディソンに容赦なく腰骨をぼかぼか殴られ、早風が後ずさる。

「ち、違うんだって」

　どう説明すればいいのかわからず、早風がこよりを見る。

「助けてくれよ、こより」

「あたし、知ーらない」

　こよりはスキップでもするかのように、部屋から出て行こうとしている。

　だが、その軽快なステップは、部屋を出る前にぴたっと止まってしまった。

　思い出したように顔を上向け、こよりが突然、叫ぶ。

「って、ああぁぁぁぁ!!」

　びっくりしてアディソンが殴るのを止やめてくれたのはよかったが、こよりの態度に嫌な予感がして、早風は一応、訊たずねてみる。

「今度は何だよ!?」

　振ふり向いたこよりの顔は、恐怖に歪ゆがみ切っている。

「こ、魂こん魄ぱく…………」

　小声でも、早風にもはっきり聞こえた。

「今度こそ、殺される。あ、あ、あ、ありえない残虐な方法で……塵ちりも残らず消される……」

　怯おびえた表情が恐こわくて、早風はハハッと空笑いを浮かべた。

「お、大げさだな、さすがにそこまでは」

「するわよ！　あの威い降おりなら！」

　くわっと目を見開き言ったかと思うと、こよりは頭を抱えてうな垂れた。

「あああ、こんなことなら、やっぱり早風を捨てて、猫ねこ又またを追えばよかった 」

　自分が莫ば迦かだったと嘆いているこよりに、早風は一部、気にかかって訊きき返した。

「猫又？　魂魄を取って行ったのは、勘かん作さくと一緒にいた鉋かんな七夏なのかだよ。この目で見た」

　さらにこよりが、怒気を噴出させる。

「見ただけなの!?　何やってたのよ！」

「何って、勘作を助けようと……」

「ほら見なさい！　人間なんか助けてると、任務に支障をきたすって、あんなに……あんっなに、あたしが言ったのに！　そのとおりになってるじゃないの！」

　早風は、申し訳なさそうに、うな垂れた。

「仕方ないだろ、勘作を見捨てるわけにもいかないんだから」

「見捨ててよ！」

　これが本気なのだから、妖よう怪かいは心底、恐ろしい。

　早風はやては慌てて、話を変えた。

「……そ、それより、猫ねこ又またに話を戻そうよ。おれも、古こ庫く裏り婆ばばの足元に猫又がいるのを見たんだ」

　だが、早風がそれを見たのは、捕まっていたときで、こよりはいなかった。

　こよりは、また別の場所で見たということなのだろう。

「あの女が猫又だったのよ！　この前、ここにいた女よ！」

「……え？」

　それはつまり、前回洋館に来たときに会った、あの色気たっぷりの女性のことだろうか、と早風が首を傾かしげていると、こよりは腕を振ふり上げ、雄叫おたけびを上げた。

「呆ほうけてる場合じゃないわよ、早風！　あの七夏なのかとかいう友達、あの子が魂こん魄ぱく奪って行ったってどういうことよ！」

　腕を振り回すこよりを見ていた早風は、その背後を見て、硬直した。

「そうだ、呆けてる場合じゃないぞ、二人とも」

　冷ややかな声が、一瞬にして部屋を支配する。

「威い降おりッ!!」

　声だけでわかったこよりが振り返り、威降とその後ろにいる愁しゆう次じ郎ろうを見て、瞬時に青あお褪ざめた。だが、顔色を変えたのは、こよりだけではない。

「悪魔ッ!!」

　使った道具をアタッシュケースに直していたフェノ神父が、銀の十字架を取り出し、声を荒げたのだ。

「神父か。また面倒そうなのが来たもんだな」

　威降が眉み間けんにしわを寄せると、愁次郎はその神父の祭さい服ふくの裾すそをぎゅっと掴つかんでいるアディソンを見据えて言う。

「あの子、人間ですが、悪魔に受じゆ肉にくされてかなり長そうですね」

「ああ、半分ってところだな」

　いきなり現れた威降と愁次郎にまじまじと見られて、アディソンは怯おびえたように神父の後ろへ隠れる。

「こ、ここは悪魔の巣そう窟くつだな」

　フェノ神父は疲ひ労ろう困こん憊ぱいしていたが、聖書を取り出しながら言う。

　それを訊きいた威降は、誰だれもが魅了される破壊的な微笑を浮かべた。

「残念だが、ここへ来たのは今回が初めてだ。それに、おれはそれほど趣味が悪くないんだがな」

　言いながら、威降が部屋を見回す。

「私は難事を遠ざけずアスペラ　ノン　スペルノ」

　神父が祈き祷とうを始める。

「止やめておけ。おれには効かない」

　眉まゆを寄せたこよりと愁しゆう次じ郎ろうとは違い、威い降おりは平然と言ってのけた。

「あ、あの……神父さん……」

　見ていられず、早風はやてが口を挟む。

「彼らは、悪魔じゃなくって、冥めい閣かく府ふの役人で……」

　聖書をめくり、フェノ神父は嫌悪感たっぷりの顔を、早風に向けた。

「君はわかっていない！　あいつらは悪魔なんだ！」

「いや……その……そうかもしれないけど、でも、人間に害は与えないよ」

　フォローする早風の後ろで、威降が嘲ちよう笑しようする。

「本当に失礼な男だな。教会の人間はこれだから、われわれと共存できないんだ。日本を見習った方がいいぞ。妖よう怪かいだと扱いはマシになる」

　火に油を注ぐとはこのことだ。早風は弁明するのが嫌になった。

　案の定、フェノ神父の顔は、怒気に満ち満ちている。

「威降、人間をからかうために来たわけではないでしょう。本題に入りましょう」

　愁次郎だけが冷静で、彼に言われて、威降も遊ぶのは終わりだと言うように頷うなずいた。

「そうだな。で、こより、任務は遂行できたのか？」

　いきなり振ふられて、こよりが怯おびえ切った小動物のように、ぶるっと震えた。

「……そ、それがぁ……そのぉ…………」

　どう言ったらいいものやら、と彼女が必死に考えているのが痛いほどわかって、早風はそれでも顔を背ける。たとえパートナーで、自分にも責任があったとしても、この諍いさかいには巻き込まれたくない。

「ちちち、違うのよ！　魂こん魄ぱくはあったと思う。いや、あった！　あったはず！　なんだけどね、化け猫女と多分、関係のある人間の女に持って行かれ――」

「わかった」

「――てしまって？　ん？　わかった？」

　こよりの弁解を遮って、威降が何か思いつめたような表情で呟つぶやいた。

　それを見ていた愁次郎も、同じように顔をしかめる。

「やはりここにも現れましたね」

「思っていたより行動が速いな」

　二人でぼそぼそと話していたかと思うと、威降は突然きびすを返した。

「帰るぞ」

　言って、さっさと部屋を出て行く。

「ええっ!?　ちょっと待ってよ！　何？　いいの？　失敗したお仕置きは？」

　いつも任務に失敗して、お仕置きされていたこよりとしては、この状況はおかしすぎると思ったのだろう。威降の背中に問いかける。

　だが、彼は振ふり返り、凍りつきそうな冷たい目でこよりを睨にらみ、「莫ば迦かが」と一言放つと、出て行ってしまった。愁しゆう次じ郎ろうも苦笑を浮かべながら、付いて行く。

「ええっ!?　それだけ？　まったく、全然、お仕置きしないの!?」

　喜ぶはずのところ、こよりは両りよう頬ほおに手を当て、泣きそうな顔をしている。

「ど、どうしたのかな？　いきなりＭに目覚めたってこと？」

　素すっ頓とん狂きようなことを言うのは、取り乱しているかららしい。

「違うと思う」

　早風はやてがそれだけ答えると、こよりはぽかんと口を開いて、宙を見上げた。

「じゃあ、改心したってことなのね」

　それも違うと思ったが、早風はもう否定せず、気づいたことを口にした。

「それより、猫ねこ又またと人間の女って聞いたとき、何か変だった気がする」

　こよりが必死に言い訳しているとき、威い降おりの方を見ていた早風は、彼の黒目がその瞬間、僅わずかに揺らいだような気がしたのだ。

「あの化け猫女と七夏なのかね。魂こん魄ぱく奪って行った」

　こよりが、思い出しても腹が立つ、と呟つぶやく。

　早風は顎あごに手を当て、考えた。

「それも変だと思わないか？　集めてどうするんだ？」

「人間は元より、あの猫又自身も、喰たべるつもりなさそうだったから、どっかの妖よう怪かいの下僕なんでしょ。人間の魂魄は、喰べると妖よう気きが上がるからね。でも、そういう妖怪にお仕置きするのは、粛清課の仕事だから、本来あたし達には関係ないのよ」

　仕事の割り振りが違うのだと説明するこよりに、早風は今でもまだ冥めい閣かく府ふのことがわからないので、ただ頷うなずく。

「でもさ、人間の鉋かんなさんが魂魄集めてるなんて、あの猫又もだけど、気味が悪いよ」

「そうね、邪魔されたんだもんね。次、会ったら、ギッタンギッタンにすべきよね！」

　別のボタンを押してしまったらしい。

　こよりが憤慨しているのを放ほうって置いて、早風はフェノ神父に顔を向けた。

「あ、あの、神父さん……」

　フェノ神父は、使った道具を仕し舞まっていたが、声をかけられると顔を上げて早風を見返した。

「あの悪魔がいなくなったのなら、それでいい。君たちももうここを去りなさい」

　その声に先ほどまでの荒々しさはまったくない。

　早風は「はい」と一言だけ告げると、部屋を出て行く。

　こよりは一度だけ、フェノ神父の方を見たが、すぐにふいっと顔を背けて、早風と共に廊下へ出た。

　廊下には、勘かん作さくが気を失って倒れている。

「早風、これを持って帰るの？」

　こよりが心底、嫌そうに勘かん作さくを指差す。

「持って帰りはしないけど、送って行くよ」

「あっそ。あたし、絶対、背負わないわよ」

　早風はやてが返事をする前に、こよりは階段の方へと歩き出してしまっていた。

　仕方がないと覚悟を決めて、勘作の前に膝ひざをつく。

　――気絶していてくれたのは助かったけど、これはこれできついよな。

　自分とそう変わらない体格の勘作を、背負って家まで送るのかと思うと、すでに疲れている身体からだに文字どおり鞭むち打うつような気分になって、早風は溜ため息いきをついた。







　洋館の玄関から門の外へと出た早風に、影が一つ、走り寄って来る。

「茨いばら木きくん、旭あさひくん、大丈夫だった？」

　声をかけてくれたのは、委員長の優ゆう子こだ。

　早風に背負われている勘作を見て、心配そうに眉まゆを寄せている。

「うん、大丈夫。何もなかったよ」

　早風が明るく答えると、優子は困惑げに目を伏せた。

「で、でも……何だか人の声がたくさんしてたみたいだし……」

　ぎくっとした早風に、隣りにいたこよりが、意味深な笑みを浮かべる。

「えっと、それで……彼女、い、妹さん？」

　優子は、いつの間に現れたのかといった表情で、こよりを伏せ目がちに見ていた。

　そういえば、勘作と七夏なのかにはこよりを紹介したが、優子には初めて会わせる。

「ええっと、妹の友達のような……」

　早風が言い難にくそうに、口の中でもぞもぞ呟つぶやく。そこで、こよりがにこっと微笑ほほえんだ。

「始めまして。あたし、早風のフィアンセのこよりです」

「おいっ！」

「なんちゃって」

　てへ、と可愛かわいく舌を出したりしているが、目の前の優子の表情がカチンと凍り付いている。

「や、やめろ、そういう冗談。笑えないから」

　せめて、やるなら勘作相手にしてくれた方がマシだった。

　優子は真面目まじめな子なので、本気にしやすいのだ。

「う、宇う佐さ美み……違うんだ。こ、こいつは、ただの妹の友達。今のは、冗談だって」

　必死に言い募ると、優子はぎしぎしとロボットのように顔を動かして、笑みを作った。

「ウン。ワカッテルワ」

　声が平へい坦たんで、恐こわすぎる。

「そ、それでさ……」

　何か他ほかの話でごまかさないと、と早風はやては頭を巡らせ、思いついた。

「ああ、あのさ、鉋かんなさんは先に帰ったんだ。気分悪くなったみたいで」

「ヘエ、ソウナノ」

　まだ、声が硬い。

「幽霊なんかいなかったよ。何も。暗かったから、みんな混乱したんだよな、きっと」

　ハハハと笑ってごまかそうとすると、優ゆう子こは真ま似ねするように、ハハハと乾いた笑いを漏もらした。

　そのとき、門の内側から別の人影が出て来た。

「え？　神父さん？」

　優子が目を丸くしていると、アディソンを背負ったフェノ神父はすれ違いざまに、彼女ににこりと笑いかけた。

「――――――――」

　外国語でフェノ神父が何か言う。

　さっきまで話ができた早風にも、彼の言葉がわからなかった。

　前にフェノ神父が説明したとおりなら、アディソンが気を失っているからだろう。

　アディソンの内にいる悪魔が、相当なダメージを受けたため、外の空間にまで影響を及ぼすことができないのだ。

「――――ハヤテ」

「はい」

　名前を呼ばれたことだけはわかり、早風が答えると、フェノ神父は耳元に口を寄せ、囁ささやくように言った。

「キヲ……ツケテ……」

　たどたどしい日本語で告げられ、早風が顔を上げると、神父は困ったような心配そうな表情でこっちを見返していた。

「……はい」

　そうとしか答えられず、早風がこくりと頷うなずく。

　フェノ神父はアディソンを背に、薄く笑みを浮かべて「チャオ」と告げると、路地へと消えて行った。

　神父がいなくなると、優子はまた、こよりをじっと見た。

「本当に、婚約者じゃないんだよね」

「違う違う。こいつの冗談だよ」

　早風がきっぱり否定すると、ようやく優子はホッとしたように笑顔になった。

「そう。そうだよね。まだ高校生だもんね」

「そうそう。まだ高校生だし」

　優子と早風が顔を見合わせて、微笑ほほえみ合う。

　それを見ていたこよりは、なぜか胸がむかむかしてきて、ふんとそっぽを向く。

「でも、鉋かんなさん、帰っちゃったんだね。やっぱり恐こわかったのかな」

　優ゆう子こは不思議そうに首を傾かしげた。

「わたし、トイレから記憶がないのよね。だから何も見てなくて。旭あさひくんは、どうして眠ってるの？」

　当然、疑問質問があるとは思っていたが、早風はやては取り繕うのに、不自然なほど笑顔で答えた。

「か、勘かん作さく？　勘作は、暗いところに突撃して、勝手に階段から転げ落ちたんだよ」

「そうなんだ」

「宇う佐さ美みもさ、トイレが暗かったから、転んで気絶しただけだって、きっと」

「そ、そうよね」

　早風の言葉に、優子がうんうんと頷うなずく。

　こよりは憮ぶ然ぜんとした表情で、早風に背負われている勘作を指差した。

「それで、これをあたしと早風が送って帰るから、あなたここから一人で帰ってね」

「おい、こより、そんな言い方……」

　こよりの辛しん辣らつともとれる発言に、早風の方が慌てる。

　それに対し、優子は気にしていないように、微笑ほほえんだ。

「い、いいの。大丈夫。わたし、ここから一番、家が近いし」

「そうか？　遠回りで勘作の家に寄ってからなら、送っていけるけど」

「本当に大丈夫。平気！」

　もう全然、元気だとアピールするように、優子が腕をぐっと上げてみせる。

「じゃ、じゃあね、また明日」

　多少、ぎくしゃくしながら去ろうとした優子に、早風は眉まゆを寄せて言った。

「明日って、もう夏休みだから、授業ないぞ」

「あ、そうだったね。ええっと、じゃあ、夏休み明けに」

　仄ほの暗ぐらい街灯の下を遠ざかって行く優子の背中が、やけに心細そうに見えて、早風は思わず声をかけていた。

「宇佐美！」

「な、何？」

　立ち止まって振ふり返る優子の顔は、すでに暗くら闇やみに溶けてほとんど見えない。

「夏休み、『パイレーツ』でバイトしてるから、暇なら遊びに来てよ！　ドリンクぐらいならおごるからさ」

　夜中の静かな住宅街に、早風が響くほどの声で言うと、その倍はある音量で返事が聞こえてきた。

「う、うん！　絶対行く!!」

　そして、優子は片手を振ると、角を曲がって行ってしまった。

　勘かん作さくを背負った早風はやてとこよりも、洋館の前から歩き出す。

「何、今の」

　しばらくして、こよりがぼそっと呟つぶやいた。

「何って？」

　訊きき返した早風に、こよりがふてくされたような表情で横を向いたまま言う。

「わざわざバイト先に会いに来てなんて誘って……」

「べ、別にいいだろ」

　確かに、今思うと強引だった気がして、早風は恥ずかしくなった。

「そうね。別にいいわよ。あたし、関係ないし」

「なんだよ、いきなり不機嫌か？」

　こよりは、返事の代わりに、バシンと早風の二の腕を叩たたいた。



    

  
    
      



    

  
    
      


第八章　早風はやてとこよりと殺虫剤



　勘かん作さくを家まで送って、ようやく神社の裏にある家に帰りついたとき、すでに空は白み始めていた。

　帰宅したこよりは、こんな時間だというのに、なぜか風ふ呂ろに入っている。

　ざあざあとお湯を無尽蔵に使う水音がしている。

　妹のそよが寝ているからよかったものの、起きていたら、水道代とガス代を請求されることは、想像に難かたくない。

　当然、請求先は早風だ。

　考えると頭が痛くなることは、すべて滅びてしまえと願いながら、早風は部屋に入ると、布団を敷いて、ものの数秒で寝入ってしまった。





「う……うーん……？」

　自分の唸うなり声ごえが聞こえ始めて数分、それでも早風の瞼まぶたは堅く閉じられている。

「うう……ううう……」

　なんとか無理やりにでも眠ってしまいたいほど、身体からだは疲れている。

　どんな苛か酷こくな場所でも、今なら眠れるはずだ。

　だが、その心情に反して、心地良く眠ることができないのは、重おも石しでも載せられたかのように苦しいからだ。

「なんだ？　やけに、息苦し………………!!」

　これ以上は無理だ、というところで早風はうっすら目を開けた。

　だが、開けたはずなのだが、部屋の中が何も見えない。

　真っ白だ。

　――なんだ？　これ……けむりか。そうか、煙か。

　呆ほうけた頭で何度か、そう思った後、早風はガバッと飛び起きた。

「煙ッ!?」

　這はいつくばって布団から出ると、そよの部屋で寝ているはずのこよりが自分の布団に潜り込んでいるのを発見し、赤面するより前にバシバシ身体を叩たたく。

「こより、起きろッ!!」

　だが、こよりは身体を丸くしただけだ。

「むにゃむにゃむにゃ。まだ眠たい」

「い、家が火事だッ!!」

　必死に早風が言い募るが、こよりは布団を引っ張って、自分の胸に抱きかかえ、眠る体勢を整えている。

「火事なら大丈夫。あ～ぶくたった～にえたった～」

　寝ぼけているのか歌まで歌っている。

「歌うな！　焼け死にたいのか！」

「にえたかどうだかたべてみよ。むにゃむにゃむにゃ。まだ眠たい」

　そこで、早風はやてはようやく気づいた。

「あ、そうか……こいつは人間じゃなかった……」

　こよりは妖よう怪かいで、しかも火を扱う高位の妖怪、火か車しやなのだ。

　何があろうと焼け死ぬことだけはない。

　だが、早風の思考はそこから、目の前のもくもくと湧わき上あがる煙へと戻っていく。

「いや、そうかじゃないって！」

　火事なのだ。

　こよりが死ぬことはなくとも、自分は人間。火にまかれれば簡単にあの世行きだ。

　そのとき、襖ふすまをバシンと勢いよく開ける音がした。

「大変だよ、はーちゃんッ!!」

　声はすれども姿は見えず。

　だが、早風は立ち上がって、戸口に駆け寄った。

「そうだよ、そよ！　火事だ！」

　煙を掻かい潜くぐって、妹だけでも外へ連れ出さなければと思った早風に、そよが呟つぶやく。

「火事じゃないよ」

「は？」

　そこで早風は信じられない言葉を聞いた。

「アイツが出たんだよぉ！」

　言いながら、そよが飛びついてくる。

「…………アイツ……」

「アイツだよぉ！」

　何のことだかわかった瞬間、早風の思考はぴたりと止まった。

　真っ白な煙の中で、ようやく起きたこよりが、ふらふらと戸口にやって来る。

「ん？」

　早風と、その胸に抱きついているそよを見て、こよりは瞬時に覚かく醒せいした。

「あ――――！　兄妹きようだいで抱き合ったりしてぇッ!!　不健全よ！」

　だが、それを無視してそよが叫ぶ。

「はーちゃん、アイツが出るよぉ！　このバルサン、効いてないのかな。どう思う？　ねぇ、はーちゃんってば！」

「ふしだら兄妹め！　あたしの目の黒いうちは、抱き合ったりしちゃダメェッ!!」

　今度は叫びながら、早風の背中にこよりが飛びついてくる。

　そのとき、早風の足の上を何かがカサコソと乗り上げた。

　見下ろした早風はやての目に、灰色の蜘く蛛もが足を伝って登ってくるのが見える。

「あ、蜘蛛……」

　うっかり口にしたが最後、そよが耳元で絶叫した。

「キャアァァァッッ!!」

　渾こん身しんの力で抱きつかれ、こよりを背負ったまま、早風は畳に転がった。

「きゃふん！」

　倒れた拍子にこよりが早風の下敷きになって、小犬のように鳴いた。

「ごめん!!」

　慌てて起き上がろうと、畳に手を付いた早風の右手の下でこよりが、左手の下でそよが、わなわなと頬ほおを赤らめて震え始める。

「はーちゃん!!」

「早風ッ!!」

　思わず両手を放すが、やはり時すでに遅し。右頬をこよりが、左頬をそよが、ほぼ同時に平手打ちだ。

　狙ねらって胸を触ったのなら仕方がないが、偶然なのに、この仕打ち。早風は力なくうな垂れた。

　眠りについたのは、午前四時。

　そして、どうやら現在、午前五時半。

「頼むから。静かに、おれを寝させてくれ」

　しかし、早風の心からの願いは、虚むなしく殺虫剤の煙の中に消え入るばかりだった。







　朝も早くから殺虫剤に早風が悩まされていた同じ頃ころ、フェノ神父はホテルの一室で受話器を片手に声を荒げていた。

「どういうことです。アディソンは身体からだはただの子供なんですよ。あなた方は、この子に何をさせるつもりです!?」

　受話器の向こうから聞こえてきたイタリア語は、神父の苛いら立だちを抑えるどころか、より増幅させるばかりだ。

「彼ら『数字の子』の目的が人間の魂を集めることだというのは、わかりました。この目で直じかに見ましたからね。しかし、アディソンの内にいる彼女が現出するほど、妖よう気きの強い場所に行くのは今後、反対させていただきます。彼女をまた内へ戻すのは容易なことではないんですよ。それにアディソン自身の身体への負担も考えなければ。いくら悪魔に受じゆ肉にくされているといっても、人間の子供なんですから」

　神父は隣りのベッドに小さく丸まって眠っているアディソンに目をやった。少女の寝顔はまるで産まれたばかりの赤ん坊か、神の御み使つかいである天使のようだ。

　薄桃色の唇から、ゆったりとした寝息が漏もれ、長い睫まつげがふっくらとした頬ほおに影を落としている。

　フェノ神父は人知れず、微笑ほほえんだ。こんなに穢けがれのない様子を見れば、誰だれもがアディソンを大切にしたいと思うはずなのだ。

　だが、教理省の司教の返事は冷たかった。

『ブラザー・フェノ。君の言いたいことはわかった。だが、よくよく考えてもみたまえ。アディソンはただの子供などではない。すでに身体と精神の半分を悪魔に喰くわれているのだ。アディソンの内から彼女が外に現れたとしても、それはわれわれの敵である悪魔と出くわしたときに限られる。そして、彼女がそうやすやすと、他ほかの悪魔にやられることもあるまいよ。内に戻すことも、君がいれば容易たやすいだろう。君だけが、アディソンを人間の状態に戻すことができる。そうだろう、ブラザー・フェノ』

　フェノ神父は相手に表情が見えないことを、嬉うれしく思った。

　恐らく、今の自分は悪魔のような微笑を浮かべているに違いない。

　教会がアディソンの内にいる悪魔を利用するために、この子を修道女見習いとして置いていることが、明白になったのだ。

　これまでフェノ神父は、教会がアディソンを救う手立てが今のところないため、保護しているのだと思っていた。だが、それはあまりに楽観的すぎたようだ。

　アディソンと、内にいる悪魔は、まったくの別ものだ。

　だが、教会の上層部は、そうはとらない。

　アディソン、すなわち高位体ハイスピリチユアル。

　眠っているアディソンが、ころりと向きを変え、口元にかかっている布団を子犬のようにはみはみと甘あま噛がみしている。

　――これのどこが、悪魔なのか。

　フェノ神父は、ベッドの縁から落ちそうなアディソンのために、相手に一言も告げず、がちゃんと受話器を置いた。
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舞台裏、という名のあとがき



　ついに『焔ほのおのシグナティス』も２巻となりました。

　毎度、お手に取っていただきありがたいです。

　今回は２巻にして、ようやくアレやコレやでニューキャラが揃そろってきたかなといったところです。

　こよりもちょっと人間慣れ（？）してきたり、早風はやてもちょっと妖よう怪かい慣れ（！）してきたり、委員長はマシンガントーク炸さく裂れつだったり（いつものことですが）、そんなこんなでわやわやしています。

　ぞっとしたり、驚いたり、喜んだり、楽しんだりしてくだされば幸いです。



　作者の近況としては、ようやく雪崩なだれを起こす蔵書から逃れられそうな感じです。

　本棚を買おうかと。

　一応、あったのですが、本棚ってちょっとしか入りませんよね。溢あふれ出した分が、徐々に拡大して、結局タワーになるという逃れられない現実に日々、苦しめられていました。

　部屋を歩くたびに、雪な崩だれる本たち。そんな雪崩に怯おびえる毎日が終わりそうです。

　ビバ！　ドデカ本棚！　現在、どこで購入するか思案中です。



　以降、謝辞です。

　担当のＯさん、毎回、締め切り破ってすみません。それでも２巻までこぎつけられたのは、やはりＯさんのおかげです。感謝しております。今後もびしばしとよろしくお願いします。

　そして、イラストを描いてくださったＮｉｎｏさん。原稿が遅くなり、これまたすみませんでした。キュートなこよりや委員長、怖こわ可愛かわいいアディソンを見ると、心がなごみます。今回はフェノ神父が、私的にお気に入りです。おっさんなのにかっこいい、これ如い何かに。Ｎｉｎｏさんのイラスト力はすごいです。ありがとうございました。

　いろいろな方に支えられて２巻をお届けできて、本当に嬉うれしいです。



　最後になりましたが、読者の方に。

　あなたと同じ世界を共有する幸せを与えてくれたことに感謝します。



　　　　ナットのはずれたロボ、スズキヒサシでした。



    

  
    
      



    

  
    
      

　著者

　スズキヒサシ（すずきひさし）

　　１月30日生まれ、Ａ型。大阪府在住。『正しい怪異の祓い方』（電撃文庫）でデビュー

　　代表作は『タザリア王国物語』シリーズ（電撃文庫）など。最近は、海外ドラマ『スーパーナチュラル』が好き。数年ぶりに食べたおせんべいにハマってます。

　　ＨＰ『ＯＧＤＯＡＳ』

　　http://park23.wakwak.com/~ogdoas/



　イラスト

　Ｎｉｎｏ（にの）

　　九州出身、東京在住のグラフィックデザイナー＆イラストレーター。７年間某ゲーム会社に勤めた後、フリーに。趣味はデザイン資料集め。

　　代表作は『ひかりのまち』（電撃文庫）、『あやかし探偵団』シリーズ（くもん出版）など。

　　ＨＰ『２ｎｏ』

　　http://www.ninomiy.com/
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